















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








プロローグ






　僕の名前は佐さ久く平だいら啓けい介すけ。

　春から高校生になるはずの、ただの一般男子だった。

　ところがある日、僕は異世界召喚の儀式に巻き込まれる羽目となる。

　世界を救う使命をおびた、四人の勇者のうちの一人に選ばれたのだ。

　チャラオさん、シズカさん、オタクさん、そして……僕。

　この四人にはそれぞれ、勇者固有の武器……聖せい武ぶ具ぐが与えられた。

　チャラオさんは剣、シズカさんは槍やり、オタクさんは弓。

　そして……僕はカバン。

　いや、カバンって。武器じゃあないだろう、っていうことで、役立たず判定を食らった僕は、召喚主である女王ワルージョに、奈落へ廃棄されてしまう。

　そして奈落──七獄セブンス・フォールのダンジョンで僕は、自分のカバンが、何でも吸い込め、現実から物を何でも取り寄せられる、チート武器だったことを発見する。

　七獄セブンス・フォールで大魔王の一人、高慢の魔王スペルヴィアことスペさん、神しん眼がんの大勇者ことミサカ・アイさん。そして、多くの廃棄勇者たちから力をもらい、ダンジョンを進んでいった……。

　道中、Ｓランク冒険者パーティ【黄昏たそがれの竜】の皆さんや、魔族との出会いを経て、ついに、僕は地上へと脱出に成功したのだった……！





☆






「森、抜けましたねー」

　昼下がり。

　大魔王スペさん、大勇者ミサカさんが封印されていたダンジョンを抜けた僕らは、【マカの大森林】ってところを西に向かって進んだ。

　歩くこと半日で、マカの大森林を抜けることができた次第。

「いや、さすがですね、大勇者様」

　僕の後ろから、冒険者三人組がついてくる。

　剣士のシーケンさん。このパーティのリーダーでもある。

「七獄セブンス・フォールからこのマカの大森林を抜ける長旅を経ても、まるで疲れを感じさせないなんて。すごいです、さすが伝説の大勇者」

　うんうん、とシーケンさんがしたり顔でうなずいてる。

「僕が疲れないのは、聖武具、【勇者の靴】のおかげです」

　聖武具。

　勇者の固有ウェポンのこと。

　通常、召喚勇者には、ここへ来ると鑑定スキル、アイテムボックス、そして固有武装の聖武具が与えられる。

　僕の聖武具は……カバン。

　しかし僕は、勇者の遺体を収納することで、他の勇者の聖武具も使えるのだ。

　七獄セブンス・フォールで手に入れたものも合わせて、僕は九つの聖武具を所有してる。

　聖武具にはそれぞれ固有のスキル、派生スキルが存在する。

　勇者の靴には、固有スキル【ウォーキング】が備わっている。

　これを履いてれば、どれだけ歩いても疲れない、という代物。

　しかも歩くだけで聖武具に経験値が貯たまり、レベルが上がっていく……というぶっ壊れスキルだ。

「ので、聖武具がすごいのであって、僕がすごいわけじゃないです。あと……大勇者ってことは、内密にお願いします」

「あ、そうでし……そうだったね、ケースケさま……くん」

　シーケンさんたちは、僕が、魔王を封印した伝説の大勇者、ミサカ・アイの生まれ変わりと思ってる。

　実際にはまったくそんな事実はないのだけど。

　いくら違うよって言っても、信じてもらえず、大勇者の転生した姿ってことになってる。

「つか、ケースケさんのおかげで、森をものすごい速さで抜けられた。こっちのがすげえだろ」

「？　どういうことですか、チビチックさん」

　ハーフフットの男、チビチックさん。職業は盗賊シーフ。

「オレらのいた、マカの大森林は、通称【迷いの森】」

「迷いの森……」

「立ち入ったが最後、迷って出られないっていう、ヤバい森なんよ」

「へえ……あれ？　でも一切迷いませんでしたよね？」

「ああ。ケースケさんから借りた、ミニマップのおかげでな」

　あ、そうだった。

　短剣の勇者の派生スキル、【マッピング】。

　周囲の詳細な地形が表示されるこのマップを、チビチックさんに貸してたんだった。

「こんな便利なマップが売ってたらなぁ～……はぁ」

　この世界の地図って、全部紙に描かれてる地図なんだよね。

　日本みたいに、カーナビやスマホナビみたいなものがないみたい。

　だから、ナビを作れたらきっと大金持ちになれるだろうな、と思った。

「いやそれよりも……うぷ……」

　パーティの魔法使いにして、エルフのエルシィさんが、吐きそうになりながら言う。

「ケースケ君……ちょっと、抑えて」

「？　抑えるって……なにをですか？」

「妖気」

「よーき……？」

　なんだろそれ……？

「なんかケースケ君、ダンジョンの扉を開けてから、怪しい気配が漂ってるのよ」

　怪しい、気配……。

　するとカバンから、ずぼっ、と子犬が顔を出す。

『魔力のことじゃ』

「あ、なんだ魔力か」

　魔法を使うための力、魔力。

　生物ならば誰もが、その体に魔力を宿してるんだって。

　で、僕の魔力が……妖気？

「どういうこと？」

『今、ケースケの中には、二種類の魔力が流れておるのじゃ』

「二種類の魔力……？」

『うむ、魔王と勇者、二つの魔力が……な。これは、通常ありえんことなのじゃ』

　ありえない？

　てか、いつの間に魔王の魔力が……？

『ケースケの中には最初、勇者……つまり人間の魔力があった。そこへ、聖武具が進化した際に、魔王……つまり、魔物の魔力も加わったのじゃ』

「それって、別ものなの」

『うむ。そもそも、人間が魔物の魔力を持つこと自体おかしい。そして、人と魔、二つの魔力を宿した存在など、前代未聞。それゆえ……エルフ女は怪しい気配、と呼んだのじゃな』

　なるほどねぇ～。

　しかしなんで、僕に魔王の魔力が流れてるんだろう……？

　僕の聖武具が、関係してるのかな？

「鑑定」

　勇者のスキル、鑑定。

　僕の目の前に、半透明の板が出現する。





・勇魔の鞄かばん




→召喚勇者、七大魔王の力が付与された鞄。

固有スキル：蠅王宝箱ベルゼビュート

派生スキル：取り寄せカバン




■ハコ庭ニワ

魔物モンスター■ボックス

魔法マジック■ボックス

救急ファーストエイド■ボックス

魍魎イビル■ボックス

聖■アーク






　いつの間にか、元々持っていた勇者の鞄から、勇魔の鞄に名前が変更されていた。

　そして、持っている固有スキル、派生スキルにも変化があった。

「固有スキル……蠅王宝箱ベルゼビュート。ねえ、スペさん。蠅はえ王おうって……？」

『【七大魔王】が一人、【暴食のグーラ】のことじゃな』

「暴食の……グーラ……」

　僕らはてくてく歩きながら、会話する（スペさんは頭に乗ってる）。

「七大魔王……ねえ、ちょいちょい聞くけど、なぁにそれ？」

『かつて存在した、強大な力を持った、七体の化け物のことじゃ。暴食、色欲、嫉妬、憤ふん怒ぬ、強欲、怠惰……そして、高慢』

　なんだか、七つの大罪モチーフの、魔王ってことらしい。

　同格に扱われてるってことは……。

「スペさんの……友達？」

『う～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん』

　それは、【うん】なのか、【うーん】なのか。

　でも渋い顔してるし、でもでも違うとはハッキリ言わないし。

　微妙な関係なのかも。

『ともあれ、ケースケのカバンには、ケースケ本来の勇者の力に加えて、七大魔王が一人、【蠅はえ王おう】こと【暴食のグーラ】の力が宿ってるのじゃ』

　なるほど……勇者と魔王の力がこもったカバンで、勇魔のカバンってことかぁ……。

　ん……？

「なんで、暴食？　スペさんって、高慢の魔王なんじゃないの？」

　僕はスペさんと、主従契約（従魔契約）を結んでいる。

　スペさんの、高慢の魔王の力が流れ込んでくる……なら、まあわからないでもない。

　でも、実際にこのカバンには高慢ではなく、暴食……。蠅はえ王おうさんの力が付与されている。

『それは……知らん』

「スペさんでも知らないことあるんだ」

『我はずっと、あのダンジョンに閉じ込められとったからな。外の常識には、疎いのじゃ』

　そういう意味では、スペさんも僕も、この世界について全くの無知って言ってもいい。

　知らないことだらけ。でも、恐こわいとは思わない。

　だって僕には、勇者さんたちからもらった聖武具、ミサカさんからもらった神眼、そして……。

『この先の旅、不安か？』

「ぜーんぜん。僕には、友達のスペさんがいるからねっ」

『クゥ～～～～～～～～～！　泣かせるでないぃ！　うぉおんうぉおん！』

　スペさん、頭の上でめっちゃ泣いてる。嬉うれし泣きしてた。

　と、そのときである。

『ぐしゅ……けーしゅけぇ～……魔力を感じ取ったのじゃぁ』

　スペさんには、周囲の魔力を感じ取る、魔力感知という力がある。

『どうやらこの街道を進んだ先で、複数の人間が、逃げる馬車を追いかけてるのじゃ』

　そんな詳細までわかるのか。

　魔力感知って……すごい技術だなぁ。

　こんな技術が当たり前に使われるんだもん、すごい世界だなぁ異世界。

　で、だ。

　馬車が何かに追われて逃げてる……か。

「あ、おいあれ、ＯＴＫオタク商会の馬車だぜ！」

　チビチックさんが、目を光らせながら言う。

　ＯＴＫオタク商会……！　襲われてるだってぇ！

『盗賊のスキル、遠見じゃな。視力を強化して、遠くを見る……って、ケースケ!?』

　僕は、駆け出していた。

「「「はやっ！！！！！！！！！」」」

　僕は黄昏の竜の皆さんを置き去りに、走り出してる。

『ちょ！　ケースケどうしたんじゃ!?』

「だって、オタクさんのとこの商会の馬車が、襲われてるんでしょ？」

　ＯＴＫオタク商会。

　僕と一緒に召喚された勇者、【飯いい田だオタク】さんがやってる商会なんだって。

　オタクさんは僕に唯一優しくしてくれた。

　そして、僕がハズレ聖武具を引いたとき、本気で心配してくれた。

　さらに、オタクさんは私財をなげうって、僕を捜索してくれていた。そんな、優しいオタクさんのことが、僕は好きだ。

　オタクさんの知り合いが困ってるんだ。助けないと、気が済まない！

　ほどなくして、止まっている、馬車が見えてきた。

「その周りに、馬に乗ってる複数の男たち……あれは、なんだろう？」

『なんじゃか、見てくれがよくないし、盗賊ではないかの？』

　なるほど、粗末な鎧よろいを着込んでるし、持ってる武器もバラバラ。

　盗賊かもしれない！

　盗賊（仮）は、ＯＴＫオタク商会の馬車を襲ってる。

「許せない！　成敗！」

　僕は助走をつけて、思いっ切り……ジャンプ！

　すごい勢いで、盗賊へとツッコむ！

「大人しく金を置いていきなぁ！」

　リーダー格っぽい太ったおっさんが、ＯＴＫオタク商会の人に言ってる。

「おっと、無駄な抵抗はやめておいたほうがいいぜ。おまえらも【王国の懐ふところ刀がたなチャラオ】様の名前を知らないわけじゃ……ぶ────────────！」

　太った男の後頭部に、僕がドロップキック！

　太った男は、そのまますごい勢いですっ飛んでいく！

「「「「チャラオ団長ぉおおおおおおおおおお！」」」」

　ん……？

　今あの人なんて呼ばれてた……？

　チャラオ……？　チャラ男……？　異世界にも、パリピ的なやつがいるのかな。

「て、てって、てめえ！　何しやがる……！」

　僕が蹴っ飛ばした太った男が、起き上がる。

「このおれを誰だと思ってる!?」

「善良なる市民から、お金を奪おうとする、悪い盗賊にしか見えないですよ」

「盗賊だぁ……！　いいかよく聞け……おれは【王国の懐刀】にして【剣の鬼】！　チャラ……」

「長い」

　僕はカバンから、勇者の短剣を取り出し、

「縮地」

　聖武具のスキルを発動。

　一瞬で、太った男の懐まで潜り込む。

「な……！」

「せい」

「速……避……無理……死……ぶびゃぁあああああああああ！」

　ばこーん！

　僕の放った短剣の一撃が、太った男の腹にジャストミート。

　鞘に入った短剣で、ぶったたいたので、死にはしないだろう。

　太った男は野球ボールみたいに、カッ飛んでいった。

「「「チャラオ団長ぉおおおおおおおおおおおお！」」」

　盗賊たちは、飛んでった団長とやらを追いかけていった。

　盗賊団の長だから、団長……かな？

　盗賊ってネット小説だと、だいたいたいしたことない強さしか持ってない。

　だからさっきのも、たいして強いやつじゃないでしょ。








第一章






　僕の目の前には、一台のホロ付き馬車がある。

　御者台に座って、ブルブルと震えているその子に、話しかける。

「大丈夫？」

「は、はひぃ……【らとら】は……だいじょうぶなのです」

　メイド服を着た、女の子だ。

　頭を布で覆ってる。

　垂れ目で、ちょっと頼りない印象を受ける。

　年齢は一〇代前半くらいかな？

　ホロには【ＯＴＫ】とカッコいい文字が書いてある。

　ＯＴＫオタク商会の馬車、なんだろう。

「ら、らとらはどうなってもいいのですっ。でもでも、このお金には手を出さないでほしいのですっ」

　メイドさんはギュッと、手に持った革袋を強く抱きしめる。

「ごしゅじんさまの大事な荷物を、大事なお得意様にお届けして、手に入れた、ごしゅじんさまのお金なのです！」

　なるほど、この馬車は荷物を運んだ帰りらしい。

　で、盗賊に襲われたと。

　しかしご主人様……ご主人様、かぁ。

　この子メイド服着てるし、もしかして……。

「ご主人様って……飯田オタク……いや、【オタク・イーダ】さんってひと？」

「は、はいなのですっ」

　やっぱりだ！

「大丈夫ですよ、僕はオタクさんの知り合いです」

「………………」

　あかん、警戒してる。

　そりゃそうか。証拠も何もないし。

　うーん、どうしたら警戒解いてくれるだろう……。

「ん？　君、ケガしてるね？」

　よく見ると、その子の腕に、ナイフで斬られた痕があった。

　結構深く斬られてるのか、血がじわ……とにじんでる。

「良かったら治療するよ」

「ち、ちりょー……？　あ、あなたは……治療師なのです？」

「ううん。でも、任せて」

　僕は新しく手に入れた、カバンの力を使うことにする。

　見知らぬ誰かだったら、別に治療する義理なんてないけど、この子の信頼を勝ち取るために、僕は治療する。

『ケースケよ、治療なんてできるのか？』

　頭の上に乗ってる、スペさんが僕に尋ねてくる。

「ふふふ、僕のカバンは進化して、新しい力が備わっているんだよ」





・救急ファーストエイド■ボックス



　→損傷した細胞を収納し、ケガを治す。また、病原物質を体から取り出して収納することで、病気を治す。




「救急ファーストエイド■ボックス、発動！　この子のケガ……というか、悪いとこ全部治してあげて」

　かぱっ、と開けたカバンの口から……。

「へ、へ、へえ!?　し、白い翼の……て、天使ぃ……!?」

　カバンの中から現れたのは、白い翼を生やした、綺き麗れいなお姉さんだった。

　白衣……のわりには、結構きわどい格好をした、お姉さん。

　天使ってわかるのは、背中から翼を生やし、頭に金の輪っかを携えているからだ。

　天使のお姉さんが、ふぅ～……と息を吹きかける。

　お姉さんからはキラキラと光り輝く、不思議な青い風が吹いた。

　その風がメイドさんの体にまとわりつく。

　腕……そして、頭に。

　お姉さんは息を吹きかけるのをやめて、カバンの中に帰っていった。

「どう？　治ったでしょ？」

　腕のケガが、すっかり治ってる。

　出血も治まり、傷口も塞がってる。

「あわわわ！　す、すごいのです……！」

　でしょ、一瞬でケガを治しちゃったんだし……。

「耳が！　らとらの……耳が！　生えてきたのです！」

「……はい？　耳？」

　ふぁさ……メイドさんの頭に巻いてた布が、落ちる。

　ぴょこっ。

「わ、わ、かわいい～！　うさ耳だぁ～！　ケモミミがーるだっ！」

　メイドさんの頭からは、ぴんっ、と立ったうさ耳が生えていたのである！

　わ～！　すごぉい！

　現代日本人としては、こういうリアルケモミミ美少女と出会えて、テンションが上がるわけですよ。

「あ、あのぉ～……らとらのこと、気持ち悪くないの……です？」

　メイドさんは恐る恐る尋ねてくる。

　気持ち悪い……？

「なんでですか？」

「だ、だって……人なのに、獣の尻尾とか……生えてるし……。きもちわるいって、みんな言うし……ご主人様以外……」

　オタクさんもきっとテンションが上がっただろう。

　獣美少女がいるんだから。

　でも、きもちわるい？

「そんなわけないですよ。普通に可か愛わいいです」

「ひぅ～……♡　ご主人様以外で、同年代の男の子に、そんなふうに言われたの……初めてなのですぅ～……♡」

　ぴょこぴょこっ、とうさ耳が動く。

　か、かわいい……触りたい……。

「で、メイドさん……」

「ら、らとらなのです！」

「ラトラさんは、さっき何に驚いてたんですか？」

　なんか耳がって。

「らとらの、耳。生えてきたのです。もともと……ちょん切られてたのです」

「ちょん切られてた!?　ひ、ひどい！　誰がそんなことを！」

「ゲ、ゲータ・ニィガ王国の……奴隷商人なのです……らとらはもと、奴隷なのです」

　ゲータ・ニィガ……。

　あ、僕を召喚した国か。ワルージョのいる。

　こんな獣美少女の、ケモミミをちょんぎるだって！

　ひっどい国！

「らとらの耳……なおったのですっ。あなたの、治癒のおかげでっ！　ほんとにありがとなのです！」

「いえいえ、どういたしまして」

　しかしさすが《異世界の治癒魔法》。ケガだけじゃなくて、部位の欠損まで治しちゃうのかぁ。

　ややあって。

「へえ、君を買ってくれたのが、オタクさんだったんだね」

　黄昏の竜の面々が来るまで、僕はこの場で待機することにした。

　その間に、ラトラさんから、いろいろ聞いた。

「はいなのです。オタクごしゅじんさまは、とっても優しい人なのですっ」

　ラトラさんが興奮気味に言う。

「らとらたち獣人奴隷、しかも、ケガしてるような、商品価値の低い子らを、優先的に買ってくれるのですっ」

　オタクさんはどうやら、若くして売りに出されてる奴隷や、戦争孤児などを集め、児童養護施設で養っているらしい。聖人かな。

「今のオタクさんに早く会いたくなってきた……！」

「あのあの、あなた様は……」

「あ、僕、啓介っていいます」

「ケー……ス？　あれあれ、どこかで聞いたことあるよーなぁ～」

　と、そのときだ。

「おおい、ケースケくーん！」

　シーケンさんたち、黄昏の竜の皆さんが、やっとこさ現場へ到着した。

　結構時間かかったなぁ。その間、僕は移動、団長を蹴散らし、その後ラトラさんと会話してる。

「その娘こが、ＯＴＫオタク商会んとこの、人間か？」

　チビチックさんが僕に尋ねてきた。

「はい。あ、人じゃなくて、獣人ですけど」

「「「獣人……」」」

　あ、この人たちも人間だった。

　ラトラさんに対して、嫌なこと言ったらどうしよう。

「そうかい。おれはシーケン。この二人はおれの仲間だ。よろしくね」

　あれ、シーケンさん普通に会話してる。僕が不思議に思ってると……。

「おれ、修行であちこち旅しててさ。獣人の国にも立ち寄ったことあるんだ。そこでお世話になった獣人たちがいるからね」

　だから、差別しないってことか。

　他二人も特にラトラさんを嫌ってる様子もない。よかった。

　さて。

「なるほど、じゃあ盗賊に襲われてるところを、ケースケ君に助けられたと」

　ラトラさんが、ここに至るまでの経緯を、黄昏の竜の皆さんに説明した。

「ほんとーにありがとなのです！　なんとお礼を言えばいいか……」

「いえいえ。ところで、お願いが一つあるんだけど、僕をごしゅじんさま……オタクさんのとこへ連れてってもらえないでしょうか？」

「ごしゅじんさまの？　いいのですっ！」

　ほぉ……良かったぁ。

　ラトラさん、ケガを治したことで、僕への警戒心がかなり薄れてる。

　あと、「わ、わ、わ！　た、黄昏の竜だぁ！」とラトラさんは驚いていた。

　ともあれ、黄昏の竜の皆さんの証言もあり、ラトラさんの僕への疑い（不審者）も晴れた次第。

「良かったなぁ、ケースケ君。これで念願のＯＴＫオタク商会のギルマスに会えるね」

「はいっ！」

「おれらもギルマスに会いたいから、最後までついて行くよ」

　そうだった、僕には賞金がかかってたんだったっけ。

　彼らはそれが目当てで、僕を連れてきたんだった。

「じゃ、すぐ行きましょう！」

「あのぉ……ひじょーに、いいにくいのですがぁ。すぐの出発は無理なのですぅ～」

　ラトラさんが悲しそうな声で言う。

「どうして？」

「馬車の車輪が、壊れちゃってましてぇ……」

　車輪が？

　たしかに、側面の車輪二つが、壊れていた。

「盗賊に追われてるときに、壊れてしまったんじゃねーの？　この馬車、結構年季が入ってるしよぉ」

　チビチックさんが、木製の車輪を見ながら言う。

「新しい車輪は？」

「替えのが一つなら……」

　ふーむ、車輪は二つ壊れてるって言うし……。

「あ、そうだ。僕に任せてください、すぐ修理しますので」

　僕はカバンから、勇者の鎚ハンマーを取り出す。

　ハンマーを持った状態で、車輪に近づく。

「スキル……発動！」

　勇者の鎚ハンマーの派生スキルが発動する。





・全修復（Ｓ）



　→壊れた無生物を、完全に元通りにする。




　ハンマーこっちん。

　すると、ぱあ……！　と車輪が輝き出す。

　次の瞬間。

「おお！　すごい！　車輪が一瞬で直ってしまったぞ！」

　ハンマーこつんで、壊れた車輪全部が直ってしまった。

　ラトラちゃんも目を大きく剝き、拍手してきた。

「さ、いきましょーなのです！　馬車にのってくださいなのです！」

　ラトラさんに言われて、僕らは馬車に乗り込む。

「ふぃ～。ケースケのおかげで、歩いて帝国まで行かなくてすむ～。助かったぁ」

「てー……こく？」

　チビチックさんが気になること言ったぞ。

「なんです、帝国って」

「これから行くとこだろ。マデューカス帝国。ＯＴＫオタク商会の拠点」

　んん？

「帝国？　僕ら勇者を呼び出したのって王国なのに、なんで帝国？」

　と気になったんだけど……。

　ぐんっ！

「きゃあああああ！　なにこの馬車ぁ！　速いぃいいいいいいい！」

　馬車が、ものすんごい速さで走り出したのだ。

　ガララララララララララ！

「わわ！　異世界の馬車って、こんなに速いんだぁ……」

「速すぎよぉおおおおおおお！　なんでこんな速いのよぉおおおおお！」





☆






　ラトラさんに、オタクさんのことをいろいろ聞きたかったんだけど……。

「あのぉ、オタクさんって今なにして……」

「ははははは、はな、話しかけてこないでほしいのですぅ！　馬を操るのにてーいっぱいなのでぇ！」

　とのこと。

　黄昏の竜の皆さんに聞きたかったんだけど……。

「うぇっぷ……酔った……」

「あたしも……」

「この馬車速すぎてやべえ……」

　と、みんなダウンしてる。

『だらしのない連中じゃの～』

　僕の膝の上で、子犬スペさんが優雅に丸くなっている。

　スペさんは平気のようだ。かくいう僕も、全然馬車酔いしていない。勇者と魔王だからかなぁ。

「ねえ、スペさん。これから行く、マデューカス帝国って、どんな国？」

『知らんなぁ』

「知らない？　どうして」

『我が封印される前、そんな国はなかったからじゃな。ゲータ・ニィガは聞いたことあるがの』

　ゲータ・ニィガっていうのは、ワルージョがいる、僕ら勇者を呼び出した国のことだ。

　つまり、マデューカス帝国っていうとこは、ゲータ・ニィガよりあとに建国された国……。

　新しい国ってことなのかな？

　と思ったそのときだ。

『む？　少し離れたところに……大量の人間どもがおるな。なにやら、妙な魔力の波動も感じるのじゃ』

　僕は窓から顔を出す。

　まだ全然見えてこない、ので。

「困ったときの、ミラーサイトぉ～」

　カバンから取り出したのは、勇者の鏡。

　これを先に飛ばすことで、離れたとこの映像を見ることができる。

「ちょっと偵察させてこよう」

　ミラーサイトを窓から飛ばす。

　しばらくすると、手元の鏡に、映像が映し出される。

「わ！　すご……なんか軍服？　着た人たちが、いっぱい並んでるね」

　みんな色とりどりの軍服に身を包んでいる。

　そして、その手には……。

『なんじゃ、この妙な武器は？　筒かの？』

「銃だよ！」

『じゅー？』

「うん。銃だ」

　ファンタジー世界に、銃なんて似つかわしくない。

　彼らが持っているのも、どうにも、現代日本とか、海外で使われてるようなものに見える。

『あの武器からは魔力を感じないのじゃ。妙な武器じゃな』

「でも銃なんて携えて、こんな大量の軍人さんたち、一体なにしてるんだろう？」

『さぁのう。みな、なんだか緊張で顔がこわばっておるし、なにかと戦おうとしてるんじゃあないかの？』

「何かって……？」

『それはわからんのぅ。我らの他に、生物の気配はせぬが』

　………………ん？

「え、それって僕らを迎え撃とうとしてる……ってこと？」

『どうする？』

「どうもしないよ、だって悪いことしてないし」

　ほどなくして、馬車が軍人さんたちの近くまでやってきた。

「止まれぇ……！　そこの馬車、止まれぇ！」

　ラトラさんが馬車を止める。

　がっっっっっくん！

　僕らが窓から、ぽーん、と投げ出される。

　黄昏の竜の皆さんは、ぐしゃり、地面に叩たたきつけられる。

　一方、僕は空中でくるんと回転すると、鮮やかに着地。

「どんな魔法使ったの……？」

「え、別に魔法なんて使ってないですけど？」

「でも今の着地……どうやったの？」

「さぁ？」

　体が勝手に動いた感じがする。ミサカさんの力、かな？　だとしたら、感謝しかない。ケガしなかったのはそのおかげだからねっ。

「動くな！　そこの！」

　わ、真っ白な制服を着た、綺麗なお姉さんが近づいてきたぞ。

　馬に乗っている。

　年齢は二〇歳くらいかな。

　きりっとした顔つきに、銀髪の、ちょっと強こわ面もてお姉さんだ。

「そこのって……」

「しゃべるな！　貴様だ！　貴様！」

　なんでこのお姉さん、僕に対して、こんな切れてるの……？

　お姉さんは僕に銃口を向けながら言う。

「なんだ貴様は！」

「あ、はい。佐久平啓介。一五歳。長野県松まつ本もと市し出身。春から高校に通うために、上京してきて、一人暮らしをしようとしてました」

「何を言ってる!?　怪しいやつめ！」

　あれぇ～？

　自己紹介しろっていうから、したのに。

　なんで怒られるんだろう……？

「そこの冒険者！　それと……ＯＴＫオタク商会の侍女だな？　こっちに早く来い！　今すぐ！」

　ん？

　ラトラさんと、黄昏の竜の皆さんには、敵意を向けてないぞ。

「あの、お姉さん」

「しゃべるなと言ってるだろうが！　撃つぞ！」

　なんか、ちょっとムカッとした。

　なんかさっきから命令ばっかり。僕の話を聞いちゃくれない。

「あのぉ、僕早くマデューカス帝国に行きたいんですけど。どうして、銃なんて向けられてるんですか？」

「貴様が、怪しげな魔力を放ってるからだ！」

　怪しげな魔力……？

　あ。

　しまった。

　そういや、来る前にスペさん言っていたっけ。

　僕には勇者と魔王の魔力が、体の中に入ってるって。

　そのせいで、なんか妙な気配が出てるって。

「あのぉ！　大丈夫です！　この子は怪しい子じゃありません！」

　おお、リーダーのシーケンさんが、お姉さんのもとへ駆け寄っていく。

　ちゃんと話をしてくれるようだ。さすがリーダー。

「怪しい子じゃないのであれば、なんなのだ、アレは」

「この子はチェンジリングで、七獄セブンス・フォールに廃棄されていた子なんです」

　チェンジリング……なんか、前に言っていたな。

　妖精がときたま、いたずらで人をさらって、どこかに放置するみたいな。

「この子らの身柄は、Ｓランク冒険者パーティ、黄昏の竜が保証します」

「シーケンさん……」

　ちゃんと、僕を守ってくれるみたいだ。

　ありがとう！

「…………貴様らは、アレを見てなんとも思わぬのか？」

　スッ……とお姉さんが懐から、なんか取り出す。

『片眼鏡モノクルかの？』

　お姉さんが片眼鏡をかけて、僕を見る。

「攻撃力……五〇〇万!?　魔法力五〇〇万!?　合計戦闘力一〇〇〇万!?」

　何言ってるんだろうあれ……？

「まて、ばかな、まだ数値があがる……うぁああ……！」

　ぼーん！

　お姉さんの片眼鏡が、ぶっ壊れた。

「やはり化け物！　それも、魔神級の化け物だ！　総員、戦闘準備！」

　うぇええ！

　なんでそうなるのぉ！

　せっかく黄昏の竜さんが、ことを穏便にすましてくれると思ったのにぃ！

「かまえ……撃てぇ……！」

　軍人さんたちが、僕に銃弾を放つ。

　ドバババババババババババン！

　あわわ、弾がすごい勢いで……。

　すごい……。

　あれ？

　なんか、ゆっくり……？

　ええー……うそぉ～……。

　まさか……。

「異世界の銃って、こんな遅いのぉ？」

　なんか蚊が止まるくらい、遅いんですけど。

　大丈夫なの、銃で、こんな遅いんじゃ、誰でも回避できちゃうよ（※←大勇者の超動体視力のおかげで、ゆっくりに見えてるだけ）。

　ひょいひょい、ひょいっと。

「ふぅ……」

「ば、ば、馬鹿な……！　あの銃弾の雨を……すべて、躱かわしてみせた……だと……!?」

　何驚いてるんだろう、お姉さん。

「あんな遅い銃弾を、避よけるのなんて誰にでもできますよね？」

「できるわけないだろ！　くそ、やはり化け物！　総員、また撃て……」

「蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　僕はカバンの蓋を開ける。

　そこから、黒い触手が出現。

「な、なんだあの触手は!?」

「こっちに伸びてくるぞ！」

　無数の触手が彼女らの持つ銃に絡みつき、そして、ぐんっ、とこちらに引っ張る。

　触手は銃を持った状態で、カバンの中に入っていった。

　誰も傷つけず、武装解除させた。

「もうおしまいだ……」「あの化け物に国をコワされるんだ……」

　しかし……。

「いや、まだだ！　我らには、【帝国の雄ゆう】がいる！」

　お姉さんが、声を張り上げる。

　帝国の……雄？

「弓きゅう聖せい殿のことか！」

「そうか、あの御仁ならば！」

　なんかすごいひとがいるっぽい。

「あのお方が来るまで、私が時間を稼ぐ！　皆は下がっておれ！」

　お姉さんは懐から、小さな卵を取り出す。

　卵……？

　いや、違う。あれは……。

「手しゅ榴りゅう弾だんだ！」

　そんなものまで！

　お姉さんはピンを抜いて、放り投げる。

「蠅王ベルゼ……」

　僕が蠅王宝箱ベルゼビュートで、手榴弾を収納しようとした、そのときだ。

　ドガァアアアアアアアアアアン！

　空中に放り出された手榴弾が、突如として、爆発したのだ！

　なんか、随分早く爆発するなぁ。

「待つでござる！」

　ふと、空を見上げる。

　そこには、大きな鳥がいた。

『岩鳥ロック・バードじゃ。なかなかに強力な魔物……しかし、敵意は感じぬ』

　バッ……！

　と岩鳥から、誰かが飛び降りてきた。

「待ってほしいでござる、【ディートリヒ】様！」

　その人が、お姉さんに頭を下げる。

　ディートリヒっていうのが、このお姉さんの名前っぽい。

　で、突然現れたその人は……。

「だ、誰……？」

　なんか、背の高い、イケメンさんだった。

　真っ白な長い髪、すらりとした身長。

　マントを羽織り、そしてその手には……弓。

　イケメン弓使いってところか。

「オ、オタク殿」

　……………………はい？

　お姉さん……ディートリヒさん、今……なんて言った……？

　この、イケメン弓使いに向かって、オタク殿って……。

「彼は、拙者の大事な客人でござる！　どうか、軍を引いてくださいませ！」

「し、しかし……化け物みたいな妖気を放ってるのだが……」

「彼は拙者と同じ境遇なのです」

「し、しかし攻撃されて……」

「彼が直接危害を加えるようなことを、ディートリヒ様たちにしましたか？」

「あ…………」

「彼は強いでござる。侵略者なのでしたら、この場にいる全員の命なんて、モノの数秒で奪える。なのに、そうしなかった。それは、事実でござるな？」

　ディートリヒお姉さんは、弓使いさんの説得に、折れたようだ。

「ふう～……」

「あ、あのぉ～……」

　イケメンさんに、僕は助けてもらったらしい。

　お礼を言わないと……でも……。

「ありがとう、ございます。その……オタク……さん？　なの……？」

　あまりにイケメン……あまりに、別人になりすぎてて、僕は……困惑する。

　ほんとにオタクさんなのか、それを騙かたる偽物なんじゃ……。

「ケースケ殿ぉぉおおおお！」

　オタクさんは僕に抱きついてきた。

「良かった！　本当に、生きてたのでござるなぁ！　あえてうれしいですぞぉおお！　うぉおん！」

　……ああ、オタクさんだ。

　僕はすぐわかった。

　僕の無事を聞いて泣いてる……優しい彼。

　その姿は、勇者召喚のときに見た、オタクさん……そのものだったから。

「うぐ……オタクさん……」

[image: ]

　やっと、会えた……。

　う、ううう！

「おたくさーん！」

「けーすけどのぉ！」

「「うぉおおおん！　無事で良かったぁ！」」

　こうして、僕は会いたかった人に、飯田オタクさんに、ようやく会えたのだった。
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　僕はオタクさんと一緒に、馬車に乗っていた。

　ラトラさんの馬車とはまた別の馬車だ。

「わぁ！　豪華な馬車ですねえ！」

　ふわふわの絨じゅう毯たん。

　揺れの少ない車体。

　なんとも高級感あふれる馬車。

「……ギルマス専用馬車でございます」

　すちゃ、とその人が眼鏡をかけ直す。

　正面に座るオタクさん……の隣に、美女が座っている。

　眼鏡をかけた、スーツ姿の女性だ。

　長い緑色の髪の毛をポニテにしてる。

　あとなんか、耳尖とがってる……？

「そうなんですね。ええと……秘書さん……」

「【シルフィーナ】、と申します」

　するとオタクさんが朗らかに笑いながら言う。

「シルフィーナさんは拙者の右腕でござる。公私ともに、長く支えてもらってるのでござるよぉ～」

「こー…………し？」

　するとシルフィーナさんが、ちょっと照れながら言う。

「恐れ多くも、私は弓の勇者オタク・イーダ様の、伴侶にしていただいております」

「はんりょ……って、伴侶!?」

　そ、そ、そんな……！

「オタクさん……結婚してるんですかぁ!?」

「なはは！　そのとおりでござる！　ちなみに子供もいるでござるよ」

「うぇえええ！」

　なんてこった！

　オタクさん結婚して子供まで………………って、あれ？

　やっぱり……変だ！

「ねえ……オタクさん。ずっとね、気になってることがあるんだ」

「ふむ、どうぞ遠慮なく聞いてくだされ！」

「じゃあ……ここに来て、何年経過してますか？」

「やはりその質問でござるか……」

　やはり、ってことは、オタクさんも僕と同じ疑問を抱いているのだろう。

「拙者がこの世界に召喚され、一二年が経過してるでござるよ」

「じゅ、一二年……!?」

「うむ。拙者はこっちに来たとき一九であった。しかし、今は三一でござる」

　オタクさん曰いわく、こっちの世界の一年も、三六五日くらい（ぴったりではないんだって）。

　でも、ほぼ向こうとこっちの一年は同じだ。

「僕の体感だと、ひとつきくらいしか経過してないです」

「なんと！　一か月と!?」

　オタクさんはこっち来て一二年。

　帝国で地位、そして家庭まで築いてる。

　だから、一二年の歳月が経過してるのは、事実なんだろう。

「一方でケースケ殿は拙者が出会ったときの、幼い姿のままでござる……。これは、どういうことでござろうか……」

『大勇者を封じていた、あの部屋の影響じゃろうな』

　カバンの中で黙っていたスペさんが、ひょこっと顔を出す。

　ころん、と転がって、膝の上に乗っかった。

「ややや！　その神々しい毛皮……ただものではござらんな！　鑑定！　……って、ええええ！　フェ、フェンリルゥウ!?」

　オタクさん、仰天していた。

　あれ？

「オタクさん、フェンリル見たことないの？」

　一二年も異世界にいるなら、見たことあるだろうに。

「拙者実物を見るのは初めてでござるよ！」

　オタクさんはすっと立ち上がり、僕らの前でかがむ。

　スペさんに目線を合わせて、言う。

「初めまして。拙者、ケースケ殿と同様、異世界から召喚された勇者、弓の勇者、飯田オタクと申します」

『うむ。フェンリルのスペルヴィア。ケースケの友であり、従魔をしておる』

　オタクさんが目を剝むく。

「スペルヴィア……まさか！　高慢の魔王殿でござるか!?」

　あ、さすがにその名前は知ってるんだ。

『まぁの』

「はぁ～！　なるほど、どうりですごいお力をお持ちで！　しかし、そのようなすごい存在を従魔にするだなんて！　ケースケ殿……すごいでござるなぁ！」

　オタクさんにすごいって言われると、嬉しいな。

「で、話は戻りますが……どういうことでござるか？」

『弓の勇者の話を聞いて確信を得た。この子と我は、大勇者の封じられている部屋に入ったのじゃ。あそこは、時空がゆがんでおったのじゃ』

「時空がゆがむ……」

　僕は簡単に、王城から廃棄されてから地上に出るまでの一通りの旅を、すごく簡単に話した。

『その部屋と、外の世界とは、時間の流れが異なっておったのじゃ』

　なるほど。

　僕らがいたあの部屋は、時の流れが遅かったわけか。

「大変でござったなぁ……辛つらく、苦しい旅でござったであろう……ぐすん……」

　僕の旅を聞いて、オタクさんが涙ぐんでいる。

　オタクさん、僕が苦労してここまで来たって思ってるみたい。

　僕に……同情してくれてる。自分だって多分、苦労してきただろうに。

「しかし！　辛いことが多かったのだから、これからは、いっぱい良いことが起きますぞ！　きっと！」

　僕のために泣いてくれたり、励ましてくれたりする。

　オタクさんのことが、やっぱり好きだなって思った。

　ラトラさんやシルフィーナさんが、この人を好いてる理由も、理解できる。

「今度はオタクさんの一二年の出来事を、聞いてみたいな。この一二年で何があったの？　てゆーか、なんで帝国にいるの？」

「説明はあとできちんとするでござる。が、その前に、会ってほしい御仁がおります」

「会ってほしい……人？」

　がくん、と馬車が止まる。

「オタク様、ケースケ様。馬車が、目的地に着いたようです」

「おお、では、降りましょうぞ」

　目的地……そういえば、この馬車どこに向かってたんだろう。

　スペさんを頭に乗っけて、僕はオタクさんと一緒に外に出る……。

「ふぉおおおお！　お城だぁ……！」

　そこには黒い、無骨なフォルムのお城があった！

　わ、わ、すご……すごぉ！

『城くらいで、何をはしゃいでおるんじゃい』

　スペさんが頭の上に乗っかった状態で、あきれたようにため息をつく。

「だってお城だよ、ファンタジーの！　すげえ～……」

「ぬははは！　わかりますぞぉ！」

「で、お城があるけど、ここってどこ？」

「ここはマデューカス帝国の帝都、【カーター】でござる」

　どうやら僕らは、今、帝都にいるらしい。

「なんで？」

「皇帝陛下に呼び出されているのでござるよ。ささ、参りましょう」

　わ、すご……皇帝に会えるんだ！　わ～。

『ぬぅ……なぜケースケが皇帝なんぞに会わねばならない？』

「なはは……まあご心配なさらず。拙者がついてますゆえ。大丈夫でござるよ。いざというときは、必ず守りますから」

　ちょっとはぐらかされた？

　それに……守る？

　首をかしげながらも、僕らは城の中へと進んでいく。

　……お城の中には、軍服を着た軍人さんたちがいっぱいいた。

「王国と違うんだね。あっちは騎士いたよね？」

「ええ。帝国には貴族や騎士といった考えがございません。民は軍人が守るもの、という考えなのです」

　ほどなくして。

　僕らはお城の一番高いとこまでやってきた。

　扉の前にいた軍人さんに、オタクさんが話しかける。

　すると軍人さんたちが、敬礼のポーズをオタクさんに取る。

　ドアを開けてもらい、僕らは中に入る……。

「来たか、弓聖よ」

　なんか、お城の中って感じしない。

　室内結構狭いし。

　本棚とかあるし。

　どっちかっていうと、書斎？　みたいな感じかな。

　部屋の奥には、髭ひげを生やした、強面のオジさんが座っていた。

　銀髪なんだけど、おじいちゃんって感じはしない。

　なんか……恐い。

「陛下、お久しぶりでござる。こちらは、先ほど通信にてお話ししたとおり、拙者と同郷の、召喚勇者でござる」

「ほぅ、おぬしが」

　オジさんが立ち上がり、僕の前までやってくる。

　皇帝……っていうわりに、着てる服はだいぶ地味だ。

　質素な、でも高そうなマントを着けている。

　近くで見ると、より一層、大きく感じた。

　スッ……と皇帝のオジさんは僕の前で……。

　膝を突いて、頭を下げた。

「勇者よ。このたびは娘が無礼を働き、大変申し訳なかった」

「…………はひ？」

　な、なんか頭を下げてきたぞっ。

　え、え、なんで……？

「む、娘……？」

「我が不肖の娘、ディートリヒのことだ」

　あ、僕に攻撃命令を出していた、お姉さんのことだ。

「勇者とは知らず、我が娘はそなたに危害を加えようとした。とんだご無礼をおかけして、親として大変申し訳ない」

　このオジさん、あのお姉さんの父親なんだ。

　お姉さんが僕に攻撃してきたことを、謝ってるんだ、親として。

　いいお父さんだぁ。

「大丈夫です、気にしてないです。ケガもしてないですし」

「しかし……そなたは世界をお救いになられるため、異界より呼び出された救世主。そんなすごいお方を、我がバカ娘は殺そうとしてしまった。その罪は大きい」

　するとオジさんは立ち上がり、懐から、巻物を取り出す。

　そして、僕に手渡してきた。

　中を改めるようにと促されたので、巻物を開く。

「よ、読めない……」

「どれ、拙者が代わりに読みますぞ」

　オタクさんほんと気の使えるナイスガイですね。

　ふむふむ、とオタクさんが文章を読んで……。

「なんと！　ディートリヒ様を、奴隷に!?　そして、ケースケ殿の所有物にすると!?」

　な、なんだってぇ!?

　前言撤回！

　酷ひどいお父さんだっ！

「救世主を殺そうとしたのだ。それくらいの罰は受けて当然。そうだろう、我が娘ディートリヒよ」

　がちゃ、と扉が開いて、お姉さんが入ってくる。

　彼女は……がっくりとうなだれていた。

　じょ、冗談じゃなくて、ほんとに奴隷にされちゃうの……？

「勇者よ、どうぞ、この娘をあなた様の奴隷にしてください。そして煮るなり焼くなり、好きになされよ」

　いや煮るなり焼くなりって……。

　オタクさんは、なんか黙ってるしっ。

　お姉さんと、目が合う。

　本当に申し訳なさそうにしてた。……うん。

「じゃあ……いらない！」

「いらない……とは？」

「奴隷なんて僕、いらないよ！　だいいち、カバンに入れられないしねっ」

「ふっ。なるほど、なんとも面白い御仁だ」

　皇帝のオジさんがにやりと笑う。

　え？　え？　なに……？

「申し訳ない、勇者よ。我々はそなたを疑っていた」

「う、疑う……？」

「うむ。帝国を滅ぼすため、王国から送り込まれた、人型の兵器とな」

「ええー！　違いますよぉ！　なんでそうなの!?」

　いやいや、とスペさんが首を振る。

『ケースケよ、さっき言うたではないか。すごい魔力が出てるって。それに、軍隊を一瞬で無力化した。脅威と思われてもしかたあるまいて』

　あ、そっかぁ～。

「カバンの勇者を試させてもらった。すまないな」

　まあ、悪い人じゃないってわかったんだったらいいや。

「ディートリヒ。勇者はおまえを許すそうだ」

「……ぐす、ありがとう……ございます……ぐす……」

　ディートリヒさん、こっちが気の毒になるくらい、頭下げてた。

　え……もしかして……。

「あのままカバンの勇者が、娘を欲しいと言ってきたら、あの子を奴隷に落とし、そなたと一緒に国外追放していたところだ」

「ええええええ！　ひどっ！」

「救世主となり得る人物を、殺そうとしたのだ。罪には罰を。たとえ我が娘であろうと、公平に、平等に与える」

　ううん……悪い人じゃないけど、恐い人……。

　あんまり好きじゃないなぁ僕は。

「…………」

　ディートリヒさんが、こっちをじーっと見つめてる。

「どうしたの？」

「あ、い、いや……なんでもない……ほんとに、感謝してます……勇者、様……」

　なんか、顔赤くしながら、ディートリヒさんが僕から目をそらす。

　どうしたんだろ、風邪かな？

「何はともあれ、ようこそ、カバンの勇者よ。我が、マデューカス帝国へ」





☆






　皇帝と話したあと、僕は、オタクさんのお家うちへとお邪魔することになった。

　オタクさんの家は、それはもう大きなお屋敷だった。

　この立派な屋敷を建てられるくらい、今のオタクさんは金も名誉も持ってる人なんだろう。すごいな！

　僕はオタクさんたちと夕飯を食べることになった（黄昏の竜の皆さんは遠慮してた。僕らの再会を邪魔したくないそうだ）。

「すごい……！　豪華な食事ですね……！」

　長いテーブルの上には、たっくさんの料理が並んでいる。

　地球のモノに近い料理が結構あった。

「遠慮なく食べてほしいでござるよ！」

　せっかくのご厚意だもん、残したらいけないよねっ。

　シチューを、ぱくり。ごくり。

　おお！　美お味いしぃ！

　お肉とろとろ～。

『ケースケの作る料理や、取り寄せるチキューの料理のほうが、美味しいぞ！』

　そうかなぁ。

　僕はオタクさんの用意してくれた、異世界料理も結構美味しいと思うけど（ちょっと味が薄いって思うけども）。

「！　取り寄せる……どういうことでござる？」

　上座に座るオタクさん（と、隣にシルフィーナさん）の眼めがきらんと輝く。

　ううん、他の人にはともかく、オタクさんにならいいよね。

　僕は簡単に、勇者の鞄の能力アビリティについて説明する。

「実はこの■ボックスって、ただのアイテムボックスじゃあなかったんです。地球の美味しいご飯とか、お洋服とか、お金があれば何でも取り寄せ可能なんです」

「…………は？」

　シルフィーナさんが、オタクさんの隣で目を丸くする。

「しかも最近パワーアップして、敵の攻撃とか、敵とか、吸収できるようになりました！」

「…………………………は？」

「そのうえモノを出し入れするだけでレベルアップできるみたいで」

「意味がわからない……！」ガタンッ！

「シルフィーナさん？　どうしたの？　なんか、急に倒れたけど……？」

「だ、大丈夫です……。しかし、地球の商品を、取り寄せ放題とは……破格、ですね」

「便利ではあるかな～って思ってます」

「便利……たったそれだけ……」

　ぶつぶつ、とシルフィーナさんがつぶやく。

　うぉっほん、とオタクさんが咳せき払ばらいをする。

「ケースケ殿、よろしければ、スキルを披露してもらえないでござるか？」

「ＯＫ～」

　いろいろお世話になってるし、料理も作ってもらったお礼に、僕が料理を取り寄せてあげよう……！

　僕はカバンを開けて、手を突っ込む。

　オタクさんの……好きそうなもの！

　取り寄せ！

「はいこれ、じゃーん！」

「!?　そ、それは……！！！！！」

　オタクさんが立ち上がり、こちらに駆け寄ってくる。

　僕の手には、一つの、紙袋が握られている。

『うぉお！　な、なんじゃこの、美う味まそうな匂いはぁああああああああ！』

　スペさんがぴょんぴょん、とテーブルの上でジャンプし、僕の取り出したものを取ろうとする。

「本日取り寄せたのは、こちら……じゃーん！　バーガー開かい田だの【ハンバーガーとポテトのセット～】」

　バーガー開かい田だとは、日本で一番有名な、ハンバーガーチェーン店のことだ。

【Ｋ】のマークが特徴的。

「バ、バーガー……バーガーぁああああああ！　ポテトぉおおおおおおおおおおおおおお！」

　オタクさん、絶叫。

「食べてよいでござるかぁ!?」

「え、ええ……どうぞ」

　オタクさんは僕からバーガーの紙袋を受け取る。

　そして、ハンバーガーを取り出して……。

　がぶりっ。

「…………」

　オタクさん……呆ぼう然ぜんとした表情のまま、滝のような涙を流していた。

　そ、そんなに泣くほど美味しいかなぁ……。

「あ、あの……オタクさん？　大丈夫ですか？」

「うぐ……ぐすう……日本の……バーガー……もう、一生……食べれないと思ってた……でござる」

　ああ、だから泣いてるのか……。

「拙者……バーガー開かい田だのバーガー、ほんと大好きで……このジャンクな味わいが、たまらなく好きで……。でも……異世界の技術力、食材では……完全にこのジャンクさを再現したバーガーはできなくて……」

　だから、また食べられて、嬉しいんだ。

　ふふ、良かった。取り寄せたかいがあった。

　よーし！

　もっと喜ばせちゃうぞっ。

「いっぱい食べていいよっ」

　僕は、取り寄せカバンを使って、ありったけのバーガーとかポテトとかを、取り寄せる！

「ありがとう、ケースケ殿！　あ、あのぉ……できれば、屋敷の皆に分けてもよろしいでござるか？」

「え？　うん……いいけど」

「ありがとう！　シルフィーナ！　皆を呼んできておくれでござるぅ！」

　ぺこっ、とシルフィーナさんが頭を下げると、部屋から出ていった。

「オタクさんだけで、食べてもいいのに……」

「美味しいものは、皆で食べたほうが美味しいでござるよ！」

　まあ、それもそうか。

　ほどなくして、メイドさんとか、使用人さんが、いっぱい集まってきた。

　みんな、獣人とか、ハーフフットか、亜人みたいな。そういう人間じゃない種族の人たちが多かった。

「こんな美味しいご飯初めてぇ！」

「何このポテト！　油……じゅわってうまい！」

「塩……こんなにきいたポテト初めてぇええええ！」

　異世界の人たちは驚いて、感動の声を上げていた。

「皆、ケースケ殿のご厚意で、このような美味しい料理を分けてもらえたでござる。感謝いたしましょう」

「「「ありがとうございます、ケースケ様！！！！！！」」」

　まあ、オタクさんも喜んでくれてるみたいだし、皆に分けて良かったな。

「…………」

　シルフィーナさんは険しい顔をして、照り焼き開かい田だバーガーを食べている。

「どうしたの？　まずいです？」

「………………いえ。とても、美味しいです。とても……これは……世界を覆すほどな、美味しさです」

　大げさだなぁ～。

「ところで、ケースケ様。これからのご予定を伺ってもよろしいでしょうか？」

　シルフィーナさんが眼鏡をかけ直して言う。

「予定？　うーん……特には……」

「でしたら、当家にしばらく滞在するのはどうでしょうか？」

　オタクさんちに泊まるってこと？

　わ、わー！　いいかもぉ～！

　オタクさんとは、いーっぱいおしゃべりしたいことあったし！

「幸い、当家には空いてるお部屋がたくさんあります。好きなだけ、屋敷に留とどまってくださっても……」

　そのときだ。

「シルフィーナさん」

　オタクさんが、微ほほ笑えみながら……しかし、きっぱり言う。

「ケースケ殿には、ケースケ殿のやるべきこと、したいことがありましょう。無理にここに留めるようなマネは、してはいけないでござるよ」

「！　……大変、差し出がましいことを」

　ぺこっ、とシルフィーナさんが頭を下げる。

　え、ええ～？　なんで謝るんだろう。

　別に気にしてないのに。

「ケースケ殿、先ほどスペルヴィア殿に伺ったのですが、今旅の途中なのですな？」

「あ、うん。大勇者ミサカさんの呪いを解くために、旅を続けてるんだ」

　僕は簡単に、ミサカさんのことを説明する。

　ダンジョンで僕らと同じ勇者、大勇者ミサカ・アイさんに会ったこと。

　呪具に封印されていること。

　封印を解くため、聖武具のレベルを上げていること。

「僕の聖武具……モノを収納するだけでレベル上がるから便利だったんだけど、最近ちょっとレベル上がらなくて……」

　最初は順調にレベルが上がっていったのだけども、最近停滞気味なのだ。

『しかたあるまい。レベルが上がれば上がるほど、レベルアップに必要な条件は高くなるのじゃ』

　なるほど、とオタクさんが得心がいったようにうなずく。

「ようは、今までよりたくさん経験値を貯めねば、レベルが上がらなくなってるってことでござるな」

「うん……。でもたくさんの経験値って、どうやって貯めればいいかな？」

「ふぅむ……ゲームだと、強い敵を倒せば、たくさん経験値が入りますな」

　なるほど……！

　そういえば、魔族の……えと、なんだっけ。

　頭痛さん！　そうだ、頭痛が痛いさん（※煉れん獄ごくのインフェルノ）を収納したとき、結構、レベル上がった。

「強そうなのがいそうなとこ、知ってる？」

「知ってますぞぉ！　【妖精郷アルフヘイム】なんてどうでしょう！」

「妖精郷アルフヘイム……？」

　聞いたことないや。

「帝都から北へ行ったところにある、巨大樹の森のことでござる。そこには、魔ま蟲ちゅうと呼ばれる、強い魔物がたくさんいるでござる」

　おお！　いいね！

　だってそいつらたくさん収納すればするほど、ミサカさんは早く自由になれるんだもん！

「妖精郷アルフヘイムまでは、案内の者を付けましょう」

「わぁ！　ありがとう！」

　こうして、僕は次なる目的地として、妖精郷アルフヘイムへと行くことにしたのだった。







《シルフィーナ視点》




　私の名前はシルフィーナ・イーダ。

　ハーフエルフであり、現ＯＴＫオタク商会ギルマス、オタク・イーダ様の妻である。

　オタク様のご友人、ケースケ様が当家に泊まることになった。

　その日の夜。

　私は、オタク様の執務室に来ていた。

　オタク様は夜も遅いというのに、書類仕事をなさっていた。

　私はお茶を、彼の前に出してあげる。

「ありがとう、シルフィーナさん」

　……私は、すごく、すごく不服だった。

　その気配を、彼は気取ったのか、こちらを見上げて尋ねる。

「なにか、言いたいのでござるか？」

　……こんなことを言うのは、不敬だとは承知してる。

　でも……どうしても、言いたかった。

「なぜ、ケースケ様を、【囲い】にならなかったのですか？」

　あの少年の持つ聖武具【勇者の鞄】（今は違うモノに進化したらしいが）は、破格の性能をもっている。

「あのカバンがあれば、我が商会は、さらなる財を築けるではありませんか」

　異世界の商品は、劇薬だ。

　あの世界の品物を、こちらで売れば、目もくらむような大金が手に入る。

　現にオタク様は、地球の知識を使い、商品（銃など）を考案し、商会を大きくした。

「あの少年は、あなた様にとてもなついておられました。あのまま、商会に取り込めば、きっと……」

「それはできませぬなぁ」

　ずずう、とオタク様がお茶をすする。

　……私は、知ってる。

　彼の苦労を。

「……王国を追放されてまで、あなたはあの少年を捜し続けてました。その動機について、ずっと疑問でした」

　私は、知ってる。

　オタク様は、一二年前、異世界から召喚された。

　次の日、カバンの勇者が死んだ知らせを彼が聞く。

「女王や周りが、もうカバンの勇者は死んだといっても、あなた様は生きてると主張した。女王に逆らった罪で、王国を追放され……それ以降、お尋ね者。実力主義な帝国から一歩も出れなくなってしまっても、必死になって彼を捜そうとした……」

　オタク様の歩みを知ってる。

　だからこそ、私はケースケ様と出会い、そして彼の持つ凄すさまじい聖武具を見て……納得したのだ。

「あなた様が、彼を捜すのに情熱を捧ささげたのは！　あのカバン……そして、あの子が取り寄せる地球の商品！　それを手に入れるためだったのだと、今日ようやく長年の疑問が解けたと思ったのに！」

　でも……。

「シルフィーナさん。それは、違うでござるよ」

　……彼は優しく微笑みながら、首を振るのだ。

「拙者はただ、彼を、ほっとけなかっただけでござる。というか、そもそも拙者、取り寄せカバンなんてスキル持ってるの知らなかったでござるし」

「なぜ……そこまでするのですか……？」

「ケースケ殿は……昔の自分に似てるのでござるよ」

　……何を言ってるのかわからない。でも……大切なことを言ってることだけはわかった。

「拙者昔は、太っていて、眼鏡で、オタクで……みんなから嫌われてたのでござる」

　……とても、信じられなかった。

「いじめられ、ハブにされる辛さは……誰よりもわかっていたでござる。あの子が、カバンの聖武具を引いてしまったとき……周りは、拙者の知ってる、いじめっ子たちと同じ眼をしていたでござる」

「……だから、自分と同じ境遇の彼に、慈悲をかけた……？」

「慈悲なんてたいそうなものじゃないでござるよ。ただ……ケースケ殿のことを、他人ひと事ごとで済ませられなかったでござる」

　つまり、彼の持つ能力が欲しくて助けたのではなく、単純にいなくなった彼を心配してた……。

　だから、商会に取り込もうとしなかったのだ。

「すぐに妖精郷アルフヘイムへ旅立つよう促したのは？」

「それは、シルフィーナさんなら、わかるでござろう？」

「聖武具がもたらす莫ばく大だいな財を狙って、権力者たちが、ケースケ様を取り込もうとしてしまうから」

「然り。長く留まるより、あちこち旅していたほうが、悪い大人に捕まりにくくなるでござろう？」

　……ああ、もう。

　この人は。

　なんて……慈悲深いんだろうか。

　この世界で忌み嫌われる存在……混血種たちを救うだけじゃあきたらず、生涯の、伴侶にまでしてくれる人。

　十分優しい人だって、わかっていたのに……。

「ごめんなさい。私が、浅慮でした」

「いやいや！　シルフィーナさんも、我が商会のためを思って、行動してくださったのでござろう？　ありがとう。しっかりした人が妻でよかったぁ！」

　……私は生涯、この優しい、弓の勇者様の側そばで、彼を支えよう。

　改めて、そう思ったのだった。








第二章






　翌日、オタクさんのお屋敷の前にて。

「妖精郷アルフヘイムまでは、この馬車で、お送りいたしますぞ」

「ありがとぉ！」

　ラトラさんが乗っていた馬車（僕が強化したやつ）で、送ってくれることになった。

「それと……ケースケ殿。これを差し上げるでござるよ」

　オタクさんが、シルフィーナさんに目配せする。

　彼女は手に持っていた箱を、僕に渡してきた。

　パカッ。

「わぁ……！　なにこれ……指輪……？」

　ちっちゃい指輪が入っていた。

　紫色の宝石がはまっている。

「魔力制御リングでござるよ」

「まりょくせーぎょ……？　なんで……？」

「ケースケ殿の魔力はその、独特でござるから。初見の人は怯おびえてしまうでござる」

　あ、そういえば、エルシィさんやディートリヒさん、僕が異様な妖気を放ってるって言っていたっけ。

『助かるのじゃ、【オタク】よ。ケースケは魔力制御の才能がこれっぽちもないからの』

　あれま？　制御の才能ないんだぁ……残念……。ちぇ。

「スペさん、今オタクさんのこと、オタクって……」

　意外や意外。

　スペさんって僕以外の人に対して、結構冷たい。

　あと人の名前を覚えようとしないのに。

　今ハッキリ、オタクさんって言った。

『フェンリルは、人より耳が良いのだよ』

「！　そうでござったか……」

『うむ。部下と話すときは、盗み聞きされぬように対策を講じるべきじゃったな』

「いやはや、そのとおりでございますな」

　どうやらスペさん、オタクさんと誰かの会話を聞いてたみたい。

『おぬしを、ケースケの友として認めてやるぞ、弓の勇者オタクよ』

「それは光栄でござるな」

　すっ、とスペさんが尻尾をオタクさんに向ける。

　オタクさんはきゅっ、と尻尾を握った。

　その手には、スペさんの毛が少しだけ、残っていた。

『それは我の魔力を編んで作ったミサンガじゃ。おぬしの役に立つであろう』

「！　よろしいのですか？」

『うむ。これからも、ケースケの、良き友であっておくれ』

「言われずともでござるよ」

　ううん、二人の会話についてけないぞ？

　二人だけ仲良くなって、ちょっとジェラシー。

「で、話を戻すでござるが、その魔力制御リングは読んで字のごとく、身に着けることで体外に出る魔力を制御できるのでござるよ」

「はえー！　すぐれものだっ。ありがとっ」

　さっそく嵌はめてみーよ。

　えい。

　パキィイイイイイイイイイイイイイン！

「んなっ!?　ま、魔力制御リングが……壊れたですとぉ!?」

　あ、あわあわ……せ、せっかくオタクさんからもらったプレゼントがぁ！

「ごめんなさいぃ！」

　僕は勢いよく頭を下げる。

「あ、いや。そんな悲しい顔をしないでほしいでござるよ。怒ってないでござる」

「ほんとぉ？　わーい！」

「では……ふむ。そうでござるな。じゃあ、これをあげるでござるよ」

　オタクさんはアイテムボックスを開いて、何かを取り出す。

　それは……青みがかった銀色の、腕輪だった。

『！　その魔力……もしや……』

「スペルヴィア殿は、気づいたでござるか」

　スペさんが腕輪をにらみつけてる。

　え、なんだ？

『ケースケよ。これは……【蠅はえ王おうの腕輪】じゃ』

「はえおう……。なんか聞いたことあるような……あ、蠅王宝箱ベルゼビュートの！」

『うむ。七大魔王が一人、暴食のグーラの魔力が付与された、アイテムじゃなこれは』

　これに七大魔王の力が付与されてるって……。

　ええっ？

「こ、これ……なんか、すごいアイテムじゃない？」

「なはは！　たいしたことないアイテムでござるよぅ」

「そっかぁ～」

　スペさんが頭の上でずっこける。

　え？　なに……？

『……それは遺物アーティファクト、と呼ばれるアイテムじゃ』

「あーてぃ……？」

『この世で二つとない、オンリーワンかつ、作成方法が不明の、超すごいアイテムじゃ』

「すごいやつじゃん！　オタクさんっ！」

　たいしたことないって、噓うそじゃんかー！

　なんでそんな噓を……？

「言ってしまっては、ケースケ殿が遠慮なさってしまうかなと」

「オタクさん……！」

　やっぱいい人だった！

「その蠅はえ王おうの腕輪は、嵌めることで体外に出る魔力を完全にシャットアウトできるでござるよ。どれだけ魔力量が多くても、出力がすごくても。蠅はえ王おうがすべて食べてしまうでござる」

　おお！

　じゃあこれを着けてれば、外から見れば魔力ゼロになるってことか。

　これで人に怯えられたり、びっくりさせることもなくなる！

「ほんとに、もらっていいの？　この遺物アーティファクト……」

「うむ。使ってくだされ。それで、ケースケ殿が安全に旅できるなら、それ以上の喜びはないでござるよ」

　うう～……。

　オタクさぁ……ん。

　僕はオタクさんに抱きついて、「ありがとっ」とお礼を言う。

　オタクさんは僕の頭をよしよしとなでてくれた。……へへ、兄ちゃんみたいだ。

　僕姉しかいなかった（し、姉ちゃん恐いし）から、優しいお兄ちゃんがほしかったんだぁ。

「さて、そろそろお供の方が来る時間でござる」

　あ、そういえば僕を妖精郷アルフヘイムまで案内してくれる人を付けるって、言っていたね。

　誰だろ……？

「カ、カバンの勇者殿っ」

　帝国に来た当初、僕に攻撃してきた部隊の隊長……。

　ディートリヒさんが、やってきたのだ。

「えっと、なんでしょう？」

「あの……その……ええと……」

　赤い顔でもじもじするディートリヒさん。

　オタクさんが彼女に変わって説明。

「ディートリヒ様が、ケースケ殿と一緒に妖精郷アルフヘイムまでついてくそうでござる」

　オタクさんは、来てくれないのかなぁ……？

　オタクさんは僕と目が合うと、苦笑する。

「申し訳ない、拙者いろいろ、やることがあるゆえ」

「そっかぁ～……」

　オタクさん今、ＯＴＫオタク商会のギルマスだもんね。

　結婚して、子供もいるっていうし（昨日の晩、二人でおしゃべりした）。

　気軽に外に旅できないんだね。

「わかった。じゃあディートリヒさんと一緒に、妖精郷アルフヘイム行ってくるね！」

　ここで断ると、オタクさんに申し訳ないし。

　だから、彼女に案内してもらうことにした。

「ありがとう、カバンの勇者殿！　嬉しいぞっ！」

　お姉さん、なんか顔真っ赤にしながら、僕の手を握る。

　なんか、にぎにぎしてくる。なんか顔近いし。イイ匂いするけど。

「それと、私の他に、侍女が一名付いてくることを、お許しいただきたい」

「え？　侍女？」

　ディートリヒさんの背後には……。

「え、っとぉ……仮面？」

　顔に仮面を着けた、メイド服のお姉さんがいた。

　あ、怪しさ百倍……。

「彼女は【ヘルメス】。私の部下だ。魔法が得意で、何かと役に立つと思う」

「ヘルメスさん……ね。よろしく」

　ぺこっ、と仮面侍女ヘルメスさんが、頭を下げる。

　無口な人だなぁ。

「では、ケースケ殿。ご武運を。また気が向いたら遊びに来てくださいでござる」

　すっ、とオタクさんが僕に手を伸ばしてくる。

　僕はその手を、ぎゅっと摑つかんだ。

　今生の別れじゃないけど、さみしかった。

　でも……。

　僕は、勇魔のカバンを見やる。

　この中には、神眼の大勇者ミサカさんが、眠っている。

　僕は早く彼女の封印を解いてあげたいのだ。

　だから……僕は、あんまり長く留まれない。

「じゃ、また！」

「ケースケ殿ぉ！　いってらっしゃい！」

　馬車がガラガラと動き出す。

　僕は窓から顔を出して、手を大きく振る。

「いってきまーす！　またね～！」

　こうして、僕は妖精郷アルフヘイムへ向けて、出発したのだった。







《チャラオ視点》




　おれはチャラオ。地球ではただの大学生やってた。

　ある日、大学で暇つぶしに立ち寄った図書館で、奇妙な本を見つける。

【四大勇者の伝説】と書かれた本？　ラノベ？　だった。

　それを読んだ瞬間、おれは異世界へと召喚された。

　最初はさぁ、わけわかんなくて戸惑ったよ。

　けどこの世界じゃ、おれはすごい力を持ったすごい勇者様！

　こっちにいれば、地位も名誉も、権力も女も、思いのまま！

　ならもうあっちに帰る必要ねーべや、っつーことで、ここで永住決定！

　おれはワルージョ女王のもとで、いろいろやった。

　悪いやつをぶっ殺したり、ワルージョ女王に逆らうやつを処刑したり。

　そんな風にワルージョ女王のために働きまくった。

　まあ、ちょっとこき使いすぎじゃね？　とは思ったよ。

　けどあの人のおかげで、おれは王国騎士団長っつー、平民で最高の地位にまで上り詰めたんだ！

　周りからは尊敬されるし、【王国最強の剣士】ってことでチヤホヤされるしよぉ。

　言うことなしっ！

　……だったのだが。

　異世界に来て一二年目のある日。

　おれは、敵対国家である帝国の馬車を襲っていた。

　理由？

　そりゃ相手が敵対国の人間だったからな。

　ワルージョ女王は言っていた。

　王国に歯向かうやつはみんな、敵。

　敵はバンバンぶっ殺していいってよぉ。

　だからその日も、おれは帝国の馬車を襲って、帝国人をぶっ殺そうとした。

　んで、ちょろ～～～～っと、黄金を稼ごうとした……んだがよぉ。

　なーんか、見覚えのあるような、ないようなガキに、頭をぶん殴られたのだ！

　おれはガキ相手に油断しちまった。

　だから、後れを取ってしまった。

　あんなガキに……二回も！　ぶん殴られた！

　あのガキ……許せねえ！

　見つけだして、ぎったんぎったんの、ボッコボコにしてやる！

　しかし、あのガキがどこに行ったのかわからなかった。

　そしたら……。

「あの子は、妖精郷アルフヘイムに行ったみたいだよ、剣の勇者」

　王国に戻って、ガキのことを報告したところ、【四大勇者】の一人が、教えてくれた。

　四大勇者。

　それは、本来、剣おれ、槍シズカ、弓オタク、鞄ガキの四人で構成されるはずだった。

　しかし、鞄のガキは勝手に城を飛び出して魔物に食われて死んだらしい。

　弓のオタクは、ワルージョ女王の寝室に入って、犯そうとしたらしく、城を追放されたらしい。

　ガキもオタクも、使えないやつらだった。

　そんなやつらを勇者にするわけにはいかない。

　ってことで、ワルージョ女王が、新たなる勇者を連れてきた。

　異世界からではなく、現地から調達したらしい。

　鞭むちの勇者【ムッチ・コーガン】。

　そして……。

　杖つえの勇者【ヘルメス・セーバー】。

　で……おれのこと殴ってきた無礼なガキの行き先を教えてくれたのは、杖の勇者だった。

「ホントか、ヘルメス？　あのガキは妖精郷アルフヘイムにいるんだな？」

「ああ、間違いないよ。【たしかな筋から】の情報さ。位置は把握してるよ」

「よし！　ヘルメス！　ついてこい！　あのガキのもとへ案内しなぁ！」

　っつーことで、おれは杖の勇者ヘルメス・セーバーとともに、あの無礼なガキをぶっ倒しに行くことにしたのだった。

　……そういえば、あのガキ、カバンの勇者にどこか似てたような……。

　うーん……一二年も前だし、興味もなかったから、あんまカバンのガキの顔覚えてねーなぁ……。





☆






　僕は馬車（前に僕が強化したやつ）に乗って、妖精郷アルフヘイムってところに行くことになった。

「うぷ……カバンの勇者殿……すみません……休憩を取ってもらえませんか……おぇ……」

　正面に座る軍服美女、ディートリヒさんが、気持ち悪そうにしていた。

　仮面侍女のヘルメスさんは、主人の背中をさすっている。

「どうしたんですか？　まさか……馬車酔い？」

「面目次第もございません……うぷ……」

　あらまぁ。

　そういえば、この強化した馬車、結構な速度で走ってる。

　この世界の馬車って、結構ガッタンガッタン揺れることもあって、酔っちゃうんだろうね。

　吐かれても嫌だから、僕はうなずく。

　ガッタン、と馬車が停止すると同時に、ディートリヒさんが馬車から急いで降りる。

『人間はやはり軟弱じゃのぅ。この程度で馬車酔いなんぞなりよって』

「あれ？　スペさん。僕も人間だけど、馬車酔いしてないよ？」

『おぬしは勇魔じゃからな』

「勇魔ねえ～……」

　ネット小説じゃ、あんまり聞かない単語だ。

　魔王の力を持つ、勇者って意味らしい（スペさん曰く）。

「すまない……カバンの勇者殿。馬車を止めてしまって」

「いえいえ」

　まあ正直、早く、妖精郷アルフヘイムへ行きたい気持ちのほうが大きい（＝聖武具のレベルを上げてミサカさんを早く自由にしたい）。

　でも、相手は帝国の皇女さまだ。

　僕が無礼なことしちゃったら、帝国にいるオタクさんに迷惑かけちゃうからね。

　だから、この人には優しくしてあげよう。

「馬車酔い、治してあげましょうか？」

「！　よ、よろしいのか……？」

「うん、救急……あー……」

　僕は、どんなケガ病気も治しちゃう、救急ファーストエイド■ボックスを使おうとして……やめる。

『どうしたのじゃ、ケースケよ。救急ファーストエイド■ボックスで、馬車酔いなんぞ、一発で治せるじゃろう？』

「うん、そうなんだけどさ、オタクさんが……目立つことするなって」

　話は、昨日の夜。

　僕はオタクさんから、これから旅する際に、注意することを、教えてもらった。

【ケースケ殿、これから先の旅では、今までのような、目立つマネはしないほうがよいでござるよ】

【？　今までも別に目立つようなことしてるつもりなかったんだけど……？】

【そ、そうでござるか……で、では、今まで以上に気をつけるほうがよいでござるよ】

【どうして？】

【ケースケ殿を狙う、悪い大人がたくさんいるからでござる。特に……ワルージョ女王、そしてその腹心である、四大勇者には、気をつけるでござるよ～】

　回想終了。

『ふむ……ワルージョか。おぬしを召喚しておいて、捨てたクソ女じゃな。たしかに、ケースケが生きておると知ったら、あの女にとっては不都合じゃろうな』

　あの女がやったの、普通に殺人だからね。

　僕が生きてると誰かに告発なんてされたら、大変だ。

　だからワルージョに見つからないように、立ち回らないといけない。

『四大勇者とはなんじゃの？』

「今の代の勇者なんだって。剣と槍、鞭と杖、の四人いるんだって」

『む？　剣槍弓鞄ではなかったか？』

「なんか、いないことにされてるらしい、僕とオタクさん……」

　僕らの代わりに入ったのが、鞭と杖の勇者なんだって。

『あまり関わりたくないのぅ、ワルージョと四大勇者とやらには』

「ね、関わりたくない。絶対」

　旅の邪魔になるのは目に見えてるし。

　だから、四大勇者には近づかない。触らぬ神に祟たたりなしだね。

　話は戻って。

「救急ファーストエイド■ボックスだと目立っちゃうから」

　馬車は街道の路肩に止まっている。

　見渡したところ、人影はないけど、屋外だし、誰が見てるかわからないしね。

「ゴホ……がば[image: ][image: ][image: ]ゔじゃざ[image: ]」

　うぉ！　な、なにこの……変な声？

　ディートリヒさん……じゃない。

「えと、ヘルメスさん……？」

　さっきのがらがら声は、仮面侍女のヘルメスさんのものだったらしい。

「[image: ]が[image: ][image: ]……どゔが、[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　お恵み……治してほしいってことみたい。

　この人、さっき酔ってダウンしているディートリヒさんの背中さすっていたし。

　主あるじである彼女のこと、大事に思ってるんだな。

　良いい人。

　うん。

「救急ファーストエイド■ボックスは使えないけど、良いモノあるよ」

『良いモノ～？　なんじゃ～！』

　スペさんが頭の上で、わくわくしてる。

　僕はカバンを漁あさり、そして、取り出す。

「じゃーん！　酔い止め薬～！」

　地球で売られてる、普通の市販品だ。

　スペさんは鼻をスンスンさせ一言。

『食い物じゃない……しょぼん』

　期待させちゃって申し訳ない。

「薬……？　カバンの勇者殿、それは……薬なのか？　そんな箱が？」

「いえいえ、この中に入ってるこの、錠剤がですよ」

『水なしで服用できる！　一錠！』と書かれた、酔い止めタブレットを外に出して、ディートリヒさんに渡す。

「こんな薬……見たことないぞ。薬といえば、粉薬か、ポーション薬だからな」

　へえ、こっちはそうなんだ。

　錠剤って珍しいのかな？

「口にぽいっと含んで、ごっくんしてください。そうすれば、楽になります」

「わ、わかった……」

　ディートリヒさんは言われたとおり、酔い止めをごくんと飲む。

　すると……。

「う、うおぉ！　なんだこれは！　すごい……！　さっきまで気持ち悪かったのが、治ったぞ！」

　真っ青だった顔色が一転して、明るい色になる。

　おお、さすが。

　酔った異世界の人を一発で、快復させちゃうなんて！

　地球のカガクは世界一ぃ……！

『しかしケースケの世界の薬はすごいの。あんなに体調悪そうにしていたやつを、一発で元気にしてしまうのじゃからな』

　スペさんが僕の頭の上で、感心したように言う。

「ねー、すごいでしょ？　地球のお薬」

『うむ……食べ物もそうじゃったが、薬まで質が高いのじゃな。すごいな地球』

　自分のことじゃないけど、鼻が高いな。

「[image: ][image: ]がどゔござ[image: ][image: ]ず」

　ヘルメスさんが、僕にペコッと頭を下げてきた。

　そういや、ディートリヒさんを治してって、言ってきたの彼女だったっけ。

「いえいえ。あ、そうだ、ヘルメスさん。はい、これあげます」

　僕はカバンから、またも取り寄せする。

　取り出したるは……。

「じゃーん、うがい薬～」

　くまさんマークの、うがい薬だ。

「ヘルメスさん、喉ガラガラじゃないですか。これ使うといいですよぉ」

　僕はコップと、ペットボトルのお水を取り寄せして、そこに水とうがい薬を入れる。

　ヘルメスさんにコップを渡す。

　彼女はどうすればいいのか、首をかしげていた。

「それを口に含んで、ガラガラ……ってうがいするんです。うがいわかります？」

　ヘルメスさんは何かを言いかけて、でも、言わなかった。

　彼女は仮面の口元だけを、ずらす。

　そして僕のうがい薬を口に含んで、ガラガラ……。

　パァ……！

『おお、光るのか、地球の薬は』

「ほえ……？　光る……？」

　一瞬だったので、よく見えなかった。

「見間違いじゃない？」

『う、む……そうかなぁ。今あの侍女の喉が光ったような……』

　さて……。

　うがい薬を使った、ヘルメスさんはというと……。

「【喉】が……治ってる！　声がちゃんとでる……！」

　うがい薬の効果で、ガラガラ声が治ったようだ。

　ヘルメスさんは僕の手を摑んで、何度も頭を下げてきた。

「ありがとうございます！　勇者様！」

「いえいえ。綺麗な顔にぴったりの、綺麗な声してますね」

「へ……？　顔……？」

　そう……。

　今、ヘルメスさん、頭を勢いよく下げたとき……。

　仮面が、ぽろっと取れたのだ。

　目の前には……びっくりするくらい、綺麗な女の子がいた。

　翡ひ翠すいの瞳は、本物のエメラルドのようだ。

　真っ白な肌にはシミ一つない。

　もうアイドル顔負けの、すごい美人が、そこにいたのだ。

　ディートリヒさんも綺麗だけど、ヘルメスさんも負けず劣らずの美少女である。

　ディートリヒさんがキレイ系美人なら、ヘルメスさんは薄幸の美少女だろうか。

「かお……きれい……あたしが……？」

「え、はい。ほら」

　僕はカバンから、勇者の鏡を取り出し、ヘルメスさんに向ける。

「！？！？！？！？！？！？」
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　ヘルメスさん……なんだか、衝撃を受けてるようだ。

　え、どうしたんだろ……？

「へ、ヘルメス……！　あなた……顔が……」

「は、はい……ディートリヒ様……」

「！　顔だけでなく……声も……！」

　二人そろって目を剝いてる。

　あれれ？　どうしたんだろう……？

「ありがとうございます、ありがとうございます、勇者様！　このご恩は……一生忘れません」







《ヘルメス視点》




　あたしの名前はヘルメス。

　ううん、これは本名じゃない。

　あたしはとある村で平凡な娘として生まれた。

　決して裕福とは言えない生活。

　でも、あたしには村でともに育った幼おさな馴な染じみがいて、彼と結婚することが決まっていた。

　これから、貧しいながらも、幸せな家庭を築いていこう。

　そう思った、矢先。

　……村を、魔族に襲撃されたのだ。

　魔族は滅びたはずだった。

　でも、魔族はあたしの村に来て、理不尽に村を焼いた。

　……あたしは幼馴染み、そして家族を一夜にして失った。

　そして……。

　あたしは火事で顔に大やけどを負い、喉を潰してしまい、まともにしゃべれなくなった。

　あたしは生きる希望を失った。

　そして、あたしは……出会った。

　杖の勇者ヘルメス・セーバー様と。

『ねえ君、ぼくの使い魔になってよ』

　生きる気力を失っていたあたしは、杖の勇者様から、そんな提案をされた。

『ぼくの使い魔になったら、君の望みを一つ叶かなえてあげるよ。どうだい？』

　望み。

　あたしの望みは……死んだ幼馴染みを、生き返らせてほしい。

『いいよ。お安いご用だ』

　杖の勇者ヘルメス様はそう言うと、杖を取り出し、呪文を唱える。

　幼馴染みの墓から、ぼこり……と手が生えた。

　地面から這はい出でてきたのは、白骨死体となった、彼。

　ヘルメス様は死霊術ネクロマンシーで、幼馴染みを復活させたのだ。

　生き返った彼は、あたしを見て一言。

『ひぃっ、ば、化け物ぉ！　こっちくるなぁ！』

　……復活した幼馴染みは、この醜い顔と声のあたしを、拒絶した。

　そして……気づいたら、あたしはまた独りぼっちになっていた。

『あー……その、お気の毒に』

　杖の勇者ヘルメス様は、あたしに同情してくれた。

『使い魔の件は、うん、忘れていいよ。こうなることを予測できなかった、ぼくにも落ち度があるし』

　杖の勇者様は、いい人だ。

　あたしの願いを、叶えてくれた。恩には報いるべきだと、思った。

『いえ、どうか……あなた様の、使い魔にしてください』

『ほ、本当にいいのかい……？』

『ええ……もう、生きてても、やりたいこと……ありませんので……』

　そしてあたしは、顔と名前を捨て、ヘルメス・セーバーの使い魔、【ヘルメス】として、生きることになった。

　その後いろいろあって、帝国の皇女の侍女にまでなったあたし。

　そこで、あたしは出会ったのだ。

　カバンの勇者様と。

　カバンの勇者様は、あたしに魔法の薬をくださった。

　醜く焼けただれた全身の皮膚、そして、潰れた喉。

　それらを、一瞬で治してしまわれたのだ……！

　まさに……奇跡としか言いようがなかった。

　しかも、勇者様は、そんな高価な薬を恵んでくださったというのに、全然、恩着せがましくなかった。

　あたしは、思った。

　真の勇者とは、この人のことを言うのだと。

　強く、優しいこの勇者様に……あたしは、自分の使命を忘れて、恋をしてしまったのだった。

　ありがとう、勇者様。

　あたしに、生きる希望を、取り戻してくれて。





☆






　僕は妖精郷アルフヘイムへと向かっている。

　馬車にはディートリヒさん、そして、侍女のヘルメスさん。

　ヘルメスさんは、仮面の下、すっごく美人であることが判明した。

「勇者様、喉渇いていませんか？」

　ヘルメスさんは僕の隣に座り、コップを差し出してきた。

「大丈夫だよ」

「そうですか。あ、汗を拭きますね♡」

「う、うん……」

　僕がうがい薬を上げてから、ヘルメスさん、なんだか積極的に僕にからんでくるようになった。

　別に喉が渇けば自分で飲むし、汗は自分で拭けるんだけども……。

「自分でできるんで、いいですよ」

「遠慮なさらずに♡」

「いや遠慮じゃなくて……」

　するとディートリヒさんが頰を赤らめながら、「うぉっほん！」と咳払い。

「ヘルメスよ。ちょっと、カバンの勇者殿と距離が近すぎるのではないか？　ん？」

　と、部下を注意するディートリヒさん。

　ヘルメスさんは「そ、そうですね……すみません……」と言って、僕から離れる。

　ちょびっと。

『ぬぅうう～……匂う……匂うぞぉ……』

　僕の膝の上に座っていたスペさんが、そんなことを突然言い出す。

「お風呂には入ってるよ？」

『そうじゃない！　匂いはこやつらからするのじゃ！　発情した……メスのにおいじゃぁ！』

「何言ってるの、スペさん。この人たちは大人のお姉さんだよ？　発情て、動物じゃないんだから」

『ケースケ、気をつけるのじゃ。女は狼おおかみじゃ！　好意を持った、強い雄を捕食しようと、こやつらは虎こ視し眈たん々たんと目を光らせてるのじゃぁ！』

「スペさん、変なこと言わないの。不敬罪で引っ捕らえられるよ？　だいいち、このお姉さんたちと僕、ほぼ初対面じゃん。そんな会ってすぐ好意持つなんて……ありえないよ。マンガじゃあるまいし。ねえ？」

　僕はディートリヒさんたちを見て言う。

　彼女らは「ウ、ウムソウダナ……」「ソウデスネ……」と言った。

　ほらねえ？　でもなんでカタコトなんだろうか。

『ケースケは鈍いのぅ……。そういうところも、可愛くて好きじゃがなぁ♡』

　スペさんは僕の膝上で、頰ずりしてくる。

「むぅ……いいな……」「うらやましいです……」と僕を見て、お姉さんたちが言う。

　ははん。

「スペさんを触りたいんですね？」

　犬とたわむれたいからこそ、うらやましいって発言だったんだろう。

『我を触っていいのはケースケだけじゃっ』

　がるるるる、とスペさんがうなり声を上げる。

　顎下をくすぐると『おほ～♡』と甘い声を上げた。可愛い。

「ところで……妖精郷アルフヘイムって、どこにあるんです？」

『なんじゃケースケよ、オタクから、この世界のこと聞いてなかったのか？』

　う……。

　スペさんが痛いところを突いてきた……。

『たしかお主、昨日、オタクから個人レッスンを受けてなかったかの？』

　オタクさんは僕に、この世界で暮らしていくなら、最低限のマナーや常識を知っておいたほうがいい。

　そう言って、僕に授業をしてくれることになった……んだけど。

「あはは……」

『まさか……サボッたのか？』

　ぎくー。

「いや、サボッてないよ。ただ……途中で寝ちゃって……」

『なんじゃ、勉強は苦手なのか？　勇者のくせに？』

「うう～……ラノベやマンガは好きだけど、勉強は苦手なんだよぅ」

　オタクさんの授業を聞いてる途中で、僕は寝落ちしてしまったのだ。

　起きたらベッドの上にいた。オタクさんが運んでくれたって、あとからシルフィーナさんに教えてもらった。いい人やぁ。

　そんなわけで、僕は絶賛、この世界において無知なわけです。

　ヘルメスさんが説明する。

「妖精郷アルフヘイムは、帝都から北へ向かって馬車で数時間ほどいった場所にある、巨大樹の森です」

　ヘルメスさんが懐から地図を取り出して、僕に見せる。

　一個の大きな大陸が描いてあった。

「帝国はゲータ・ニィガ王国の西部に位置します」

　ゲータ・ニィガ……ああ、僕を召喚したワルージョ女王がいる王国か。

　王国から見れば、妖精郷アルフヘイムは北西にあるわけか。

「妖精郷アルフヘイムって、帝都からも近いし、王国からも結構近いんですね」

「はい……ですが、王国民も帝国民も、滅多に妖精郷アルフヘイムを訪れません」

　確か、魔蟲っていうでっかくて危ない昆虫がいるから、だっけ。

　巨大昆虫か……！

　か、かっこいぃ！

　わぁ、僕カブトムシとか、クワガタムシとか、けっこー好き！

　だから、おっきー虫……たのしみだなぁ！　わー！　早く会いたいなぁ！

「妖精郷アルフヘイムは豊富な資源がとれる森ではあれど、魔蟲の住む危険な場所」

「我々帝国の民にとっては、天国であると同時に、地獄でもある……って、聞いてます、勇者様？」

　ヘルメスさんが話を振ってきた。

「あ、はいっ。すごいおっきな虫がいるんですねっ。会うの……たのしみっ」

「あの恐ろしい魔蟲と相対するというのに、この余裕。さすが、勇者様でございますっ」

　ヘルメスさんがなんかキラキラした目を向けてきた。

　なんでかな？　まあいいや。

『む？　ケースケよ』

　そのとき、スペさんの耳がぴくっ、と動いた。

『魔物じゃ。こちらに向かってくる。結構な数じゃぞ。用心せよ』

　スペさんの魔力感知が発動したみたい。

　窓からひょっこり顔を覗のぞかせる。

　ちょっと離れたところに、鹿が群れをなしてこっちにやってくる。

『花鹿フラワーホーン・ディアじゃな』

「強いの？」

『ぜーんぜんじゃ』

　強くないのかぁ。よかった！

「ど、どうするカバンの勇者殿……」

「どうって？　倒すでしょ」

　さぁて、どうやって倒そうかなぁ。

『我ビーム、撃っとく？』

　スペさんが頭の上に乗って言う。

「だめ。忘れたの、スペさん。目立つのはＮＧ」

　オタクさんから、外ではあまり強い力を使わないほうが良いって、言われたばっかりだもんね。

　スペさんの我ビームは、ダンジョンの壁を破壊するほどの威力だもん。

「そんなすごい威力のビーム出したら、目立っちゃうでしょう？」

『むぅ……そうじゃな。ケースケの言うとおりじゃ』

「ということで、僕がそんなに強くない力で、蹴散らしてあげようと思う」

　すっ、と僕は窓から身を乗り出し、右手を前に突き出す。

　派手じゃない、控えめな力を使って……。

「【突風】！」

　箒ほうきの勇者さんから習得ラーニングしたスキル、突風を使用。

　風なら、あんまり派手じゃないよね？

　ビョオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　突風が発生し、花鹿フラワーホーン・ディアたちが、空高く舞う。

　高所から……一気に落下。

　ぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃ！！！！！！

　……うん。

「目立たず解決！」

「ゆ、勇者様……恐れながら申し上げます」

　ヘルメスさんが頭を下げながら言う。

「少々……派手すぎではないでしょうか？」

「え!?　う、うそお！　僕の持ってる力の中で、一番地味な力を使ったつもりなんだけど」

「あのような凄まじい旋風を巻き起こし、敵を超高所から叩き落とすスキルでは、目立ちすぎてしまうかと」

　ぬぅ……。

　そうかなぁ……。我ビームや、聖剣技より全然地味だと思うんだけど……。

　まあ、第三者の意見って大切だもんね。

「すごいぞカバンの勇者殿！　花鹿フラワーホーン・ディアの大群を、一瞬で倒してしまうなんてっ！」

　一方でディートリヒさんは、興奮気味にそう言ってきた。

　ヘルメスさんと違って、あれを見ても、注意してくることはなかった。

『むむむ！　ケースケよ、また魔物の大群じゃ』

「え、また……？」

　ひょっこりと顔を出す僕。

　次は……猪いのしし！

『黒猪ブラック・ボアじゃな』

「強いの？」

『もうぜーんぜん、我のほうが強いし！』

　やっぱり強くないみたい。

　黒猪ブラック・ボアが、こちらにたくさん押し寄せてくる。

　さっき突風で、派手だって言われちゃったもんねー。

　じゃあ……もうちょっと地味なやつで……！

「鋼糸！」

　僕は勇魔のカバンのふたを、かぱっ、と開ける。

　針の勇者さんから習得ラーニングした、鋼糸スキルを発動！

　ずぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　カバンからワイヤーが、まるで滝のように湧き出て、黒猪ブラック・ボアたちに向かって押し寄せる。

　黒猪ブラック・ボアたちは、糸の津波にのまれる。

　スパパパパパパパパパパパパパパパパ！

　黒猪ブラック・ボアたちのバラバラ死体が完成する。

　うん！

「今度こそ……地味だよね！　ヘルメスさん！」

　高所からぐっしゃー！　なってないしね！

　しかし……。

「お、恐れながら……」

「えー！　これでもだめぇ？　だいぶ地味な力だと思ったんだけどぉ」

　我ビームや突風より、絶対に目立ってないって思うんだけどなぁ。

　目立たないよう、弱いスキル使ってるつもりなんだけども。

「わ！　また来た！」

　猪、鹿……と来たから。

　まさか……チョウチョウ？

『大鬼オーガじゃな』

「なんでやねんっ」

　そこはチョウチョウじゃないのっ。

　二メートルくらいの、大きな鬼さんが、こちらに走ってきた。

　てゆーか、また大量の魔物が、集団で動いてる。

　流行はやってるのかなぁ？

「異常事態だ……」「ですね。これは、ひょっとして……」

　帝国組が深刻な顔をしてる。

　そんなに恐いかなぁ。

　あんなのより、フェンリル姿のときのスペさんのほうが、迫力あるのにね。

　さて、大量の大鬼オーガかぁ。

　目立たず、騒がれない、地味スキル……。

　ん？

　待てよっ。

　スキルを使うから、目立っちゃう。

　ならスキルを使わなければいいじゃん！

　僕はカバンから、勇者の短剣を取り出す。

「皆さんはここにいてください。ちょっといってきまーす」

「「ええ!?　どこへ!?」」

　ていっ。

　僕はぴょーん、と馬車から飛び降りる。

　勇者の靴の固有スキル：縮地発動！

　ばびゅんっ……！

　一瞬で大鬼オーガたちのもとへ！

　僕は短剣を持ったまま、大鬼オーガにツッコむ！

「あぶない！」「殺されてしまいます！」

　問題ないもんね。

　僕の体には、神眼の大勇者ミサカ・アイさんの力と、剣士としての記憶が宿っている。

　僕の体が自動で動く。

　ミサカさんの剣士としての動きを、トレース。

　流れるような動きで、鬼の首を切断。

　一匹。

　そして次々、まるで踊るように、僕は鬼の首を斬っていった。

　ほどなくして。

　大鬼オーガ、全滅。

「よし！　スキル使わなかったし、これなら目立ってないよねっ」

　けれど……。

　馬車が僕の前に止まる。

「素晴らしい剣技だったぞ、カバンの勇者殿っ！」

　ディートリヒさんが目をキラキラさせながら、僕の手を摑む。

「見事な剣舞に、私は目を奪われてしまいました！」

「ええー……そう？」

　てゆーか、目を奪われるって！

　あわわ、注目されちゃうじゃーん！

　おっかしーなぁ……。

　注目されないように、細心の注意を払っていたのに～。

「……見ていますか、我が主。カバンの勇者様のお力を」

『うん、バッチリだよ。このまま監視を続けてね』

　ヘルメスさんがなんだかブツブツと言っていた。

　なんだろう？　ま、いっか！

『ううむ、しかしなんじゃ、この魔物の群れ。まるで、何かから逃げてるようじゃったな……』
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　僕らは妖精郷アルフヘイムへと向かっている。

　道中、たくさんの雑魚モンスターと戦闘した。

『解げせぬな』

「なにが？」

　馬車の中、膝の上のスペさんが首をかしげながら言う。

「先ほどの大量のモンスターどもじゃ。なにゆえ、皆同じ方向から押し寄せてきたんじゃろうな？」

　あ、言われてみれば、全部僕らの進行方向から、魔物が流れてきた。

「スペさんの見解は？」

『わからんな。我が見たところ、皆なにかに怯えてるような魔力の波長を出していたが』

　ふぅん、怯えてた……。

「それって、何か強い敵がいて、怯えてたってこと？」

『かもしれんが、ありえんな』

　あら、スペさんがきっぱりと否定してきた。

「ありえないってどうして？」

『簡単なことよ。この周囲に、脅威となるような【強者の魔力】は、感知できないのじゃ』

　スペさんは魔力感知って言う、特殊な技能を持っている。

　周囲にいる、魔力を帯びた生物を見つけ出すことができるんだって。

『強者となれば内包する魔力量は多くなるもの。じゃが、我が感じ取れる範囲内に、そんな気配はゼロじゃ』

「ふーん……じゃあ、なおのこと、あの魔物の大群は何に怯えてたんだろうね」

『さぁのぅ……む？　またも、魔物がこちらに近づいてくるのじゃ』

「どんな魔物？」

『まあ、我より弱いな。それが一匹、向こうから来るぞ』

「勇者様。ここは、私にお任せくださいっ」

　ディートリヒさんが、どんっ、と自分の胸を叩いて言う。

「露払いはお任せください！」

　どうやらやってくる雑魚を、ディートリヒさんが倒してくれるみたい。

「大丈夫ですか？」

「はいっ。私はこう見えても、帝国軍の指揮官を担っております！　並の魔物くらいなら、私ひとりで十分対処可能です！」

　さっきの魔物のときは、お姉さんなんもしてなかったじゃん……っていう言葉は飲み込んでおいた。

　まあ、数多かったしね。

「じゃあ、お願いします」

　あんまり目立ちたくない僕は、戦闘をディートリヒさんに任せることにした。

　そいつはまた、妖精郷アルフヘイムからやってきたのだ。

「あ……ば……あ……ああ……」

　ディートリヒさんが、【それ】を見上げて震えてる。

　そして……僕も……。

「あ、ああ……う、あぁあ……！」

　なんて……ことだ。

　そこに、いたのは……。

　巨大な体。

　力強いフォルム。ギラリと光る牙と爪。

　黒い鱗うろこに包まれた。

「「う、うあぁああああ！　ドラゴンだぁああああああああああ！」」

　僕とディートリヒさんの声が、被かぶる。

『脆ぜい弱じゃくナ人間ドモヨ！　我ガ名ハ【暗黒竜ジャガーノート】！』

「「暗黒竜ジャガーノート！」」

　な、なんてことだ……！

　うわぁあああああああ！

「名持ちネームドモンスター……！　この魔力量では……勇者様、ここは一度撤退を……あたしが時間を稼ぎます！」

　て、撤退……？

　いま、逃げる……って言ったの？

　そんな……。

「もったいない！」

「『え？』」

　ヘルメスさん、そして暗黒竜さんが……ぽかんとしてる。

「も、もったいない……？　どういうことでしょう？」

「だってドラゴンだよ！　生！　ドラゴン！　か～～～～～～～っこいいじゃないですかあ！」

　異世界に来て、僕は初めてドラゴンを見ている。

　ドラゴン！

　ファンタジーものでは、定番のモンスターだ！

　カッコいいフォルムの、カッコいい魔物！（興奮）

『ナンダ貴様……。サッキ怯エテイタ、ハズナノニ……』

「え、普通に大興奮していただけですけど？」

『悲鳴デハ無カッタノカ……？』

　嬉しい悲鳴だね、あれは。

『マアイイ。矮わい小しょうナル人間。我ガ暗黒竜ノ威容ヲ前ニ、平伏セヨ……。サスレバ、痛ミヲ感ジヌヤリ方デ、殺シテ……』

「わー、かっけ～！　鱗ぴっかぴかじゃーん」ぺんぺん。

　僕は暗黒竜さんの足に近づいて、ぺんぺんと叩く。

　うわはっ、ドラゴンの鱗つるつるぅ。

　なんか今まで触ったことない、触り心地だ！

　硬いんだけど、なんかあったかい。わ、わ、おっきぃ。

「に、逃げろカバンの勇者殿！　そいつから！　早く！」

　ディートリヒさんが真っ青な顔で叫んでる。

　でも僕はぺちぺちをやめなかった。

　もっとドラゴンの鱗を堪たん能のうしたいじゃないかぁ。

『人間ゴトキガ！　コノ偉大ナル、【憤怒ノ眷けん属ぞく】タル、暗黒竜ニ触レルトハ！　万死ニ値スル！』

『む？　憤怒の眷属……？　まさかこやつに名付けしたのは……』

　スペさんが何か言ってる。

『死ネ！！！！！！！！！』

　暗黒竜さんが腕を広げる。

　ぶっとい、そしてでっかい腕を、僕めがけて振るってきた！

　その鋭い竜の爪が、僕に襲いかかる……！

　バキンッ……！

「カバンの勇者殿ぉお……！」

「ふぁーい。なんですか？」

「なにぃいい!?」

　驚いてるんだろう、ディートリヒさん。

『ソ、ソンナ！　我ガ爪ノ一撃ヲ受ケ、無傷ダト!?』

　そして同じように驚く、暗黒竜さん。

「これくらいじゃ傷なんてできませんよぅ」

　しかしあの暗黒竜さん、恐い見た目に反して、ぜーんぜん強くない。

　あんな勢いよくパンチしてきたのに、全然相手にダメージ与えられてないし。

　スペさんの言っていたとおり、あのドラゴン、強い敵じゃないのかも。

　じゃあ、近づいても大丈夫だよね！

　僕は暗黒竜さんに近づく。

『死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ死ネ！！！！！』

　暗黒竜さんがめちゃくちゃに腕を振るってくる。

　バキ！　バキ！　ガキィインン！

「あはは、無駄だよ。僕には反射スキルがあるんだもん」

　自動で展開する、防御スキルが僕にはあるのだ。鏡の勇者さんから習得ラーニングしたスキルだ！

　暗黒竜さんの爪とぎ攻撃は、僕には通じない！

　パキィン！

『バ、バカナ……！　鋼鉄ヲモ容易たやすク切リ裂ク我ガ爪ヲモッテシテモ、倒セナイダト!?』

　よじよじ。

　ふぉおおおお！

　たっかーい！

　ドラゴンの頭の上に乗る、僕！

　しゅごーい！　たかーい！　わー！

『コノ……ナメルナヨ、小僧ォオオオオオオオオオオオオオオ！』

　ごぉお！　と暗黒竜さんの体から、漆黒の魔力が噴き出る。

　僕は空中に投げ出される。

「わー」

　でも大勇者の記憶がよみがえり、僕の体が勝手に動き、最適な受け身を取る。

　すちゃっ。

「なんて膨大な量の魔力！」

「勇者様っ、お逃げください！　竜のブレスがきます！」

　おお！

　ドラゴンブレスだぁ！

　竜のいぶき、破壊光線だ！

　わ、わー！

「見せて見せてぇ～！」

『望ミドオリ、消シ炭ニシテクレル！』

「え、別に消し炭にしてなんて頼んでませんけど？」

『クタバレェエエエエエエエエエエエエ！』

　ぐおぉ！　と暗黒竜さん大きな口を開ける。

　ブレスくるかなぁ、わくわくっ。

「逃げて勇者殿ぉ！」

「勇者様ぁ……！」

　逃げる？

　あはは、何言ってるんだろう。特等席で、ドラゴンのブレスを見れるんじゃないか！

　見逃せませんよぉ、これは！

『我ガ暗黒ノ炎デ、消シトベェエエエエエエエエエエエエエ！』

　ビゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！！！

　反射があれば、はじき返せるだろうけど。

　反射→直撃で大爆発起こしちゃ、目立っちゃうからね。

　オタクさんに目立っちゃいけないって言われてる。

　彼の言ってることは、守らないとね。

「ということで、蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　勇魔のカバン、固有スキル：蠅王宝箱ベルゼビュート。

　カバンから無数の触手が伸びる。

　黒い触手の群れが津波のように、ドラゴンのブレスへと向かって伸びる。

　触手がブレスに絡みつく。

　ジュゥウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ。

　触手の波にブレスがぶつかる。

　ブレスは頑張って触手の群れを突破しようとする。

　が、だめ。

　全部、触手に吸収されてしまった。

『……………………噓ぉ』

　啞あ然ぜんとする暗黒竜さん。

　触手をカバンに戻すっと。

　僕は暗黒竜さんのもとへ行く。

「ブレス格好良かったです！　見せてくださってありがとうございました！」

　ドラゴンの鱗に触れたし、ドラゴンに乗ることもできた。

　ブレスを見ることもできた！　うん！

「もう用は済んだんですけど……どうします？」

　帰ります？　みたいに言いたかったんだけど……。

『あの……すみませんでした！』

　暗黒竜さんが、僕の前で土下座してきたのだ。

　はえ……？

『あの、ほんと調子のってすみませんでした！　命だけは！　命だけはどうかお助けくださいぃいいいいいいいいいいいいいいい！』

　えっとぉ……え？

　なんで命乞いしてるの……？

「す、すごい……名持ちネームドの邪悪なるドラゴンを、服従させてしまうだなんて！」

「勇者様……すごすぎます！」

　ええ～……。

　別に服従させる気なんてなかったのに。

　ただ、一通り満足したから、もう帰ってもいいよって言いたかっただけなのに。

　うーん、どうしてこうなった……。







《暗黒竜ジャガーノート視点》




　オレの名前はジャガーノート。

【憤怒】の魔王【イラ】さまから名前をもらい、暗黒竜へと進化した、ちょーつえードラゴンさ。

　オレが住んでいた場所は、妖精郷アルフヘイムってところだ。

　元は憤怒の魔王様のナワバリだったんだが、舎弟であるオレに、この場所を譲ってくれたわけ。

　以後、オレは妖精郷アルフヘイムで暮らしていたわけだ。

　ところが、だ。

　最近（※竜基準）になってオレのナワバリに、変な虫が居着くようになった。

　人間どもはそいつを【魔蟲】と呼んでいるみたいだ。

　虫どもはオレが見つけ次第駆除していった。

　オレから見れば、魔蟲なんてまあ蚊みたいなもんだしな（笑）。

　ところが……だ。

　すこし、ほんのすこーし余裕ぶっこいていたら、オレのナワバリ……虫の巣だらけになってしまった。

　しかも、だ。

　特大の【卵】まで発見してしまった。

　その卵はどんだけぶっ叩いても、ブレスを放っても、壊れようとしない。

　中で育つ、【それ】は、どんだけ強いものになるのだろうか……。

　いやいや、オレは憤怒の魔王様直々に名前をもらった眷属だぞ？

　虫ごとき、恐るるに足らず！

　……って、思っていたのだが。

　その巨大な卵が、今朝、どっくん！　と強く動いた。

　心臓の鼓動。

　それだけで……オレを含めた、妖精郷アルフヘイムの魔物たちは、ビビって逃げちまった。

　心臓の音だけで、わかる。

　あれはヤバいものだと！

　オレは逃げた。

　だが……逃げた先で、もっともっと、もぉ～～～～～～～～～～～～っと、ヤベえモノに遭遇しちまった……！

　そいつは、人間に擬態した化け物だった。

　小さい見た目をしてるから、弱いんだと思った。

　また、生物なら誰しもが持っている魔力。

　それを、そのガキからはまるで感じられなかった。

　魔力ゼロゆえに、オレは、そいつが弱い人間だって、勘違いしちまった。

　……だが、ありえないのだ。

　生物である以上、魔力がゼロになるなんてありえない。

　恐らく、凄まじいまでの、魔力コントロール術を持った、強者だったのだ。

　その証拠に、オレの鋼鉄をも砕く爪を受けても、山を吹き飛ばすブレスを受けても、そのガキは平然としてやがった。

　極めつきは、ドラゴンブレスを、吸収しやがった。

　オレは、降伏した。

　その小さなガキに。

　マジ無理。ほんとむり。こいつには……オレ、敵かなわないよぉ……ふぇええん……。
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　暗黒竜ジャガーノートさんとたわむれた。

『おい貴様。ジャガーノートとやら。【龍りゅう王おう】の眷属じゃな』

「りゅー、おー？」

『憤怒の魔王の通り名じゃ』

　ふーん。龍王ってことは、ドラゴンなのかなっ。

　魔王で、竜……どんな姿だろー！

　会ってみたいなぁ！

『そのとおりでございます。オレは憤怒の魔王、【龍王イラ】様より、名前をもらいました』

　憤怒さんは、イラさんっていうんだ。

　イライラしてるから、なんてね。

『ということは、このあたりにイラのやつがおるのか？』

『いえ、イラ様はおりません。ここは、イラ様のナワバリの一つで、オレが管理を任されておりました』

　ふーん、憤怒の魔王さんの領地ってことか、このあたり。

　でも魔王さんはいないと。ちぇ。会ってみたかったのになぁ。

『ジャガーノートよ。貴様は逃げてきたようじゃが、一体この先になにがあったのじゃ？』

『それは……』

　ぐぅ～～～～～～～～～～。

「スペさん、お腹なか空すいたの？」

　頭の上から、でっかい音が聞こえてきた。

　スペさんが『お腹しゅいた～』と言う。

　何もしなくても腹は減る。

　それに……。

「日も暮れてきたし、今日は野営しよっか」

　魔物を倒す→カバンに収納を繰り返してたら、結構時間食っちゃったや。

　ちなみにレベルアップはしなかった。うーん、やっぱりレベル上がりづらくなってるかも。

「野営の準備だなっ。ヘルメス、天幕の準備を」

　ディートリヒさんが張り切って言う。

　……ん？　天幕の準備だって。

「え、必要ありませんよ」

「「必要ない……？」」

　僕は勇魔のカバンをパカッと開ける。

「■ハコ庭ニワ！」

　聖武具の派生スキル、■ハコ庭ニワ。

　カバンの中に、僕らが吸い込まれる。

「「『うわぁあああああああああああああああああああああ！』」」

　視界が暗転。

　次の瞬間、僕らは白い何もない空間に……。

　って。

「あれ？　なんか、前と違う」

『ふむ、以前は何もない空間が広がっておっただけじゃが……土があるの。むき出しじゃが』

　地面がちゃんとあった。

　それに……。

「あ、見て！　あんなとこに……小屋！」

　木造の小さなお家が、あったのだ！

　わ、わ、いつの間に～！

『ふむ、考えるに、カバンが進化したことで、■ハコ庭ニワの中身も進化したのじゃろうな』

　なるほどっ。つまり、聖武具のレベルが上がれば、この空間が充実していくってことか！

「「『な、なんだこりゃああ！？！？』」」

　ディートリヒさん、ヘルメスさん、それと……なぜか暗黒竜ジャガーノートさんもいて、全員がなぜか驚いていた。

　ん？

「どうしたんです？」

「お、恐れながら……勇者様。ここは、一体……？」

　ヘルメスさんが周りを見渡しながら尋ねてきた。

「■ハコ庭ニワのなか。僕の聖武具、勇魔のカバンが持つスキル。異空間を作るスキルなんだ」

「!?　く、空間魔法……！」

　空間……魔法……？

　いや、スキルなんだけども……。

「し、信じられません！　空間魔法は、古代魔法の一つ！　現代で使い手は限られてるし……こんな、一つまるごと異空間を作るような魔法、見たことも聞いたこともありませんっ！」

　へー……そうなんだ。

『ここここここ、ここどこですか!?　オ、オレを今から処刑するんですかぁ!?』

　と慌てるジャガーさん（略称）。

「違いますよ。今から野営です」

『や、野営!?　野営ってなんですか!?　新たな拷問方法っすかぁ!?』

「ここでご飯を食べて、一泊して、明日に備えるってことですよ」

『は、はぁ……』

　いまいち、ジャガーさんわかってない様子。

『はよぅ、ケースケ、はよぅご飯を！』

　スペさんが空腹の限界らしく、僕の顔を尻尾でぺんぺん叩いてくる。やめれ。

「ＯＫ。じゃあ、ご飯を作るから、適当にくつろいでて」

「「それはちょっと……」」

　もしかして、僕に料理作らせることに、遠慮してるのかな、二人とも。

「料理は僕が作りますよ。スペさん、僕のご飯しか食べないから」

『うむ。我はグルメじゃからな。ケースケの料理以外は、受け付けんのじゃ！』

　ということで、二人と暗黒竜さんを残して、僕は小屋の中に入る。

　小屋は、１Ｋって感じだった。

「わ、キッチンあるじゃん！　助かるぅ～」

　水道は通ってない。

　けど、水みず瓶がめが置いてあった。なみなみと水が注がれてる。

　ガスコンロ……は、なかった。ですよねー。

『ケースケ、今日はどんな美味なる料理を食べさせてくれるんじゃぁ!?』

　スペさんが頭からコロンと下りて、着地。

　僕の足にしがみついて、キラキラした目を向けてきた。

「今日は、さっき猪のお肉が取れたから……肉料理かなぁ」

『ＯＮＩＫＵ！　ＦＵ～♪』

　さっき僕が倒した、黒猪ブラック・ボアの肉が、結構たくさんある（解体スキル発動によって、質の良い肉を大量にゲットしてる）。

「猪の肉……猪……豚……豚……うんっ」

　僕は、献立を思いつく。

　あ、そうだ。

　僕、帝都で現実から取り寄せた商品を売って、お金を手に入れたよ。

　五〇〇万円くらいかな。

　もうちょっと売ろうと思ったんだけど、オタクさんが、

【こちらの世界の素材を売るときはいいでござるが、地球の商品は質がいいゆえ、売りすぎると、商人側からツッコまれて面倒でござるよ～】

　ってアドバイスをくれた。

　だから、地球の商品は最低限に、ダンジョンで手に入れた素材をメインに売った。

　で、五〇〇万円のもうけ！

　中学三年生（春から高校生）の僕に、五〇〇万円は……大金だよぅ。

　家買えちゃうね！　なんちゃって。さすがにそこまで家は安くない！

　で、そのお金で、僕は現実の商品を取り寄せ！

『む？　なんじゃ……瓶？　飲み物かのこれは……？』

　スペさんが僕の肩までよじのぼり、僕が取り寄せたそれを見て言う。

「飲み物じゃないよ。調味料」

　うへえ、とスペさんが顔をしかめる。

『調味料って、塩とかコショウのことじゃろ？　なんじゃ、肉に塩コショウを振るだけの料理かのぉ？　もうちょっと美味しい、珍しいご飯が食べたいのじゃ～』

　なるほど。

　こっちじゃ調味料＝塩コショウなんだ。

「まあまあスペさん……僕に一分ください。一分後に、とても美味しいものを用意してあげますから」

『！　待つ！　お外でまってる～』

　スペさんが小屋から出て行った。

　さて……。

「いでよ、勇者の鍋！」

　ぼんっ、とコンロの上に、勇者の鍋が出現……。

「あれ、しない？　鍋がないと、料理スキル発動しないんだけど……」

　うーん、困ったぞ。どうしたものか……。

「まあいいや。今回作る料理は、別にスキルなくても美味しく作れるし」

　僕はしまってあったカバンから、フライパンを取り出す。

　それを手に取った瞬間……。

　じゅ～～～～～～～～！

　たたたたたんっ！

　ぼんっ！

「わ、完成しちゃった！　料理スキルが発動した!?　なんで!?」

　勇者の鍋、出してない（出てない）のにっ。

「わからないときは、鑑定！」

　オタクさんから教えてもらった。

　困ったときはとりあえず鑑定ってね。

　オタクさんは物知りだなぁ。





・勇魔の鍋



　固有スキル：調理（最上級）、万能調理器具




「万能調理器具？　スキルが変化してる……って、あれ!?　聖武具の名前も……変わってる！」

　前は勇者の鍋だったのに！

　僕のカバンみたいに、進化したのかな……？　聖武具が。

　へえ、そんなことってあるんだぁ！（※勇者と魔王の力を持つ啓介にしかできません）





・万能調理器具



　→自分がイメージする調理器具に、勇魔の鍋を変形できる。




　変形した調理器具には、料理スキルが付与される。

「なるほど。つまり、煮込み料理じゃないときに、鍋を出さなくてもいいわけだ」

　今回はこのフライパンに、勇魔の鍋が変形したわけね！

「何やらとても美味そうな匂いがっ！」

「食欲をそそる、イイ匂い……！」

『うぉおおおお！　ヤベええ！　よだれが止まらない！』

　小屋の外では、腹ぺこな皆さんの、待ちきれない声が聞こえてくる。

「みんな～。ご飯できましたよ～。運ぶの手伝って～！」

「「『はーい！』」」

　いや、ジャガーさんは遠慮してね。

　小屋が壊れちゃうから。

　ややあって。

　僕らは小屋の外に出る。

　小屋には机もなかったからね。

　レジャーシートの上に、お皿を置く。

『け、けーしゅけっ！　じゅるり……この、う、うましょうな料理は……じゅる……なんじゃあ……じゅるるる』

　スペさん、よだれよだれ。

　犬みたい（※フェンリルです）。

「これは……」

「しょうが焼きというのですねっ！」

　ヘルメスさんが、僕が答えるより先に、料理の名前を呼んだ。

　そう、僕が作ったのは、豚のしょうが焼き、です！

　……ん？

　あれ？　今ヘルメスさんなんで……。

『ケースケ！　食べていい、食べていい～？』

　スペさんがちぎれそうなくらい、ぶんぶんぶん！　と尻尾を振っている。

「あ、うん。どうぞ」

『『「「いただきまーす！」」』』

　スペさん他、皆さんがしょうが焼きにがっつく。

『ぬぉお！　こ、これはぁ～～～～～！　今までにない、味！　あまじょっぱくって……最高にう─────────────ま─────────────────い─────────────ぞ─────────────！』

　スペさんがフェンリル姿になって、また天井へ向けてビームを放っている。

　好きだねえ、ビーム。

「はぐはぐはぐ！　むっぐむぐ……ぷはぁ！　なんだこの料理！　こんな美味い肉料理、生まれて初めてだぞっ！」

　ディートリヒさん、泣きながら食べてる。

『んほぉおおおおお！　美味いぃいいいいいいい！　こんなの初めてぇえええええええええ！』

　ジャガーさんも大絶賛。

　ちょっとリアクションが気持ち悪かった。

　で、ヘルメスさんはというと……。

「あー、最高だねぇ。これは米が食べたくなるよ～」

「そうでしょ～？」

　………………。

　……………………ん？

　え？

「へ、ヘルメスさん……？」

「ん？　なんだい？」

　ヘルメスさんの雰囲気が……違った。

　それに、彼女の目の色が、左右で……違う！

　彼女の左目が……黒目。

　つまり、僕と同じ色をしてる。

『ああ、あいさつが遅れたね。カバンの勇者ケースケ・サクダイラ君……いや、佐久平啓介君……かな？』

　ヘルメスさん……さっきと全然雰囲気が違う。

　しかも僕を、佐久平啓介って、呼んだ。

『おぬし……もぐもぐ……何ものじゃ……けぷっ。貴様の肉体には……はぐはぐ……二つの魂を感じるぞ……』

　スペさんが顔を、しょうが焼きソースでベッタベタにさせながら、シリアス顔で言う。

　僕はハンカチでスペさんの口元を拭いながら聞く。

「ヘルメスさん、あなたは一体……？」

　するとヘルメスさんは、にやりと笑う。

『自己紹介が遅れてすまないね。ぼくは、【ヘルメス・洗せ馬ば】』

「ヘルメス……洗馬？　洗馬……？　って、まさか！」

『君も気づいたかい。そう……』

　すっ、とヘルメスさんが自分の胸に手を置いて、言う。

『ぼくは、転生者。つまり、君と同じ世界から来た……日本人だ』





☆






　杖の勇者さんが現れた！

『君とじっくり話をしたい……っと、その前に』

　ヘルメスさんがパチンッ、と指を鳴らす。

『これで内緒話できるね』

「は、え、っと……何したんですか？」

『ん？　ああ、たいしたことしてないよ。ちょいと、時間を止めただけさ』

「え、じ、時間を……？」

　僕は周りを見渡す。

　視界が、薄暗くなっている。

　ディートリヒさん、ジャガーさん、そして……スペさんまで。

　まるで氷漬けになってしまったかのように、固まって動かない……。

「す、すごい……！　本当に時止めだ！　マンガみたい！」

『まあこの魔法、魔力量が尋常じゃなく必要でね。そう何度も使えないんだけども』

「へえ！　でも、かっこいいですねえ！」

　指パッチンで時間を止めるなんて、すごい！

　異能力マンガの、強キャラみたいだぞっ。

「ヘルメスさん」

『ぼくがしゃべってるときは、【セーバー】と呼びたまえ。ヘルメスは、この侍女の名でもあるからね』

　ふんふん……侍女さんがヘルメスさん。

　で、転生者のこの人はセーバーさんって……ん？

「セーバーさんとヘルメスさんってどういう関係なんです？」

『有り体に言えば使い魔だね。現在は、このヘルメスちゃんの体を借りて、洗馬がしゃべってる感じさ』

　なるほどぉ～。

『君……ちょっとは疑いなよ。なんか素直すぎない？』

「そうです？」

『ああ。てゆーか、そもそもぼくを日本人だと、なんで頭っから信じてるのさ。もうちょっと疑いなって』

　むむ。たしかに……。

「じゃあ、日本人っていう、証拠を見せてくださいっ！」

『ＯＫ。じゃあ……』

　セーバーさんが、言う。

『【デジマス】で、好きなキャラは？』

　突然の質問。

　デジマス……だって……？

「そりゃもちろん、リョウだよ！　かっこいいもんねー！」

『ぼくはレイさんだね。天空無限闘技場編のレイさんは格好良かった～』

「わかる～！」

　と、そのときである。

『ケースケ！』

　ぼんっ！　と目の前に、フェンリル姿のスペさんが現れたのだ！

「スペさん！」

『おお、これは驚いた……君、時止めの魔法を、打ち破ってきたんだね。さすが、神狼フェンリル』

　僕とセーバーさんの前に、スペさんが立ち塞がる。

　スペさん、ぶち切れていた。

　体からぶわあ！　と魔力の嵐が発生してる。

『ケースケをどうするつもりじゃ！』

『まーまー、待てよ。ぼくは啓介くんと同郷、同じ地球人なかまさ』

『誰が信じるかそんなこと！』

「待ってスペさん。信じるよ、僕は」

『なにぃい!?』

　スペさんが目を剝いている。

『な、なぜじゃ？』

「だってこの人、デジマスのこと知ってたし」

『で、でじま……なんじゃそれは？』

「地球で今一番流行ってる、すごいマンガのこと。ラノベ原作で、アニメ化、映画化もされてる、すごい作品！」

『何を言ってるのかさっぱりじゃぞ……？』

「うーん、言うより見たほうが早いかも」

　僕は取り寄せカバンスキルを使って、マンガ本を取り出す。

「デジマス、コミカライズ一巻～」

『な、なんじゃこれは……書物か……？』

「マンガだよ。さ、読んでみて」

　僕はスペさんの前に、マンガを置く。

　って、あれ？

「吹き出しの文字が、日本語じゃない」

『どうやら君のスキルの影響らしいね。この世界の言語に変換されてるようだ』

　と、セーバーさん。

　一方、スペさんはマンガ本を恐る恐るめくる。

『なんじゃこれは……絵がついてる、本？　絵本か？　いやしかし……こ、これは……！』

　五分後。

『うひょ～～～～～～～～～～～～～～～～～！　面白いのじゃ～～～～～～～～～～～～～～～～～！！！！！』

　スペさん、子犬姿になって、マンガにかぶりついてる。

　尻尾をぶんぶんと振りながら、マンガを読んでいた。

『デジマスおもしろいのぉ！　最高じゃあ！　はよう次の巻を読ませておくれ！　はよぉう！』

「はいはい。どうぞ」

　僕はマンガをまとめて取り寄せて、スペさんの前に置く。

　スペさんがマンガを読んで『しゅごぉおおい！　おもしろ──────い！』と叫んだ。

　うーん、さすがデジマス。

　フェンリルも夢中にしてしまうなんて。

『いやそれにしてもすごいね』

　セーバーさんが目を丸くしながら言う。

「ね、デジマスすごいですよね」

『いや、そっちじゃなくて。すごいのは君だよ、君』

　ええ、僕ぅ？

『君は、お金さえあれば地球のものを食べ物も、マンガさえも取り寄せられるんだね』

「あ、はい。聖武具で取り寄せられます」

『やはり……。君は最高だ。君は、ぼくの配下にふさわしい』

　配下？

『杖の勇者ヘルメス・セーバーよ』

　スペさんがマンガからちら、と頭を上げる。

『貴様が、ケースケと同じ世界の人間だということは理解した。このマンガのことを知っておったからな。では……質問じゃ』

　スペさんキリッとした表情だけど、マンガを決して離そうとしてないのが、可愛い。

『貴様はなぜ今、直接……ケースケに接触してきた。杖の勇者よ』

　じろり、とスペさんがにらみつける。

『貴様はそこの侍女ヘルメスの目を通して、ケースケを監視しておったな』

『うん、ヘルメスちゃんが君たちと行動を共にしてから、今までずっとね』

　ってことは、オタクさんと別れたあたりから、ずっとセーバーさんは、僕を見ていたってことか……。

『ケースケ……他の勇者の動向を知るための監視が目的なら、貴様が表に出てくる必要はない。なぜ……今このタイミングで、ケースケと接触してきた。答えよ』

　確かに気になる。

　セーバーさんはこくとうなずく。

『君の質問に答えよう、高慢の魔王スペルヴィア。啓介くんに接触してきた理由ね。単純さ』

　すっ……とセーバーさんが、僕を指さしてきた。

『君を……スカウトするためさ』

「スカウト……」

　僕に手を伸ばしてくる。

『鞄の勇者、佐久平啓介君。ぼくのもとに来ないかい？　さすれば君を、元の世界に帰らせてあげよう』

　元の世界。

　つまり……地球。

「地球に……帰れるんですか？」

『ああ。帰れる』

　はっきりと、セーバーさんは言い切った。

　そこに噓はないように思えた……けど。

『帰れるという根拠を示すのじゃ』

『ふむ、まあスペルヴィアの言うとおりだね。では……示そう』

　ぱちんっ、とセーバーさんが指を鳴らす。

　僕の目の前に……。

「なにこれ？　ちっちゃい……扉」

　小指の先くらい小さな扉が、僕の目の前に出現した。

　木製の、クラシックな扉だ。

　小さな扉が、パカッと開く。

『啓介君。君、スマホ持ってる？』

「あ、はい」

　鞄の中にしまってあった、スマホを取り出す。

「でもこれ……アンテナが立たないから、つかえ……な……あ……ああ！」

『ど、どうしたのじゃ、ケースケよ？』

「アンテナが、立ってる！　電波が通じてる!?」

　オカシイ。こっちじゃ、電源は入っても電話はもちろん、ネットも使えなかったはず！

　でも……！

『通話できるよ。ほら、電話してごらんよ』

「は、はい……」

　僕は……久しぶりにスマホを使った。

　電話を……かけてみる。

　ＰＲＲＲＲＲＲＲＲＲ♪

『どうしたのよ、けーすけ』

「!?　ね、姉ちゃん……！」

　電話の向こうから、僕の姉の声が聞こえてきたのだっ。

　わ、わ、わー！

　す、すごぉい……！

『元気？　久しぶりだけど。あんた今どこいるの？』

「え？　異世界……」

『はぁ!?　ちょ、異世界って……何馬鹿なこと言ってんのよ!?』

　あ、しまった。

　ついほんとのこと言ってしまった。ヤッバい。

「うっそぴょーん。ばーい」

『ちょ!?　あんた!?　今のなんなの!?　マジであんた今どこに……』

　ぴっ。

　ふぅ～…………。

　うん、姉ちゃん……元気そうだったなぁ。

『これでわかっただろう？　ぼくには現実とこの世界を、つなぎ合わせる力があるんだ。君を元の世界へ戻すことができる』

　……セーバーさんの言葉には、人を信じさせるだけの力があった。

　さっき話した相手は、間違いなく僕の姉ちゃんだ。

　地球と、この世界をつなぎ合わせる力……。

　本当に、セーバーさんにはあるのかもしれない。

『ぼくはね、啓介くん。帰りたいんだよ、地球に』

「帰りたい……って、あれ？　帰りたいなら、帰ればいいじゃないですか？　さっきの力で」

『それが、現状無理なのだ』

「無理？」

『ああ。君も、見ただろう？　現実と異世界をつなげる扉は、小指の先くらいの大きさしかないのだ』

　あ、そういえばそうだった。

『体を小さくする、あるいは物を大きくする魔法も存在はするけど、この扉に魔法は使えなくてね』

　アレをくぐって向こうの世界に帰るなら、もっと大きな扉にしないとね。

『ぼくの力でできるのは、小指の先が通れるだけの大きさの扉を作ること。でも、ぼくが目指すのはその先。あの扉をくぐり、地球へ帰還する。その方法を、ぼくは探してる』

　なるほど……。

　セーバーさんは、地球に帰る方法を探してる。

　でもって、スカウトしてきた。

「地球に帰る方法を、一緒に探してほしいってこと？」

『少し、違うね。ぼくの指示に従って、行動してほしいんだ。ヘルメスちゃんみたいにね』

　ん？　それって……。

『ふざけるなよ杖の勇者！　それは……貴様の手下と同義ではないか！』

　あ、そうだよね。やっぱり。

『当然だろ？　ぼくがいないと、元の世界に帰れないんだからね。ぼくの言うことを聞いてもらう。悪いが、これは譲れない』

　勝手はできない……ってことかぁ。

　なるほどなぁ。

『さぁ、啓介くん。ぼくの手下なかまになるんだ。そうすれば、近い未来、君は元の世界に帰ることができる！』

　なるほどなぁ……。

　そっかぁー……。

　うん。

『もちろん、断らないよね。異世界に飛ばされた人間なら、誰だって元の世界に帰りたいはず。さぁ、ぼくの手下になろう』

「やだ！」

『そうか！　やだ……って、んんっ？　き、聞き間違いかな？』

　セーバーさんが困惑してる。

　聞こえなかったみたいだから、言う。

「嫌だ、って言ったんです。あなたの手下にはなりませんっ」

　ぽっかーん……とセーバーさんが口を大きく開いてる。

『え、ち、地球に帰りたくないのかい……？』

「そりゃ最終的には帰りたいですけど、今すぐ帰りたいわけじゃないです」

『か、帰りたいのに、どうして……手下になってくれないんだい？』

「え、だって……自由に旅できなくなるじゃないですかぁ」

　僕は、約束したんだ。

　神眼の大勇者ミサカ・アイさんに。

　この世界を気ままに旅して、聖武具のレベルをほどほどに頑張って上げて……。

　そして、二人でおにぎりを食べようって。

「もし明日、帰る方法が見つかったら、あなたと一緒に帰らないといけないんですよね？」

『あ、ああ……ぼくがいないと扉は開かない。悪いが、帰還の手立てがついたら即座に、帰る』

　やっぱり帰るタイミングは、こちらで指示できない。

　つまり……そのタイミングで、ミサカさんの呪いが解けてなかったら、彼女は呪物に封印されたまま。

　永遠に、外に出ることができなくなってしまう（モンスターのいない向こうの世界で聖武具のレベル上げができるとは思えないし）。

「僕は、あなたとは帰れません。それよりも、果たすべき約束があるから」

　ミサカさんの封印を解く。

　そっちのほうが、地球に帰るよりも、僕にとっては重大なミッションなんだ。

『い、いいのかい！　ぼくに従わないと、君はこの先一生帰れなくなるぞっ！　お姉さんに会えなくてもいいのかいっ？』

「大丈夫ですよ。僕ら佐久平一家、結構みんなサバサバしてますし。地球に帰れなくても、みんな元気でやってるでしょうし」

『いやしかしなぁ……！』

　するとスペさんが、にやり……と意地悪そうに笑った。

『杖の勇者よぉ……おぬし、やけにケースケを部下にすることに、こだわるじゃないか？　え？　なにか、理由があるんじゃあないか？』

　ぎくっ、と露骨にセーバーさんが体をこわばらせる。

『そもそも、変だなぁ。なーぜこのタイミングで、ケースケを勧誘？　もっと早く誘うタイミングがあったじゃろう？』

『そ、それは……』

　するとスペさんが僕の頭に乗っかる。

『謎はすべて解けたぞケースケ！』

「謎？」

『うむ。なぜケースケを、今このタイミングで勧誘したのか。なぜ自分の部下にすることにこだわったのか。なぜ、ケースケをそこまでして欲しかったのか……』

　にぃ……とスペさんが笑う。

『その答えは一つ……』

『それ以上は言うなぁああああああああああ！』

『地球の料理が、恋しくなったからじゃぁあ……！』

　……。

　…………。

　………………はい？

『杖の勇者はさっき、しょうが焼きを食べた。久方ぶりの故郷の味に感動した。ゆえに！　いつでも地球の品を取り寄せることができる、ケースケが欲しくなった！　そうじゃろう！』

　え、そうなの……？

　するとセーバーさんは、『ぐぅ……』とお腹を鳴らしたのだった。





☆






「僕に接触してきた理由が……地球のご飯が食べたいから？　それって本当なんですか？　セーバーさん？」

　杖の勇者さんは、露骨に『い、いやぁ……？』と目をそらす。

『は、はは……何をバカな。地球のご飯が恋しいから？　そんなバカな理由で、このぼくが？　杖の勇者が？　動くわけないだろぉ？』

　……なんて、噓が下手なんだ！

　ちょっといたずら心が、むくむくしてきた。

「スペさん。美味しいもの食べたくない？」

『『美味しいものぉ!?』』

　スペさんと一緒に、セーバーさんも反応する。

「そう、とっても美味しいもの……」

　僕はカバンの中に手を突っ込む。

　そして、取り寄せカバンスキルを発動。

　取り出したるは……。

「じゃーん！」

『肉まんだぁああああああああああああああああ！』

　セーバーさんが、目をキラッキラさせながら叫ぶ。

　そう、地球のどこでも買える、けれど……ここじゃどこにも売ってない……。

　コンビニ商品！

　肉まん！

『おほー！　うまそうじゃぁ～！　パンかな？　パンじゃろっ？』

　スペさんも僕の取り出した肉まんに、興味津々の様子。

　ぶぉんぶぉんと尻尾を振る。

『それは肉まん！　パンなんかより美味しいからまじで！』

　セーバーさん、血走った目で叫ぶ。

　さっきまでの、仙人じみた余裕はどこへやらだ。

『ひ、一口！　一口ちょうだいよぉ！』

「えー……どうしよっかなぁ～」

　いたずら心がむくむくしてる状態の僕。

　にやり、と笑ってしまう。

「でもさっき、セーバーさん、地球のご飯のこと、バカにしてませんでした？」

『ふぐぅうううううう！』

　面白いなこの人……。

　僕はスペさんに、肉まんを渡す。

『ああ！　肉まん！　おくれ！　一口……』

『うんまぁあああああああああああああああああい！　なんじゃこりゃああああああ！』

　スペさんが一人で、二口で、肉まんを食べきってしまった。

　セーバーさんは絶望の表情……。おもしろっ。

『はふっはふっ、肉まん……うみゃい！　肉汁が、じゅわっ……てなって、このパン？　とよくあうのじゃぁ～♡　うまぁ～♡』

『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！』

　セーバーさんが頭を抱えてゴロゴロと転がる。

　おもしろ……けど、ちょっと可哀かわい想そう。

　ここで助け船をだしてあげる。

「セーバーさん。いや、ヘルメス・洗馬さん。認めちゃいましょ？　地球の、コンビニメシが食べたいって……」

　僕はカバンから、取り寄せる。

『それは……！　ま、幕の内弁当ぉ！』

　コンビニで買える、幕の内弁当。

　セーバーさんは目ん玉飛び出るくらい、取り出した弁当を凝視する。

「弁当……僕の加温スキルで、ほっかほかにできちゃいますよ？」

『し、しかし……み、みとめるわけには……話の主導権を……誰かに譲るのは……プライドが……』

「緑茶もつけちゃいますよ？」

『認めますぅううううううううううううううう！』

　セーバーさんが僕の前で、土下座してきた。

　あんな、大物感だしていた人が……。

『ぼくは日本食が好きだ！　特に、コンビニで買えるような、ジャンクなやつが好きなんだ！』

「へえー……ジャンクな食べ物が好きなんだ」

『そう！　ぼく地球にいた頃、毎日のようにコンビニに行ってポテチとか！　コーラとか！　マガジャンとか買ってたの！』

　マガジャンっていうのは、日本で一番有名な週刊少年マンガ雑誌だ。

　今、デジマスのコミカライズが載っている。

『こっちに来て、コンビニ行けなくなったじゃん!?　それがもぉ辛くて辛くてぇ！』

「だから、日本に帰る方法を探してるんだ」

『そうなんですぅううううう！　大物ぶってたけど、ぼくはそんな浅い理由で、地球に帰りたいだけの、ただのヒキニートなんですぅうう！』

　ヒキニートなんだ……。

『ケースケ。ヒキニートとはなんじゃ？』

「引きこもりで、働いてない人のこと」

『なんじゃ、我と一緒じゃん』

　たしかにスペさん、長い間封印されてて、引きこもってて働いてないけども……。

　なんか、本格的に可哀想な人になってきたな。

「はい。じゃ、ご褒美。ほかほか幕の内弁当に、緑茶。あと……マガジャン最新号」

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　セーバーさんが、雄お叫たけび上げながら、僕の前で土下座した。

『ありがとう！　啓介くん！　ほんっとありがとう！　いただきまぁす！』

　セーバーさんがガツガツ！　と幕の内弁当にがっつく。

『うめっ、うめっ』

　泣きながらコンビニ弁当を食べ、そしてマガジャンを読んでる……。

　うん……。

『さっきまでの大物ムーブは見る影もないの……』

「しっ、だめだよスペさん。ホントのこと言っちゃ……」

　ややあって。

『で、これからどーするんじゃ？　ヒキニート』

『ぼくのことヒキニートって言うなよ！　たしかにホントのことだけどさ！』

　正座してるヒキニートさん、もとい、杖の勇者セーバーさん。

『とりあえず、啓介くんを手下に加えるのはやめるよ。君とは、良好な関係を築いていきたい』

「コンビニ飯のため？」

『うぐ……ああ、そうだよ！　できれば今後も、コンビニ飯を定期的に、食べさせていただけますと幸いです……てへへ』

　ごますりするヒキニートさん……。

　コンビニ飯、そんなに食べたいんだ……。

　さて、どうしよう。

　取り寄せてあげるのは、簡単だ。

『もちろん！　対価は払うよ！　ぼくお金結構もってるからね！』

『ヒキニートのくせにかの？』

『うっさいわ！　犬！』

　……お金かぁ。

　正直、お金は要らないんだよなぁ。自分でどうにかできるし……。

　あ、そっか。

　自分でどうにかできないものを、もらおう。

「いいよ、セーバーさん。コンビニ飯、届けてあげる」

『ほんとかいっ！』

「うん。でも……その代わりに、探してほしいものがあるんだ」

『探す？』

「うん。久く遠おん封ふう縛ばくの匣はこの、解呪方法」

　久遠封縛の匣。ミサカさんを閉じ込め、苦しめている……呪物。

　僕の目的は、ミサカさんをこの呪いから解き放つこと。

『久遠封縛の匣……か。とても珍しい呪物だね。解呪は……正直不可能だと思うよ』

『不可能じゃない。ケースケは久く遠おん封ふう縛ばくの呪いを、レベル２まで解いてみせたのじゃ』

『は、はぁあああああああ!?　噓だろ、おい!?』

　僕はこれまでの経緯を、簡単に説明した。

　セーバーさんは『なるほど……』とうなずく。

『ぼくの手持ちの情報じゃ、久遠封縛の匣を解呪する方法はない。となると、君のカバンの力を用いるのが、唯一無二の解呪法だろうね』

「そっか……じゃあ、聖武具のレベルを上げるしかないんだね。でも……困ってるんだ。最近レベル全然上がらなくて」

『ケースケよ、ならば、より強い、行方のわからぬ連中の情報を、こやつに探らせるのはどうかの？』

「より強い……行方のわからない連中？」

『うむ。すなわち、他の【七大魔王】の居場所じゃ』

　そっか……スペさんは、強い。

　で、七大魔王は、スペさん並みに強い。

　なら……七大魔王の力を、このカバンに入れたら……！

　聖武具は進化するかも！

『七大魔王の居場所……かぁ……う～～～～～～～ん……』

　セーバーさん、渋ってる。

『正直……七大魔王の手がかりって、ほぼないんだよね。それに、ぼくの目的からずれるっていうか……』

「あ、そ。じゃあ……コンビニ飯は諦めるんだね」

『ああもぉお！　わかった！　わかりました！　この卑しいヒキニートめが、あなたのために、七大魔王の情報を集めてしんぜましょう！』

　おお、やったぁ。

「やりとりは、ヘルメスさん通してやる感じ？」

『そうだね。彼女とぼくは意識をリンクさせられるし。今後もヘルメスちゃんを連れてくといいよ。でも……』

　でも？

『コンビニ飯……できれば、直接食べたいんだけどぉ』

「えー……。ヘルメスさんの口を通して、食べればいいじゃん」

『ぼくの口で！　直接食べたいんだよ！　わかるでしょ!?』

「しょうがないなぁ。本体に届けてあげるよ。でも、僕も旅しないといけないから、こっちに取りに来てね」

『うーん……ぼくも軽々しく動ける状態じゃないんだ』

　ということは……。

　誰かが、コンビニ飯をセーバーさんに届ける必要があるわけだ。

『我は嫌じゃ。愛するケースケのもとを離れたくないわ』

　スペさん……。

　できれば、よだれを垂らしながら言って欲しくなかったな……そのセリフ……

「じゃあ、誰が届けるの？」

『そこの暗黒竜でいいでしょ。ねえ、ジャガーノート？　聞こえてんだろ？』

　ん？

「セーバーさん。何言ってるの？　時間止めてて、僕とスペさん以外、動けないんじゃ……？」

『うん。そうなんだけどさ。スペルヴィアが動けてるのって、魔王の力があるからなんだよね。で、ジャガーノートは、憤怒の魔王の眷属。つまり……』

　あ、もしかして……。

「ジャガーさん、動けない振りしてたの……？」

『………………』

「ジャガーさん」

　すっ……と僕はカバンから、お皿にのった、しょうが焼きをとりだす。

　さっき作ったものを、カバンに入れておいたのだ。

『………………』だらだらだら。

　よだれが、半端ないくらい出てた。

　うん……。

「動けるでしょ」

『動かないと、ぼくの極大魔法で粉々にするけど？』

　僕らにオドされて……。

『うひぃいいいいいいいん！　ご勘弁してくださいっすぅううううううう!!』

　ジャガーさん、僕らの前で高速ジャンピング土下座をカマしてきた。

　やっぱ動けたんだ……。

『じゃあ、君。今日からぼくらのパシリね。啓介くんのとこから、ぼくんとこに、コンビニ飯を定期的に運ぶこと』

『くっ……！　なぜ偉大なる憤怒の魔王の眷属である、このオレ……ジャガーノートがこんなガキの……』

『煉獄業火ノヴァ・ストラ……』

『さ──────せんしたぁあああああああ！』

　ジャガーさん、地面に頭を突っ込む。

『このジャガーノート！　喜んで、杖の勇者様と、カバンの勇者様の、パシリやらせていただきますぅうううううう！』








第三章






　翌日。

　僕らを乗せた馬車は、妖精郷アルフヘイムの目前まで来ていた。

「うーん……」

『どうしたのじゃ、ケースケよ』

　僕の膝の上に、スペさんが座っている。

　子犬姿は、小さな前足で、器用にマンガを読んでいた。

「いや、セーバーさんの言っていたことが気になって……」

　回想。

【ごめんね、啓介くん。もうすぐ、君のところに刺客が来ると思うんだ】

【しかく……？】

【うん。四大勇者のひとり、剣の勇者チャラオが来る】

【！　チャラオさんが……！　どうして？】

【どうも、彼は君に恨みを抱いてるみたいでね。情報を求められたから、君が妖精郷アルフヘイムに行くことを教えちゃったんだ】

【マジんがぁ～……】

　回想終了。

　チャラオさん……どうして恨んでるんだろう？

　僕……何かやっちゃったかなぁ？

『生きてるだけで、恨みを買うものじゃ。特に、強き者はそういうトラブルに巻き込まれやすいのじゃ……』

　遠い目をするスペさん。

　忘れがちだけど、スペさんは高慢の魔王。

　ものすごく強い。

　だから……色んな苦労があったんだろう。

　嫌なこと思い出させちゃったかな。

「スペさん、元気出して」

『うむ。あーん……』

　え？

　スペさんが口を大きく開ける。

　これは……まさか菓子パンを要求？

　もぉ～。食いしん坊～。

　まあでもいいか。元気になるなら。

　取り寄せカバンから、菓子パンを取り出す。

「はいどうぞ」

『あーん。ケースケぇ～♡　あーん♡　我今マンガ読んでるから、あーん♡』

　もぉ～。

　しょうがないな。僕は袋を破って、パンをスペさんの口に運ぶ。

『マンガ読みながら菓子パンを食う……。最高の贅ぜい沢たくじゃぁ～……♡』

　やっすい贅沢だなぁもぉ。

　と、そのときである。

『む？　ケースケよ。超高速で、何かが接近してくるぞ』

　スペさんが魔力感知スキルを発動させた。

　何かって……なんだろう？

「敵かな？」

『うむ。まあでも、我の敵ではないがなっ』

　あ、じゃあ弱いかぁ。

『まずいの、敵がこの馬車にツッコんでくるコースなのじゃ！』

「な、なんだってぇ!?」

　ディートリヒさんが叫ぶ。

　あ、いたんだ……。

「ど、どうしましょう、カバンの勇者殿っ」

「ここは、あたしが魔法で……」

　ヘルメスさんが杖を取り出す。

　ちなみに、セーバーさんに憑ひょう依いされてる間の記憶はないらしい。

「ううん、大丈夫！　僕に任せてっ」

　敵の狙いは多分僕だ。

　さっきスペさん言ってたもん、強いやつには面倒ごとがついて回るって。

　僕を狙って、二人がケガしたら、嫌だもんね。

　僕は窓から身を乗り出して、馬車荷台の屋根の上に乗っかる。

『なんと、軽業師のような、華麗な動きじゃな』

「ミサカさんの体術だよ」

　僕の体には神眼の大勇者、ミサカ・アイさんの剣士としての記憶が宿っている。

　こう動きたい、とイメージするだけで、体が自動で、最適な動きをしてくれるのだ。

　だから、こんな素人でも普通に魔物と戦えるし、身軽に動けるのだ。ほんと、ミサカさんには感謝しかないよね。

『敵は真まっ直すぐこっちにツッコんでくるのじゃ』

　スペさんが僕の頭の上に乗っかった状態で言う。

　尻尾で、前方を指す。

　目をこらすけど、まだ敵の姿は見えない。

　結構遠くに、まだいるみたいだ。

　スペさんがいて良かった。おかげで、不意打ちを防げる。

『して、どうする？』

「方向はこっちなんだよね？　なら……【絶対切断】！」

　僕はスキル、絶対切断を発動。

　手のひらから、巨大な斬撃が発射される。

　空飛ぶ斬撃が、前方に向かって勢いよく射出！

　ガキィイイイイイイイイイイイイン！

「ぐあああああああああああああ！」

　斬撃と何かがぶつかり、そいつは上空に投げ出された。

　くるくるくる……。

　ぐしゃああ……！

『敵は絶対切断を食らって、上空へ吹っ飛ばされ、そして落下したようじゃ』

「ほえー……結構硬い敵かもね」

　絶対切断は、文字通り何でも絶対に切断するスキルだ。

　でも、それを食らっても生きてるんだからね。

　馬車が止まる。

　さて、どうしよう。

　敵なら、仕留めておかないとね。

　僕は屋根の上から、ぴょんっと下りる。

　そして……倒れてる敵のもとへ近づくと……。

「はれ？　盗賊団の団長じゃん」

　前にラトラさん（オタクさんのメイドさん）を襲ったふとっちょの盗賊団団長が、そこに転がっていた。

　敵って、前の弱い盗賊団団長じゃん。

「ち……くしょ……今何された……」

「あ、どうも～」

「！　て、てめえ……！　ガキぃ！」

　ま、ガキだなんて。

「相手の身体的特徴をあげつらうのは、良くないと思いますよ。ふとっちょの団長」

「誰がふとっちょだ誰がぁ……！」

　ふとっちょの団長が起き上がる。

「てめえ！　あんときの！　そうか……。やい、どうして生きてやがる！」

「何ですか、急に」

「まあいい。てめえは殺す！　女王からも、おまえを殺すように命令が下ってるからなぁ！」

　えー……。

　ワルージョ女王、盗賊団なんかに殺人の依頼してるの？

　やっぱりあの人、悪い女だ。

「殺すって……え、どうやってですか？」

「それはもちろん！　このおれの剣で！」

「あれ、でもポッキリ折れてますよね、それ」

　ふとっちょの盗賊団長の手には、大剣が握られている。

　でも刀身が、途中でボキッと折れているのだ。

「はは！　馬鹿なこと言うな。この剣は聖武……うぅうええええええええええええええええええええ!?　お、おれてるぅうううううううううううううううううううううう!?」

　よくわからないけど……。

「まともな剣を買うお金もないんですね。可哀想に」

　折れた剣しか使えないなんてね。

　かぁっ、とふとっちょの団長が顔を真っ赤にする。

「う、うるせえ！　てめえなんぞ、この折れた剣で十分だぁ！」

　ふとっちょの団長が剣を両手で持って、こちらに走ってくる。

「し────────────────────────────────────────ね────────────────────────────────────え─────────────────────」

　え……。

　遅……。

　こんなのあくびをしてても避けられるよ。

　ひょいっ、と。

　僕は余裕を持って、ぴょんっ、とジャンプして避ける。

「でぇえええええええええええええええええええええええ！！！！！」

　ずさぁあ────────────────────────！

　……ふとっちょの団長さん、なんかすごい勢いで、ヘッドスライディングしてた。

　え～……変な人ぉ。

「な、なんだ……今の動き！　速すぎて見えなかったぞ！」

「それって、ギャグです？　あんなゆっくり動いて、ふざけてますよね？」

「!?　き、貴様ぁ……！　おれをコケにしやがってぇええ！」

　いや、コケにしてないんだけど……。

　どっちかっていうと、馬鹿にしてるのはそっちのような……。

　あんな、バカみたいにゆっくり動いて……。

「もう許さん！　おれの最大奥義で、てめえを葬り去ってやる！　うぉおおおおおおおおおおおお！」

　ふとっちょの盗賊団長が折れた剣を両手で持って、天に掲げる。

　すると……。

　カッ……！

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

『むぅ、結構な魔力量じゃの』

　剣から、まばゆい光の柱が、空に向かって伸びる。

　空気がビリビリと鳴動する。

　黄金色の光を発する剣を、ふとっちょの盗賊団長は両手で持ち、構えを取る。

　そして……。

「【陽よう光こう聖せい天てんしょ……】」

「蠅王宝箱ベルゼビュート！」

「ふぁ!?」

　僕はカバンの蓋をパカッ、と開ける。

　瞬間、カバンから、無数の黒い触手が伸びる。

　それはふとっちょの盗賊団長の剣から伸びてる、光の柱へ向かっていく。

　光の柱に、蠅王宝箱ベルゼビュートから出た触手が絡みつく。

　ぺた……ぺたぺた……ぺたぺたぺたぺた……！

　触手は黄金の柱に張り付き、ぎゅうぎゅう……と圧縮していく。

　まるでぞうきんを絞るかのように、ぎゅうぎゅうと。

　すると光の柱はどんどんしぼんでいった。

　やがて……触手が僕のカバンの中へと戻っていく。

　光の柱は……消えていた。

『蠅はえ王おうが、敵の必殺技に込められた魔力を全部吸収したみたいじゃな』

　ふとっちょの盗賊団長は、剣を掲げたまま、バカみたいにぽかーんと口を開けていた。

「え？　え？　えええ!?　な、なんでえ!?　おれの、最大の必殺技が……消えてるのぉお!?」

「なんか、食べちゃいました。僕のカバンが」

「はぁああああああああああああああああああ!?」

　何度も自分の剣と、そして僕のカバンとを見比べる。

「ど、どうなってんだよぉ!?　カバンの聖武具なんて、ハズレ聖武具じゃなかったのかよぉ！」

「あー、それよくある偏見ですね。聖武具が弱そうだからって、イコール、使えないってわけじゃないですよぉう」

　僕がダンジョンで出会った、廃棄勇者たちの持つ聖武具たちは、全部使える能力を持っていた。

　でも、鍋とか、針とか、靴とか……一見すると弱そうってだけで、みんな捨てられてしまった。

　あの、悪い女王と、このふとっちょの団長は、一緒だ。

「見た目だけで判断するなんて。バカのすることですよ」

「ぢ、ぐ、しょぉおおおおおお！　こうなったら……うぉおおおお！」

　折れた剣を振りかざし、ツッコんでくる。

　あーもう、ダルい！

「麻酔針！」

　針の勇者さんの派生スキル、麻酔針発動。

　カバンからピュッ……！　と無数の針が飛び出す。

「ぎゃ─────────────────────！」

　針が全身に突き刺さると、ふとっちょの盗賊団長は……倒れた。

　ふぅ……解決！
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　麻酔針で眠らせたあと、ふとっちょの団長をロープでぐるぐる巻きにして、放置しといた。

　ジャガーさんに取りに来てもらう手はずになっている。

　今、杖の勇者セーバーさんとこ行ってるから、帰ってきたら回収しといてって、ヘルメスさん経由で伝えておいたんだ。

　で……だ。

　僕らはいよいよ、妖精郷アルフヘイムへとやってきていた。

「ふぉおお……！　おっきぃ～！　木ぃ！」

　僕の目の前には、巨大樹の森が広がっている。

　木の一本一本が、もうびっくりするくらいでっかいんだ。

　東京タワーかっ。……いやさすが盛りすぎかな。

　ともあれ、鬱うっ蒼そうと生い茂る巨大樹。

　この奥に、魔蟲っていうヤバい敵がいるらしい！

『気をつけるのじゃ、ケースケ。ジャガーノートが言っていた、【ヤバいもの】がここにあるらしいからの』

　元々ここはジャガーさんのナワバリだった。

　でも、ここにヤバい虫の卵を発見したらしい。

　で、ジャガーさんは逃げてきたって言っていた。

　つまり……。

「それを収納すれば、聖武具のレベルが上がるってことだねっ。わくわくっ」

　すると……。

　どさっ……！

「え……？　え!?　ど、どうしたんですか、二人ともっ」

　ヘルメスさんとディートリヒさんが、その場に倒れ込んだのだ。

　二人とも顔が真っ青とおりこして、真っ白になっている！

「わわわ！　救急ファーストエイド■ボックスを……」

『待て、ケースケ。こやつらは、瘴しょう気きを吸って倒れたようじゃ』

　瘴気！

　たしか……死に至る毒ガス……だっけ？

　大変じゃん！

　なおのことすぐ治療しないとっ！

　二人は僕をここまで、道案内してくれた。そのせいで、瘴気を吸って倒れちゃったんだから。

　僕のせいで死んじゃう！

「でも……どうしよう。救急ファーストエイド■ボックスが効かないとなると……」

『ケースケ。今こそ、聖■アークの出番じゃ』

「！　そうかっ」

　勇魔の鞄へと進化した際、僕は新しいスキルを身につけた。

　そのうちの一つ。

　まだ、使っていないスキルがあった。

「聖■アーク……発動！」

　パカッ、と僕のカバンが開く。

　カバンから出てきたのは魔法陣だ。

　魔法陣は空中で留まる。

　そして……。

　カァアアアアアアアアアアアアアアアアア！

「ぬわ！　ま、まぶし……」

　太陽のような、黄金色の光が魔法陣から発生。

　目を開けてられないほどの、強い光だ。

　やがて魔法陣の中からゆっくりと、大きな……箱が出現する。

　黄金色の、横に長い直方体。

　どこか、エジプトのミイラが入ってる棺かん桶おけを彷ほう彿ふつとさせる。

　箱の上面には、黄金でできた鷲わしが二羽座っている。

「これが……聖■アーク……。よし、やっちゃえ！」

　ず……ずずず……。

　箱の上蓋が、横にずれていく。

　そこから出てきたのは……。

「黄金の……目玉……？」

　黄金でできた、巨大な眼球が出現した。

　生物感は全くない。

　巨大な黄金の塊を溶かして球体にしたような、そんな目玉だ。

　目玉が、瘴気で苦しんでいる二人をロックオンする。

　ビゴォオオオオオオオオオ！

「目からビームだ！」

『我ビームのパクリじゃあ！』

　目から出たビームが二人の体に当たる。

　けど、スペさんの我ビームみたいに、相手を破壊するような禍まが々まがしい色合いをしていない。

　太陽光線を彷彿させる光が二人の体に当たる。

　瞬間……。

　じゅおぉおお……！

　二人の体から、黒い靄もやのようなものが噴き出す。

　そしてそれは、目からの光線を浴びて、煙のように消えていった。

　やがて、黄金の目玉がビームを止めて、箱の中に戻っていく。

　箱は魔法陣の中に戻り、そして魔法陣はカバンの中に収納されていった。

「う、うう……あれ？」

「体がとても楽になりました……」

　良かった！

　体内の瘴気が浄化されたようだっ。

　ふぅ～……よかった。

　二人が無事で。

「あ、あの……カバンの勇者殿。何をなさったのですか？」

　ディートリヒさんが困惑しながら僕に尋ねてきた。

「二人は瘴気を吸って倒れてしまったんです。僕のせいで、すみません」

　僕が瘴気を吸っても無事だから、つい、二人も大丈夫だって思ってしまった。

　思い込みで二人を危険な目に遭わせてしまった。

「ごめんなさい」

「い、いや！　カバンの勇者殿が謝ることはないですっ。私が弱いのに、ついていきたいとワガママを言ったせいですっ」

　二人を連れてくって決めたのは僕だ。

　今回のは僕の落ち度だった。反省だっ。

「しかし……勇者様」

　ヘルメスさんが僕を見ながら言う。

　オッドアイになっていた。ヒキニートさん見てるみたいだ。

「聖■アークとはなんなのですか？」

「勇魔の鞄の持つ派生スキルの一つですよ。あらゆる邪悪なる者（物）を、祓はらう効果があるんだって」

「！　浄化の力……！　それって……神の力ではありませんかっ！」

　いやいや、神って……大げさだなぁ。

　ただ毒ガスを中和しただけなのに。

「まあ、無事で何よりです」

「ほんとに、ありがとう、カバンの勇者殿……」

　でも、これで証明された。

「二人とはここでお別れですね。瘴気の中、進んでいけないでしょ？」

　巨大樹の森をよーく観察すると、紫がかった靄が見える。

　僕、これ知ってる。

　魔族……頭痛が痛いさん（本名忘れた）をやっつけたときに、発生した毒ガス。

　これが……瘴気！

「妖精郷アルフヘイムって瘴気に包まれてるんですね」

　だから、中にうかつに入れない……と。

「じゃ、二人とも。ここで見送りは十分です。あでゅー」

「「イヤイヤ待って待って！」」

　二人が全力で僕を止めてきた。

「どうしたんです？」

「危険だ！　あんな高濃度の瘴気の中入ったら、君も死んでしまうぞ、カバンの勇者殿！」

　ディートリヒさんが首を横に振りながら言う。

　うーん……大丈夫だと思うけどなぁ。

「僕なら大丈夫です。二人より体が丈夫なので」

「しかし……これでカバンの勇者殿が一人で入って、瘴気に当てられ、気絶でもしたら……一体誰があなた様を治療するというのです？」

　うーん……確かに。

　念には念を入れておいたほうがいいかも。一〇〇％ほぼありえないことだろうけども。

『我がおるが？』

「スペさん治療できるの？」

『ふぐぅううう』

　できないみたい。

　そりゃそうだ、スペさんが治療してるとこ、見たことないもんね。

「あたしは治癒魔法が使えます」

「私も、近いことができるぞっ」

　じゃあやっぱり念には念を入れて、二人についてきてもらうかぁ。

　でも、そうなるとこの瘴気が邪魔だなぁ。

『瘴気を祓うとなると、大勇者ミサカの聖剣技が必要になるの』

　あれだ。

　瘴気を祓う、剣の奥義。聖剣技・祓ふつ魔ま。

　でも……。

「今の僕のレベルじゃできないなぁ」

　神眼持ちの僕は、ミサカさんの剣技をトレースできる。

　けど、あくまで初級の聖剣技だけをマネできるのだ。

『大勇者ミサカの聖剣技・祓魔は、最上級奥義じゃ。彼あ奴やつの魂が憑依してる状態でないと使えぬ』

　ミサカさんは今もカバンの中で眠ったまま。

　じゃあ祓魔は使えないか。

「先ほどの、聖■アークは使えないのでしょうか？」

「あれは、あくまで物（者）に取り付いた邪悪を取り払う技なので。瘴気を完全に消し去ることはできないんですよ」

　二人の体から出た瘴気は、あくまで体外に放出され、空中に霧散しただけ。

　中和させたわけじゃないんだよね。

「うーん……うーん……中和はできない……うーん……ん？　まてよ……」

　僕は自分のカバンをじっと見た。

　このカバンは、何でも収納できた……。

　アイテムなら、何でも……何でも……。

　だってふとっちょの団長の、光の魔力を吸い込めたし……。

　……うん。

「行けそうな気がする！」

「どうなさるおつもりで……？」

　僕はカバンをパカッ、と開ける。

「困ったときは、やっぱりこれ！　蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　瞬間……。

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　黒い触手が出ない、初期の収納スキルのように、カバンが吸い込みを始める。

　でも、吸引力が桁違いだ！

　なにせ、あのぶっとい巨大樹がぐわんぐわんと揺れ動いてるんだもん！

　引き抜かれてないのが奇跡ってレベルで、大樹が傾いてる！

　で……！

「瘴気が、勇者様のカバンの中に吸い込まれていきます！」

「そおおおおおおおいっ！」

　ヘルメスさんが驚く横で、カバンは瘴気を吸い込みまくった。

　瘴気が大量に吸い込まれていく。

　どんどん吸い込まれていく。

　どんどん……。

　どんどん……。

　まだ吸い込んでいく！

　どんだけあるんだよ！

　……って、ちょっとウンザリしだした、そのとき。

　紫色のガスが消えた。

「あ、全部飲み込んだのかな……？」

　蠅王宝箱ベルゼビュートを、解除。

　あたりに静寂が戻る。

「す、すごい……森を包んでいた、あんな高濃度の瘴気が……きれいさっぱり消えてしまっている……！」

　澄んだ空気があたりに漂っていた。

　すうぅ……はぁ……うん。空気が美味い！

「長年帝国を悩ませていた、妖精郷アルフヘイムの瘴気をすべて取り払ってしまうなんて……」
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　目の前に広がる巨大樹の森に足を踏み入れた。

　蠅王宝箱ベルゼビュートのおかげで空気は澄んでいる。

　けど、おかしいのだ。

「獣の声が全然しないね」

　森っていうと、鳥とか獣が鳴いてるってイメージなのに。

　帝国皇女、ディートリヒさんが答える。

「ここは魔蟲のナワバリだからな」

「まちゅー……？」

「巨大樹に生息する、巨大昆虫だ。硬い外殻、凶暴な性格を持ち、人や獣を喰くらう」

　はえー……すっごい虫さんがいるみたいだっ。

　でっかい昆虫かぁ……。

　楽しみっ。わくわくっ。

　って、あれ？

「魔蟲のナワバリっていってましたけど、ここってジャガーさんのナワバリじゃないんですか？」

『パシリ竜が言っておったぞ？　余裕ぶっこいている間に魔蟲が増えすぎて、手に負えなくなったとな』

　パシリ竜……。

　ああ、ジャガーさんのことか。

「でもさ、虫が増えただけで、自分のナワバリ……捨てるかな？　だって憤怒の魔王イラさんから、もらったとこなんだよね？」

『巨大昆虫の卵があったからとかのたまっておったな。それにビビって逃げるとは……まったく、魔王の眷属のくせに、恥ずかしくないのかのぅ』

　やれやれ、最近の若い者は、みたいなニュアンスでスペさんが言う。

　巨大な卵かぁ……どんなのだろう？　気になるなぁ。

　それ、収納したら、レベル上がるかなっ。

「スペさん。卵の場所わかる？」

『おお、わかるぞ。デカい魔力を放っておるからな。アホでも気づくじゃろう』

　よし！

「じゃあ、その巨大な卵のもとへ向かいましょう！」

「「お、おー……」」

　ディートリヒさんとヘルメスさんが、若干引いていた。

　あれ？

「どうしたんですか？」

「さ、さすがカバンの勇者殿……このプレッシャーを前にして、平然となさってるのだからな」

　ぷれっしゃー？

「なぁにそれ？」

『わからんのぅ』

　うーん、と僕らは首をかしげる。

「ま、れっつらごーですよ！」

「「お、おー……」」

　僕らはてくてくと、巨大樹の森を進んでいく。

　ミニマップと、スペさんレーダーがあるので、特に迷うことなく進める。

　それにしても……。

「ほんとに生き物の気配がないですよね。って、あれ？　じゃあ魔蟲って何食ってたんです？」

　魔蟲は虫とはいえ、生き物だ。

　何かを食って生活してるはず。

「魔蟲は魔マ素ナを食べて生活してるのです」

　と、ヘルメスさん。

「魔マ素ナ？」

「はい。魔力の元となる、目に見えないガスのことです。魔マ素ナの濃度が高くなると、瘴気へと変性し、人体に……有害……」

　ヘルメスさんの顔色が、さぁ……と青くなる。

　どうしたんだろう？

　……って、ん？

「あれ、瘴気ってもとは魔マ素ナなんだよね？」

『そうじゃの』

「てゆーことは、瘴気って、魔蟲たちのご飯ってことだ」

　魔蟲は魔マ素ナを食い物にしてるって言っていたしね。

　瘴気が高濃度魔マ素ナってことは、彼らにとってこの森の空気そのものが食料だったわけだ。

「なるほど、だから魔蟲たちは森の外に出なかったんだね。出る必要がなかったんだ。森の中にたっぷり餌があったからかぁ。ね、ディートリヒさん？」

「あ、あば……あばばばば……」

　ディートリヒさんが、ガタガタと震えてる。

　え？　なに……？

『お、ケースケよ。敵がお出ましのようじゃぞ』

「マジ？」

　僕は上空を見やる……。

　そこには……。

「うわぁあああああああ！」

　巨大な昆虫が、空を飛んでいた。

　どことなく、蜂に近いフォルムをしてる。

「ああ……勇者様も悲鳴を……」

「さすがにこの巨大な虫を前にしたら、怯えて当然……」

「か、かっこぃ───────！」

「「ええええ……！！！！！」」

　現れた魔蟲は……蜂！

　黒くておっきい蜂さんだ！

　わ、わ、か、かっこぉいい！

『むぅ、ケースケ。我もおっきくなれるが？』
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　スペさんが何か言ってる！

「わ、わ、見てくださいよ！　おっきくて、かっこいいですねえ！　シャープなデザインが……って、どうしたの？」

　ディートリヒさんが震えながら、腰の銃を抜く。

「カ、カカ、カバンの勇者殿！　お、おにげ……おにげ……ください！　わ、私が時間を稼ぎます！」

「わたしも！」

　ディートリヒさんが銃をぶっ放し、ヘルメスさんが魔法をぶっ放す。

　銃弾と魔法が、蜂さんに押し寄せる！

　ドガン……！

　ズガガガンッ！

　……が。

「無傷！　くそっ！　なんて硬いんだ！　ならば……これでも喰らえ！」

　ディートリヒさんがポシェットから、小さな卵のようなものを取り出す。

『なんだ、あれは？　食べ物かの？』

「いや、あれはもしかして……手榴弾！」

　一緒にお泊まりした時、オタクさんが帝国に協力してるって聞いた。

　で、その帝国には銃が普及していた。

　現実の兵器を作り、オタクさんが提供してると仮定するなら、手榴弾があってもおかしくない。

　ああでも、あれで死んじゃったらもったいないなぁ。

「死ね……！　魔蟲よ！　これがＯＴＫオタク商会特製手榴弾だ！」

　ピンを抜いて、ディートリヒさんが投げる。

　ドガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！

「やったか!?」

「あー、だめですよぅ、それ言っちゃ」

　フラグフラグ。

「ＢＵ……ＢＵＢＵＢＵ……」

「そ、そんな……銃弾も、魔法も、手榴弾も……効かないだなんて……無敵か……」

　へたり込んじゃうディートリヒさん。

「我が主に連絡を取ります！　あのお方の魔法なら魔蟲を葬れるかと。杖の勇者様……あれ？　つながらない、杖の勇者様!?」

　なぜだかつながらない様子。

「お仕舞いだ……」

「もうだめです……」

　え？　なに怯えてるんだろう……？

「蜂さんってなんでずっと待っててくれてるんだろうね？」

『さぁのぅ？』

　うーん……ま、いっか！

「スペさん、ちょっと蜂さんとたわむれてきてもいいかなっ？」

『むぅううううううううう』

「え、なに拗すねてるの？」

『だって、ケースケは我より虫のほうが好きだって！　我だって強くて大きくてかっこいいのに！』

　ぼんっ！　とスペさんがフェンリル姿になる。

　いつ見ても、おっきくてかっこいい。

「ＢＵＢＵＵＢＵ！？！？！？！？」

「あ！　蜂さんが逃げちゃう！　まってー！」

　僕は逃げる蜂さんを追いかける。

　靴の勇者のスキル、縮地＆空歩、発動……！

　僕は高速で走る。

　バビュンッ……！

　そして空気ブロックを踏んづけながら、ぴょんぴょんと飛んでいく。

　あ、すぐに追いついた。

　意外と遅いなぁ、この蜂。

「ＢＵＢＵ!?」

「遊びましょう～」にっこり。

「ＢＵＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！」

　蜂さんが僕を見て、嬉しい悲鳴を上げる。

　わ！　遊んでくれるんだぁ！

　嬉しい！

「ＢＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！」

　蜂さんが僕にツッコんでくるっ。

　ドガァンッ……！

　僕はそのまま背後にぶっ飛んでいった。

　どごぉおおおん！

「「勇者さまっ！」」

　ディートリヒさんたちのもとへ、戻ってきた僕。

「ああ、なんと強力なタックル！」

「あんな巨体が繰り出した、超高速のタックルを受けて……無事で済むはずが……」

「あはは！　元気な蜂さんだなぁ」

「「えええええええええ!?　無傷ぅううううううう！」」

　え？

　何を驚いてるんだろう、二人とも。

　子犬にとびかかられて、ケガする人なんているわけないじゃないかぁ。

「あ、蜂さんこっち来る！」

　僕と遊びたいのかなぁ？

「ＢＵＢＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！」

　蜂さんが僕めがけて、その大きな針で攻撃してきた！

　がきぃいん！

「だめだよぉう、針で人を刺しちゃ」

「ＢＵＢＵ!?」

　僕の目の前には、鏡が出現してる。

　聖武具、勇者の鏡。

　そのスキル、反射スキルが発動してるのだ。

「あの強烈な一撃を防ぐなんて！」

「す、すごすぎます勇者様！」

　ディートリヒさんたちが観戦する一方、僕らはたわむれる。

　がきん！

　がきぃん！

　がききききぃん！

　蜂さんが何度もじゃれついてきて、可愛い～。

　でもなぁ。

「針は危ないからね。えい、絶対切断！」

　僕が手のひらを、蜂さんの針に向ける。

　ズバンッ……！！！！！！！！

　ぽきーん。

『「「折れたぁああああああああああああああああああ!?」」』

　ディートリヒさん、ヘルメスさんと……あと、あれ？

　誰だろう、今の声……？

　スペさん？

『なんじゃいケースケ、虫ばっかりとあそんで。犬のほうが可愛いのに。プリティじゃろうに。ふーんだ』

　あれでもスペさんの声じゃないし……。

『ば、ば、化け物だ……！　ま、魔蟲王にご、ご報告せねばぁ……！』

　くるっ。

　蜂さんが僕に背を向ける。

　ぶ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん！

　あ、帰っちゃったぁ。

　まあ、おっきい虫さんと、十分たわむれたし。

「ばいばーい！　また遊ぼうねえ！」

『ひぃいいいいいいいいいいいい！』

　蜂さんが去っていく。

　一度もこっちを振り返らなかった。多分、僕と遊べて満足したんだろうなぁ。

　さて……と。

「奥に行きますかぁ……って、どうしたの、二人とも」

　ディートリヒさんたちが、キラキラした目を向けながら、僕に言う。

「すごいです、勇者殿！　あの恐ろしい魔蟲を、まるで子犬扱いするなんて！」

「本当にお強いのですね、勇者様！　かっこいいですっ！」

　ええー……。

　普通に虫さんとたわむれただけで、なんでこんな尊敬されてるんだろう？

「スペさん、いつまで拗ねてるの？」

『拗ねてないモン。つーんだ』

　スペさんフェンリル姿でまるくなって、そっぽ向いてる。

　僕がかまってあげなかったから、拗ねてるんだね。

「スペさん。機嫌直して。ほら、あんまんあげるから」

『あんまん!?　なにそれ！　たべりゅ─────────！』

　子犬姿になったスペさんが、僕の取り寄せたあんまんに、かぶりつく。

　しゃくしゃくしゃく。

『うま────────────────────！』

「機嫌直った？」

『うん!!』

「それはよかった」
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　僕は森にあるという、魔蟲の卵の回収に向かっていた。

　途中、ちょうかっけー、クソデカい虫に遭遇！

　で、虫とたわむれた。虫さんも楽しそうだったなぁ。

　僕ら三人はてくてくと森の中を進んでいく。

「あ、あのぉ……カバンの勇者殿？　道はこっちで合ってるのですか？」

　ディートリヒさんが困惑気味に言う。

「え、なんでですか？」

「いや……あまりに勇者殿が迷わず、こんな悪路を進んでおりますから……」

　悪路？

「大丈夫ですよ。僕にはミニマップもありますし、スペさんがいますので」

　スキル、マッピング。

　周辺の詳しい地図が目の前に表示されてる。

　そのうえ、魔力感知能力のあるスペさんがいるのだ。

　魔蟲の卵のありかは、スペさんが教えてくれる。

『ふふん、ケースケの相棒はやはり我ひとり！　虫なんぞより我のほうがいいじゃろっ？』

「うーん……おっきな虫のほうがかっこいいかなぁ」

『そんな！　我もでっかくなれる！　でっかい狼は嫌いか!?』

「嫌いじゃないよ、嫌いじゃないけどあんまくっつかないで。歩きにくい」

　スペさんどうやら、自分が僕にとっての一番じゃないと、我慢ならないらしい。

　小さい子みたい。こんなでっかい姿してるのにね。

　なんだか可愛い。

　そうやって卵のもとへ最短距離で進んでいく僕ら。

　道中、魔物に襲われるかなぁ……って思ったんだけど。

「魔物も、魔蟲も見かけないですね」

　ヘルメスさんがあたりを見渡しながら言う。

　たしかに、蜂さん以外で、魔蟲に出会わないなぁ。もっといっぱい虫さんとたわむれたいのにっ。

『虫もバカじゃないのじゃろうよ』

　子犬姿に戻ったスペさんが、僕の頭の上に乗っかりながら言う。

「と、いうと」

『虫にも自己防衛本能があるのじゃ。それゆえ、デカい魔力を持ってる者に近寄らないのじゃろうて』

　な、なんてこった……。

「それってつまり、虫さんはみんなスペさんにビビってる……ってこと!?」

『ふふ。まぁな。我ほら、フェンリルだしぃ～？』

　たしかにそっかぁ～……。

　スペさんは強いもんね。

　うーん……スペさんがいたら、虫さんには会えないのか。

　かといって、虫さんとたわむれたいからスペさん外で待ってて～、なんて言えないし。

　虫さんと遊べないのは残念だけどなぁ……。

　はーあ。どこかに虫さんいないかなぁ。

　と、そのときである。

「お待ちなさい、人間どもよ」

　ふわり……と、僕らの前に、誰かが降り立ってきた。

「チョウチョウ……？　魔蟲!?」

『いや、この魔力の波長。あれは……魔族じゃな』

　蝶ちょうの翅はねを生やした、魔族が現れた。

　一見すると人間に見える。

　けど、背中から生えてるのは、チョウチョウの翅。

　頭からは触角が生えている。

「ここは魔蟲王の神聖なる領域。人間が立ち入っていい場所ではありません」

　と、チョウチョウ魔族さんが言う。

「くっ……！　なんてプレッシャーだ！」

　ディートリヒさんたちがなんだかその場に膝を突いてる。

「あのぉ」

「む？　なんです少年」

「あ、はい。佐久平啓介です。好きなＶＴｕｂｅｒはワインの兄貴さんです」

「？？？？？？？」

　魔族が困惑してる。

「あなた……わたくしを見て、なんとも思わないのですか？」

　なんともって……。

『ふーん。どうせでっかい昆虫まじかっけー、とか言うんじゃろ？　我知ってるもん。つーん』

　拗ねてるなぁ、スペさん。

　あの魔族をどう思うかって……？

「レベルアップのための経験値」

「は？」

「名乗ったので、よぉしいくぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！」

　僕は勇魔のカバンから、聖武具の短剣を取り出し、魔族に突っ込む。

　目の前にいる魔族は……。

「ふ、ふんっ。蛮族め。いいでしょう、戦うというのでしたら、この【幻惑のダズル】がお相手いたしましょう」

　魔族がなんか名乗ってる。

　僕は魔族の前までやってきた。

　そのまま……。

　僕は素通りする。

「「「な!?　素通りだと?!」」」

　ディートリヒさん、ついでに魔族が困惑する中……。

　僕は空歩を使って空中ジャンプ。

　そして、近くの木の枝へと飛ぶ。

「ゆ、勇者殿どこへ!?　敵はこちらに……」

　ん？

　何言ってるんだろう、ディートリヒさん。

「魔族はこの木の枝に座ってますよぉ！」

『「「なにぃいいいいい!?」」』

　と、驚く三人。

　何驚いてるのかさっぱりだけど、相手は魔族！

「聖剣技・裂空！」

　僕はミサカさんの剣技、聖剣技を発動。

　裂空は縦回転しながら、相手に斬りかかる技だ。

「ぎゃぁあああああああああ！」

　攻撃が魔族の腕を斬り飛ばす。

　ちっ……！

「倒せなかったか！」

「ど、どうなってるんですか!?　何もないところから、魔族が出てきました!?」

　何もないところ……？

　いや、普通にこの魔族、木の枝に座って悠々と話してたけど。

「そんなバカな!?　私の能力アビリティ、【幻惑】が通じない……!?　い、いやそんなはずはありません！」

　バサッ……！　と魔族（※名前忘れたし、興味もない。経験値なので）が翅を広げる。

　鱗りん粉ぷんが宙を漂う。

「!?　今度はダズルが、分身したぞ!?」

　ディートリヒさんが叫ぶ。

　え、分身……？

「あはは！　どうです！　我が能力アビリティ、幻惑！　相手にまぼろしを……」

「みっつけたぁ……！　経験値ぃいいいいいいいい！」

「なにぃいいいいいいいい!?」

　僕は短剣で、魔族けいけんちに斬りかかる！

　やつの片方の翅を斬り飛ばしてやった！

「ちっ！　翅じゃだめなんだ。なあ……クビおいてけよぅ……」

「ひ、ひぃいい！　な、なんなのですかこいつはぁ……!?」

　魔族の……えっと……名前……経験値さんが怯えてる。

「す、すごい……一〇〇もいる分身のなかから、正確に本体だけを、見抜いていらっしゃる！」

「一体、どうやってるのですか……？」

　ディートリヒさんも、ヘルメスさんも、何を言ってるだろう。

「敵なんて……そこの一体しかいないじゃないですか？」

『「「!?」」』

　三人が驚く一方、いつの間にか地上にいたスペさんが腕を組みながら言う。

『なるほどな、今のケースケには神眼がある。あの目はすべてを見通す超眼力が備わっている。幻惑でいかに相手の目をだまくらかそうとしても、無駄じゃ』

「なっ!?　そんなバカな！　この幻惑のダズルの幻惑は、古竜の目すらだますのだぞ!?」

『ふ……甘いな。ダズルとやら。おまえが相手にしてるのは……世界でただひとり、勇と魔の力を持つ……化け物じゃぞ？』

　経験値さんがスペさんとの会話に気をとられてる隙に……。

「せやぁああああああ！」

「しまった！　後ろを取られた……！　ぐあああああああああ！」

　僕の短剣が、経験値さんのクビを斬り飛ばした。

「くそ……！　犬が注意を引いている間に、攻撃をする！　なんという見事な連携……！」

『ふ……我はケースケの相棒じゃからな』

　スペさんナイスぅ！

　クビと胴体が分かれた魔族の経験値さんは、ぐぬぬぬと悔しそうに歯がみする。

「し、しかしまだ！　これで終わりではありませんよ！　魔蟲王四天王のなかで、私は最弱！　残り三人の……」

「蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　瞬間、カバンから無数の触手が伸びる。

　経験値さんの頭、そして胴体に絡みつく。

「うわぁああああああああああああああああああああ！」

　経験値さんはカバンの中に吸い込まれていく。

　首を斬ったら死体にカウントされたらしい。

　蠅王宝箱ベルゼビュートは生物以外何でも飲み込む！

　魔族の死体を……収納！

　触手は僕のカバンの中に、経験値を運ぶ。

　そして、完全に収納。




『聖武具のレベルが上がりました』

『能力アビリティ、幻惑を習得ラーニングしました』




　よし！

　久しぶりのレベルアップきたぁ！

　すちゃっ、と僕は着地。

「ミサカさん聞こえますか？　ミサカさん？　……だめかぁ」

『呪いを解くには、まだ聖武具のレベルを上げないといけないみたいじゃのう』

「そうだねえ……。ま、でも今まで全然レベル上がらなかったからね。一歩前進ってことで！」

　やっぱり魔族を倒すと、いい経験値になるなぁ。

「どうしたの、二人とも？」

　ディートリヒさん、そしてヘルメスさんも、なんか黙っている。

「いえなんでもありません！　見事な戦いっぷりでした！」

　と、拍手するディートリヒさん。

　一方、ヘルメスさんが首をかしげる。

「それにしても、ダズルは倒すのですね。魔蟲は倒さなかったのに」

『そういえばそうじゃの。どちらも大きな虫という点では、同じじゃ。だから、ケースケは倒さないかと思ったのじゃ』

　あはは、何言ってるんだろうか、二人とも。

「人間サイズの虫なんて、キモいじゃないですか」

『「………………」』

「それに、魔蟲のほうがかっこいいですよ。さっきの虫の魔族……名前……えっと……経験値さんはほら、虫の一部分だけしかなかったし。全然かっこよくなかったですし」

　だから、経験値さんは普通にぶっ殺した。

　だって経験値になるからね、魔族だし。

『うーむ……あわれ幻惑のダズル……。名前すら覚えてもらえんとは……』

『完全にゲーム感覚で魔族殺しててこわ……敵対しなくてよかったぁ～……』

　いつの間にか中身が入れ替わっていたヒキニートさんが、なんかビビってるのだった。
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　妖精郷アルフヘイムにて。

「勇者殿……先ほどのは、もしや魔族だったのではないでしょうか……？」

　ディートリヒさんが恐る恐る尋ねてきた。

「え、はい。そうですよ？」

　え、だからどうしたんだろう？

「魔族ぅ!?　そ、そんな……！　ありえない！」

　はえ？

　なんで驚いてるの……？

『ケースケよ。魔族は大昔、滅ぼされたって言ったじゃろう？』

「あ、そういやそうだったねー」

　すっかり忘れてたや。

　どうでもいいしね。

「どうして魔族が……？」

「あ、なんか復活してるみたいですよ。前に僕も、ダンジョンで見かけましたし、他の魔族」

「なっ……!?」

　またも驚くディートリヒさん。

　やっぱり魔族復活って、驚くことなんだね。

　一方で……。

「…………」

　ヘルメスさんは、だんまりを決め込んでいた。

『む？　おいヒキニート。何を黙っておる』

　ヘルメスさんの目の色には変化がない。

　でも、ヒキニートさんは、ヘルメスさんを通して、僕らの話を聞いてる。

　リアクションがないってことは……。

「ヒッキーさん、知ってたんですね」

『いやだれ!?』

「ヒキニートさん、略してヒッキーさん」

『ぼくのヒキニート呼びが定着してるんですが!?』

「事実じゃないですか」『事実じゃろうて』

『ぬぐぐぐぐぐぅうううう！』

　まあまあ、と僕はなだめる。

　呆然としてるディートリヒさんをよそに、ヒッキーさんが言う。

『ぼくも魔族復活については、承知していたよ』

「なんで、黙ってたんです？」

『まあ、ぼくの目的に何も関係ないからね』

　ヒッキーさんは元の世界に帰ることを、目的としている。

　それはつまり……。

「この世界のこと、どうでもいいって思ってるんですね」

『あったりまえじゃん。別にここ、ぼくの生まれ故郷でもなんでもないし。無理矢理連れてこられて、こっちは迷惑してるんだし』

「知ってるのに情報を共有しないのは、どうかなあって思いますよ」

『そ、それは……い、いや君だってそうじゃん！　知ってたじゃん！　魔族！』

　ふふふ……。

「甘いですよ。僕はちゃんと……オタクさんに魔族復活については話しました！」

『……でもディートリヒは知らなかったみたいだけど？』

　あ、たしかに。

　オタクさん→皇帝→皇女（※ディートリヒさん）と、伝言ゲームしててもおかしくないのに……。

『情報を制限しとるんじゃろ、皇帝が』

　と、頭の上のスペさんが言う。

「どういうこと？」

『魔族復活なんて、とんでもない事実じゃ。それを公表したら、世間がパニックになることは容易に想像できる』

　なるほど。

　オタクさん→皇帝、で情報が制限されてるってことか。

『オタクはケースケから、魔族のことを聞いて、即皇帝に情報を共有しておった。また、魔族についての情報収集をするため、私設部隊を動かしておったぞ』

「『そうなんだっ！』」

　ヒキニートさん同様、僕も驚く。

　そこまでやってたなんて……。

「さすがオタクさんです。ヒキニートさんも見習って」

『正直、弓の勇者のほうが異常だと思うけどねえ』

　む！

「オタクさんを馬鹿にするなぁ……！　蠅王宝箱ベルゼビュートしちゃうよっ！」

『やめてってわかったってごめんって！　ったく……君の情緒どうなってるのさ……いつもぽやんとしてるかと思ったら、魔族に対して妖怪クビ置いてけしてるし』

「オタクさんはいい人だからです。あと、魔族に対して、テンション上がったのは……」

　……。

　…………。

　………………上がったのは。

　その……。

　ミサカさんの呪いを解きたいがためで、あって。

　それ以上の他意は、ないわけで……うん。

『なんじゃケースケぇ～？』

　スペさんがニヤニヤと笑いながら、僕の頭から下りて、肩に乗ってる。

　なんだろう、ちょっと……意地悪さんな目をしてるぞ。

『どうして魔族を、あんなに躍起になって倒そうとしたんじゃぁ～？』

「ちょ、やめてよぉ～スペさん……深掘りしないでよぉう」

『もしやおぬし～……大勇者ミサカ・アイのことが……きゃー♡』

「ちょっ、ち、ちがうしぃ！　ミサカさんのことなんて、別に僕は……なんとも……」

『ぬほほほ～♡　なんじゃ惚ほれたのか？　ん？　お姉さんに言うてみ？』

　くっ！

　スペさんが……僕をめちゃくちゃからかってくる！

『……ともあれ、ぼくはこれからも、傍観者的立ち位置でいるよ。君にはあくまで情報を提供するけど、魔族とやり合うつもりはないから』

　といって、ヒキニートさんの意識が消える（※杖の勇者ヘルメス・洗せ馬ばです）。

「すみません、勇者様」

　ヘルメスさんが頭を下げてくる。

　え、なんでだろう……？

「魔族復活については……知ってました。でも……」

　ああ、何もしなかったこと、黙っていたことに、罪悪感を覚えてるんだろう。

「謝らないでください。あなたはヒキニートさんの使い魔なんでしょ？」

『あのヒキニートが黙っておれと指示したのじゃろう。使い魔は主人にさからえぬからな』

「ヒキニートさん酷い」

『ヒキニートじゃからな』

『うわぁああああああああああん！　そんなに連呼するなバカぁああああああああああ！』

　あ、聞いてたんだ。

　ややあって。

「勇者殿……！　やはりすごいな！」

　歩いてると、ディートリヒさんがキラキラした目を向けてくる。

「勇者殿の旅の目的がこれで判明したな！」

「え、ミサカさんのこと……」

「復活した魔のものたちを、人知れず倒す……流浪の旅をなさってるのだなっ！」

　はえー。カスリもしてない。

「一人で旅してる理由もわかったぞっ！　魔族は強力だ。戦いに巻き込んでしまわぬよう、ひとりで……！　きゃぁあああ♡　なんてカッコいい！　なんと美しい自己犠牲の精神んん！」

　……なんか勝手に勘違いされてる～。

　僕はただ、経験値を稼いでミサカさんを解放したいだけなんだけどなぁ。

「えと……ディートリヒさん。このことは……内密に」

　おおっぴらに言うと、皇帝とオタクさんに迷惑かかるだろうからね。

　だから、黙ってて。

「くっ……！　このディートリヒ、感動しました！」

　ええー……なぁんでぇ？

　ま、いっか。

「ところで、スペさんや。どうして魔族はこんなとこにいたんだろ？」

『思うに、魔蟲の卵とやらを守護しておったのかもな』

「どうして？」

『パシリ竜が逃げ出す程度には、魔蟲の卵とやらは脅威みたいじゃからの。それを使って、悪さでもするつもりだったのではないかの？』

　悪いことするなんて、悪い人だなぁ。

　それにしても、魔蟲の卵は脅威……か。

　脅威ってことは、すごく強い、あるいは、ヤバいってことだよね。

　っていうことは、収納すれば……聖武具のレベル、結構上がるかも！

「卵のもとへ急ぎましょう」

「きゃあああああああああああああああああああああああ♡」

　え、え、なに……？

　ディートリヒさん、また悲鳴上げてる……。

『ケースケ、恐らく魔族はまだいると思うぞ』

「なにぃ！　ほんとかいスペさんっ！」

『うむ。幻惑のやつも言っておったが、あと三体は、この森に魔族がいるみたいじゃな』

「うぉおおおおお！　やるぞぉおおおおおおおおおおお！」

　倒して経験値ゲットだ！

　早く魔族出てこないかなぁ！

「待てぇい！」

　そのとき、頭上から何かが降ってきた。

　ずずぅううううううううううううううううううううううん！

　……目の前には、黒いボディの、二メートルくらいの男が立っている。

　頭上から、仁王立ちスタイルで落ちてきたみたい。

　黒光りしており、頭からは二本の触角。

　翅を生やし、そして筋骨隆々。

　この蟲むしっぽい、けど人間っぽいフォルム……。

　見覚えがあるぞ！

「経験値さんのお仲間ですねっ！」

「違う……！」

　あれ、違うんだ。

「我は魔蟲王四天王がひとり！　【断頭台のギロチン】様だぁ……！」

　断頭台の……ギロチン？

「やっぱり経験値さんの仲間じゃないですかっ！」

「だから誰だ、経験値とは!?」

　げん……げんわ……幻惑の……ええい、経験値さんだっ。

『ケースケよ。こやつは……魔族じゃ』

「魔族……！！！！！！！！」

　うぉおおおおおおおおおおおお！

　経験値きたぁ……！

『幻惑のダズルを倒したくらいで、調子に乗るなよ小僧。やつは魔蟲王四天王の中でも最弱。人間に負けるなんて、四天王の恥……！　だが我は……』

「そんなのいいですからよぅ……」

　僕はカバンから、勇者の短剣を取り出す。

「御託はいいですから、かかってきてくださいよぅ。そのクビ、置いてってくださいよぉう。ねえ、クビ置いてってよぅ！」

『いやだから、情緒どうなってるの君……？』

　ヒキニートが何か言っていたけど無視！

　僕は……断頭台のギロチンと、戦うことになったのだった！
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　僕の前に現れた、魔族さんの見た目は、人間サイズのクワガタムシだ。

　人間っぽい見た目だけど、頭から二本のツノ、そして背中からは翅。

　全体的に黒光りしてる、マッチョなおっさん。

「ふぅうううううううううううううううううううううううううううう」

　経験値さんが、僕を見て深くため息をついた。

「やめだ。興が冷めた」

「？　どういうこと？」

　びっ！

　経験値さんが、僕に指を向ける。

「貴様は……弱い。我よりも、圧倒的に弱い。ふぅ……やれやれ。ダズルを殺やった相手と聞いて、少しは骨のあるやつが来たのかと期待したのだが。こんな弱いやつとは思わなかったぞ」

「はぁ……何をもって僕を弱いとか言っちゃってるんですか？」

　もう首斬っていいかなっ？

　早く経験値欲しいんだけどっ。

「その、魔力量だ」

「はい……？　魔力量が、なんですって？」

「ふぅうううう。無知、あまりに、無知……」

「スペさん教えて」

『うむ。魔族はな、魔力量で相手の強さを測るのだ』

「魔力量で？　じゃあ、魔力が少ないと、相手が弱いって思ってるの？」

『そうじゃ』

　え、魔力で何がわかるっていうんだろう……。

「ガキ、貴様の魔力量は……ほぼゼロに等しい。雀すずめの涙程度の魔力しかない。よって貴様は弱い」

　んんぅ？

　魔力がほぼゼロ……？

　おっかしいなぁ……。

「ねえ、スペさんおかしくない？　僕の魔力ってゼロになってるはずじゃ？」

『ふふふ、それはのぅ……』

　スペさんが気持ちよく、解説しようとしたところに……。

　カランッ……！

　僕の前にナイフが落ちていた。

「なんです、このナイフ」

「我からの慈悲だ」

　どうやら、経験値さんが、僕の足下にナイフを投げてきたみたい。

「はぁ……慈悲……？」

「そうだ。おい人間のガキ……そのナイフで、自害しろ」

　え、自殺しろってこと？

　僕と、肩に乗ってるスペさん、目を見合わす。

　お互い首をかしげる。

「貴様が我と戦えば、死ぬよりも辛い苦しみを味わうことになる。そんなのは嫌だろう？　我もこんな雑魚の血で拳を穢けがしたくない。ゆえに、そのナイフを使わせてやるから、自分で死ね」

「『…………』」

　僕とスペさん、目を見合わせ、首をかしげる。

　一方……。

「ま、まま、待て……！　お、おまえの……相手は……こ、ここ……この、わ、私だぁ……！」

　ずっと黙って震えていたディートリヒさんが、銃を手に持って言う。

　カタカタカタカタ……と銃身がぶれまくっていた。

「ふっ……」

　と魔族が笑う。

「女のほうが気骨があるではないか。それに比べて……だらしない。なんとだらしないのだ、小僧。女に守られて、男として恥ずかしくないのか？」

　別に恥ずかしいなんて思わない。

　地球にいるときは、姉ちゃんが僕を守ってくれていた。

　女とか、男とか、関係ないと思う。狭い価値観の人だなぁ、この経験値。

「だ、だ、だま……黙れ！　勇者様は……私が守……」

　ディートリヒさんが銃を発砲しようとした。

　キンッ……！

　しかし銃身が、一瞬にして切断された。

　もちろん僕は目で追えていた。

「な、なんだ!?　銃身がいつの間にか真っ二つに!?　なにをされたのだぁ……!?」

　ディートリヒさんが震えてる。

「ふっ……我が能力、【断頭台】よ。この無敵の能力があれば、貴様の首も、その銃のように……ぼとり、だ」

「あ、あああ……あ……」

　震えるディートリヒさん。

　もういいかな？

「下がってて、ディートリヒさん。ヘルメスさんのところまで」

　僕のずっと後ろに、ヘルメスさんボディの、ヒキニートさんがいる。

『杖の勇者め……一人だけ逃げよって……』

　スペさんがあきれたように言う。

　ヒキニートさんがクズなのは、今に始まったわけじゃないので、別段驚かない。

「す、すみませぬ……」

　ディートリヒさんが下がっていく。

　あとには僕と、スペさん。

　そして経験値さんだけが残される。

「さぁ、小僧、そのナイフで自害しろ。でなければ……我の異能で、貴様に教えてやろう」

「何を？」

「世の中には、死ぬことよりも辛いことなんて、たくさんあるっていうことなぁ……わ───はっはっは！」

　何笑ってんだろう。

　はあ、もういいや。やっちゃおう。

「なんだ、戦うつもりか？　そんな魔力量でぇ？」

「てい」

　僕はちょっとむかついたので、自分に嵌めてる【蠅王の腕輪】を外した。

　僕の魔力を喰らう、制御腕輪を外した瞬間……。

「オロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ！」

　と、経験値さんが、ゲロ吐いたのだ。

　うげえ、きちゃなぁい。

「な、なんだ……？　断頭台のギロチンが、急に吐き出した……だと……？」

　ディートリヒさんは驚いてる。

　僕も正直、何が起きてるのかさっぱりわからない。

「あのぉ、どうしたんですか？」

「無理ぃ……！」

「え？」

　経験値さん、大泣きしながら、首を振る。

「無理無理無理ぃ……！　わたしもぉ無理ぃいいいいいいいい！」

　ふっふっふ、とスペさんが笑う。

『相手が悪かったの。断頭台のギロチンよ。貴様が相手してるのは、魔力を完全にゼロにする蠅王の腕輪を身に着け、それでも、魔力量が漏れ出るほどの、相手だぞ？』

　どやぁ……と得意マンフェイスのスペさん（女子だからウーマン？）。

「おたすけぇええええええ！　おたすけくださいぃいいいいいいいいい！　どうかぁあああああああああああ！」

「てい」

　僕は、ギロチンから投げられた、ナイフを投げ返した。

　カラン。

「あ、あのぉ……？　これは……？」

「経験値さん、自害してくださ──」「ハイ喜んでぇええええええええええええ！」

　ギロチンさんがナイフを、自分の首につきつけ……。

　ザシュッ……！

　ぼとっ！

「自殺しちゃった……こわぁ……」

『ま、当然の結果じゃろうて』

「そうなの？」

『うむ。ケースケと戦っても、苦しい死を味わうだけだからのぅ。賢明な魔族じゃ』

　そうかなぁ。

　だいぶバカな気がするんだけど。相手の力量を見誤って、自死しろとか言ってくるし。

　ま、いっか！

　経験値さえもらえれば！

「蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　カバンから黒い触手が伸びる。

　経験値さんの経験値を触手が回収して、僕のカバンに入り、経験値となる。




『聖武具のレベルが上がりました』

『聖武具のレベルが上がりました』

『能力アビリティ【断頭台】を習得ラーニングしました』




　おっしゃ……！

「一気にレベルが、２も上がったぞぉう！」

『ぬはは、よかったのぅ。これで愛いとしの大勇者の封印解除に、近づいたのぅ』

「ちょ、やめろし～♡　からかうなし～♡」

『ほれほれ、好きなんじゃおぉ？　なあ、なあ、ミサカのこと好きなんじゃろぉ？』

　あはは、うふふ……と笑い合う僕たち。

『クレイジーだ……首を集めて笑ってやがる……』

　ヒキニートさんが何か言っていた。

「なんですか？」

『なんでもないっす！』

　暇なのかな？

「な、なにが起きたのだ……？」

　ディートリヒさんが困惑顔。

「急に魔族が勇者殿に怯えだしたと思ったら、自殺した……？　一体どうして……？」
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　その日の夜。

　今日は森の中で野営だ。

　■ハコ庭ニワスキルがあるおかげで、どこだろうと快適に野営できるんだ。

　■ハコ庭ニワ内に設置された、小屋の中にて。

『ふぅう～……ケースケ、今日のご飯も最高じゃったぁ♡　この、インスタントラーメンってやつは、美味いな！』

　ちょっと今日は運動しすぎて、疲れちゃったから、即席麺でラーメンを作ったのだ。

『こんなに美味い麺は初めてじゃぁ～♡　ケースケと一緒にいると美味いもんたらふく食べられて、はっぴーはっぴーじゃぁ～♡』

　テーブルの上で、お腹ぽっこりスペさんが、満足げにつぶやく。

　ヘルメスさん（ヒキニートさん）も、インスタント麺を「んめっ、んめっ」とずるずる食べてた。

　こちらも満足そう。

　でも……約一名、ずっと暗い顔をしてる人がいる。

「どうしたんですか、ディートリヒさん？　ラーメン、お口に合いませんでした？」

　僕がそう尋ねると、ディートリヒさんは慌てて首を振る。

「大変美味しかった……こんな美味しい麺類、初めてだ」

『ふむ……ならば、なぜそんなシケた顔をしておるのじゃ。美味しいご飯を作ってくれたケースケに、失礼じゃろうがっ』

　ぷんすこ、とスペさんが怒る。

　まあまあ、と僕はスペさんのぽっこりお腹をなでた。

　ディートリヒさんは何かを言いかけて、そして言う。

「カバンの勇者殿……！　どうか……私をあなた様の弟子にしてください！」

　な、なんだろう……急に……？

「どうして弟子になりたいだなんて、急に言い出したんです？」

　すると実に悔しそうな表情で、ディートリヒさんが内情を吐露した。

「私は……勇者殿を無事目的地に届ける役割を与えられて、ここにおります。ですが！　私は……ここまでずぅっと足手まとい！」

『たしかに。おぬし基本ケースケに驚くか、相手に怯えるか、ケースケに感心するしかしてないし。正直なんでついてきたんじゃろう、ってずっと思っておったわ』

　あーあ、スペさん、言っちゃったぁ。

　まあディートリヒさんは、ほんとに何もしてない。

　ただついてきてるだけだ。

「このままではいけないと、わかってます。だから、強くなりたいのです！　どうか、カバンの勇者殿のように、強く、していただけないでしょうか！」

　強く、ねえ……。

　う～～～～～～～～～～～ん。

「お願いします……！　どうか!!」

　必死に訴えるディートリヒさん。

　こんなに必至に頼んできているのだ。断ることは、できない。だって真剣なんだもんね。

「いいですよ」

「ほんとかっ？」

「はい」

　彼女をひとりで帰らせて、途中で死んでしまったら、困る。

　彼女に僕を道案内するよう頼んだのは他でもない、大親友のオタクさんだ。

　僕がここでディートリヒさんをなんもせず帰らせて、ケガなんてさせたら、オタクさんの顔に泥を塗ってしまう。

　一緒についてくるにしても、彼女が弱いままだと、ケガして、それもまたオタクさんに悪い。

　なので、僕は彼女の望み通り、彼女を鍛えて強くしてあげることにした。

「お手軽に強くするなら……手料理かなぁ」

「料理？」

「はい。僕の手料理には、バフ効果が…………ってあれ？」

　そうだ……。

「ディートリヒさん、僕の手料理食べてましたよね？　しょうが焼き」

　さっきの即席麺は手料理じゃないから、ノーカンだとしても。

　しょうが焼き……この人食べていた。

「強くなってるはずじゃ……？」

　でも、彼女は経験値（※←魔族です）二体に、普通にビビってた。

　しょうが焼き食べて強くなってるのだとしたら、オカシイ。

『ケースケ、この女……先天性の魔力欠乏症を抱えておるようじゃぞ』

「まりょく……けつぼーしょー？」

　なんじゃそりゃ？

『この世界独自の病気じゃ。魔力を外部から取り込んでも、体に吸収できないという病気じゃ』

　なるほど、だからしょうが焼きを食べても、だめだったんだ。

　体の中に魔力が貯まらないってことなんだもんね。

「治らないの？」

『うむ。病気と言っても、体質に近いからの』

　生まれつきの体質（＝病気じゃない）じゃ、救急ファーストエイド■ボックスで治せないなぁ。

　う～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん……。

「体質改善……デトックス……。そうだっ！」

　僕は、とあることを思いついた。

「皆さん、ここで待っててください！　ちょっと準備してきますのでー！」

　僕は■ハコ庭ニワから出ていく。

【とあるもの】を、取り寄せカバンで、地球から取り寄せた。

　ややあって。

「準備できましたので、外に出てください！」

　スペさん、ディートリヒさん、そして……ヘルメスさんが続く。

　そこは、森の中。夜の妖精郷アルフヘイム。

　僕らの目の前には……。

「「『なんだこりゃぁ……!?』」」

　みんな驚いてる驚いてる。

　まあ、この世界にはないものだもんね。

「勇者様。これはもしや……テント、ですか……？」

　ヘルメスさんが恐る恐る尋ねてくる。

　地球人と知り合いだから、テントは知ってるんだろう。

「な、なるほど……言われてみると、天幕に見えなくないな」

　とディートリヒさん。

　あ、テントはなくても、天幕はあるんだね。

「そう、でもこれだけじゃなくて、ここからが……すごいんです！」

　僕はテントのジッパーを下げる。

　むわ……！

『な、なんじゃ……？　テントの中から、熱気がむわぁっと……』

　スペさんが首をかしげてる。ふふ……。

「これは……【テントサウナ】、です！」

「「『テントサウナ……？』」」

　異世界人の皆さんは知らないようだ。

　そりゃそうだ。

「勇者殿。な、なんなのだテントサウナとは……？」

「見てのとおり、テントを張って、その中でサウナを楽しむグッズです」

　今ネット通販でも普通に、テントサウナ売ってるんだよね。

　それを地球から取り寄せたのだ。

『サウナぁ～～～～～～？　はぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～』

　スペさんが、ちょーがっかりしていた。

　おや、どうしたんだろう。

　スペさんって、僕の出したものに、いつも感激してたのに。

　今回のはなんだか、お気に召さない様子。

『我はなぁ～……お風呂が好きなんじゃ』

「あら、意外」

　犬はお風呂苦手だと思ってた。

『風呂はいい。命の洗濯じゃ』

「ふーん……お風呂好きだから、サウナは微妙ってこと？」

　てかそもそも、サウナってあるんだ、この世界……。

『サウナなんて、ハンッ。ただ蒸し暑いだけじゃないか。ケースケを否定したいつもりはないが……今回はちょっと、【スペＰ】マイナスじゃ』

『なんだよスペＰって……』

　と、ヒキニートさんがツッコむ。

　もうすっかりツッコミ役になってるね、この人。

『高慢の魔王スペルヴィアを、喜ばせることで得られるポイントじゃ』

『なるほど』

『ちなみにケースケは今、五兆ポイント持ってる』

『もうカンストしてんだろそれ！　これ以上Ｐもらってどうすんだよ！』

　ヒキニートさん、ツッコむのお上手ですね。

　働いてないくせに。

「ゆ、勇者殿……これがサウナであるのはわかったのですが。これに入ることと、私を強くすることと、一体どういうつながりが……？」

「まあまあ、だまされたと思って、ちょっとサウナに入ってみてくださいよ」

　うーん、と半信半疑そうな、ディートリヒさん。

『ま、仕方ない。ケースケの頼みじゃ。ちょこっと入ってやるかな』

　スペさん優しい。

　全裸で入るわけにもいかなかったので、僕は異世界から水着を取り出す。

「ど、どうだろうか……勇者殿……？」

　ディートリヒさんが、赤いビキニ水着を着ていた。

　わ、え、エッチ……。

　おっぱい結構おっきいなぁ。

「勇者様……その……恥ずかしいです……」

　ヘルメスさんは、パレオを巻いた、水着姿だ。

　こちらも……おっきぃ。

「うわはは、ちっさいのぉ、おぬしら！」

　でぇん！　と爆乳の美女が、現れる……！

「だれ？」

「高慢の魔王スペルヴィア、人間形態じゃ」

　あー！　久しぶりぃ！

　ずっとスペさん子犬姿だったけど、そうだった。

　この人、人間にもなれるんだったねぇ！

「なんで人間姿なの？」

「毛皮があると汗かいたときにむれちゃうからの。あんまりこの姿好かんがの」

　スペさんは金色のゴージャスなビキニだ。

　しかも結構……え、えぐい……。

　股の付け根とか。あとおっぱいとか……。

「なんじゃ、好きな子おるのに、お姉さんに見とれちゃってよいのかぁ？」

「うう、スペさんのいじわるっ」

　ちなみに僕も水着に着替えている。

「じゃ、サウナにれっつらごーです！」

　大きめのテントサウナだ。

　ジッパーを開けて中に入る。

　椅子が置かれてる。

　そして、暖炉も。

　むわ……と暑い室内に、僕らは座る。

「はー。あついのぅ。むしあついのは苦手じゃあ。もう出ていい？」

　スペさんがすぐ出て行こうとする。

「だめだよ、スペさん。もっと我慢しないと」

「えー。肌べたべたするぅ～。やっぱりサウナは嫌じゃぁ～」

　まだまだ。

　僕は、カバンから【それ】入りの瓶を取り出す。

　そして、暖炉に水をかける。

　ジュゥウウウウウウウウウウウウウウウウ！

「うわっぷ！　蒸気がヤバいのじゃ！　暑いのじゃぁ！」

「不思議な匂いのする、水ですね……？」

　とヘルメスさん。

　ふふふ、でしょう？

「うーうー、なんだか頭がもーろーとしてきたのじゃあ～」

「じゃあ、外に出ましょうか」

　ばびゅんっ！　とスペさんが外に出る。

　で、気づく。

「な、なんじゃこりゃ!?」

　テントを出た先にあったのは……。

「プール？」

「水風呂です！」

　子供用のプールに、水を入れたものを、あらかじめ用意しておいたのだ。

「水風呂ぉ？」

「はい。さあさあ、こっち入って」

「えー……？」

　と言いつつ、スペさんたちは大人しく、ちゃぽんする。

「ほわぁ……これは……なんじゃ……なんか……ちょうどいい……」

　スペさんがとろけた顔になってる。

　ふふ……。落ちかけてるね……。

「はい次もういっかい、テント入って～」

「またかの？」

　というのを何度か繰り返す。

　そして……。

「さ、仕上げです。椅子に座ってください」

　と、地球から取り寄せたサウナ用の椅子を、テントの隣に置く。

　スペさんは椅子に座る。

　外気が体温を下げる。

「お、お、おおぉお!?」

　スペさんが体をびくびくさせて……。

「ふぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～♡」

　甘い声を上げるスペさん。

「にゃにこれぇ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～♡　なんか、きもちぇええええええ～～～～～～♡」

　ふふ……。

「これが……【ととのう】です！」

「ととにょうう～？」

「サウナに出たり入ったりしてると、こうして……気持ちよくなる……この現象を、ととのうというんです！」

　異世界人の皆さんは、このサウナでととのうっていう概念がなかったんだろう。

　でも、現代人の僕は知ってる。

　サウナでととのうことができると！

「ふんあぁ～～～～～～～～♡　ヤバいぃ～～～～～～～♡　からだとけちゃうぅ～～～～～♡」

　スペさんが奇声を発する。

「これは……きもちいいなぁ～……♡」

　とディートリヒさん。

「外気が心地よいです……」

　とヘルメスさん。

「ふにゃぁ～～～～～～～～♡　んにゃぁ～～～～～～～～～♡」

　とスペさんが一番気持ちよさそうにしていた。
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　ふっふっふ、サウナ沼にはまったようだね。

「しかし……勇者様。サウナに入って、一体何がしたかったのでしょう……？」

　ヘルメスさんは気づいてない様子。

「まあ、明日、魔物と戦ったときに、わかると思いますよ。僕が何をしたのかって」

　ネクスト、啓介ず、ヒント！

　魔神水！





☆






　サウナでととのった、翌日。

　魔蟲の卵へ向かっている最中のことだった。

「おみゃーら！　とまるにゃぁ！」

　がささっ！

　と樹上から何かが落ちてきて……途中で制止してきた。

　にゃぁ？

　猫かな……？

「ここを通すわけには、いかないのにゃー！」

「うげええ……クモだぁ……」

　僕らの前にいるのは、でっかいクモ。

　人間サイズの大きさ。

　体は黄色で、毒々しい模様が体表に浮かんでいる。

　お尻からは糸が伸びて、それで宙づりになっていた。

　うわぁ……クモ……ぐろぉ……。

「にゃーは、魔蟲王四天王がひとり！　【操そう糸しのマリオネット】だにゃー！　」

　あー……経験値だ（※魔族です）。

　意味がかぶってるから、わかった。

　てゆーか、魔族ってなんでみんな、頭痛が痛いみたいな名前つけるんだろうか。

　バカなのかな……？

『ケースケよ、テンションが低いの』

　僕の頭の上でスペさんが言う。

「うん……だってクモ、そんな好きじゃないし……かっこよくないし……デカい虫なんて気持ち悪いだけだしね」

『それ言うなら、今までの敵だいたいそうじゃないのかい……？』

　ヒキニートさんが突っ込んだけど、僕は無視する。

「で、経験値さんが何の用ですか？」

「にゃー！　経験値じゃないにゃぁ！　にゃーはおみゃーらを、殺しに来たのにゃー！」

　操糸の……えと……なんだっけ？

　ああ、クモがなんかほざいていた。

　殺しに来たっていうことは、バトル、かぁ……。

「テンション上がらない……」

　経験値が手に入れば、レベルアップして、ミサカさんが外に出れるようになるっていうのに。

　相手がちょっと……ねえ……。

『ケースケ、やる気が出ないのじゃな。しかたない、ここは高慢の魔王が久しぶりに……』

　バッ……！　と手を上げて、スペさんが言う。

「ここは、私に任せてはくれないだろうか、お二人とも」

「ディートリヒさん……」

　彼女は、今までにないくらい、自信に満ちた顔をしてる。

　経験値を前に（※魔族です）、怯えるようなことはもうない。

　その凜りん然ぜんとしたまなざしは、敵であるクモに向いている。

「勇者殿に鍛えてもらったこの力、そして……いただいた【これ】を、試す良い機会だと思いまして」

　ディートリヒさんの腰には、二本の剣が差してある。

　僕が鎚ハンマーの勇者さんの聖武具で作った剣だ。

　彼女は新しい力を使ってみたいらしい。

「いいですよ。お任せします」

　テンション上がらないので。

『ケースケよ。我の毛皮を貸してやろう。我をきゅーっと、抱っこするといいぞ？』

「じゃ、遠慮なく。きゅ～」

　ふわふわすべすべのスペさんの毛皮を、ぎゅっと抱きしめる。

　ふわ……♡　少し、優しい気持ちになった。

　晴れた日に、よく干した毛布みたいな、肌触り。それにイイ匂い。

　思わず柔軟剤使ってる？　って聞きたくなるレベルだ。

「にゃぁ？　なんだ、ダズルとギロチンをやった坊主は、戦わないのにゃー？」

「貴様なんぞ、私で十分だ！　勇者様が戦うまでもない！」

「にゃはは！　言うでにゃーか！　威勢の良い女は嫌いじゃないにゃぁ～……悲鳴を上げる姿が、今から楽しみでしょうがないにゃ」

　僕とスペさんは、ちょこっと離れたところに、レジャーシートを敷いて座る。

　取り寄せカバンからコーラと、スナック菓子を出す。

『うほぉお～！　コーラぁ！　ポテチぃいいいいいいいいい！』

　ヘルメスさんから、ヒキニートさんにチェンジしたらしい。

　ヒキニートさんは僕の隣に座って、ポテチをガサガサ漁り、食べる。

　この人も戦わないみたい。

　僕もスペさんと観戦だ。

「にゃあ……いくぞ、人間」

「こい……！　魔族！」

　にぃ……とクモが笑う。

「と言っても、もうおまえはお仕舞いだにゃー？」

「なにっ？」

　ガサガサガサ……！

「私の体に、ボール大のクモの群れがっ？」

「にゃははは！　それはにゃーの子供にゃ！　子グモたちよ！　そいつを食い散らかしてやるにゃ～！」

　おっとぉ。

　子グモに囲まれたぞ、ディートリヒさん。

　そして、体をクモだらけにしてしまう。

　うわぁ～……キモいぃ……。戦わなくて良かったぁ。

『ばりばり……ううむ、あの子グモ、一匹が飛竜ワイバーン程度の力を……もぐもぐ……持ってるようじゃのぅ』

『げ！　マジか……ばりばり……むしゃむしゃ……じゃああの女、Ｂランクの飛竜の群れに、体をむさぼられてるってことじゃん……終わったね……むしゃむしゃ』

　戦いをおつまみに、ポテチをむさぼるスペさん＆ヒキニートさん。

　よくあんなグロ映像見ながら、もの食べられるなぁ～。

「にゃはは！　呆あっ気けないにゃぁ～！　所詮人間は劣等種。魔族さまには勝てないのにゃぁ～～～～！」

　ザンッ……！

　ぼたっ！

「にゃ？」

　ぼたっ、ぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼた！

「にゃにゃー!?　子グモどもが、全員バラバラになったのにゃー!?」

　ディートリヒさんが、無傷で立っていた。

　手には剣を持っている。刃の先端からは、青い血がぽたぽた……と垂れていた。

「一体何をしたんだにゃ!?」

「え、ディートリヒさんが剣で、クモを全部叩っ斬っただけだよ？　見えてなかったの？」

「にゃにぃい!?」

　どうやらあの魔族、目が悪いらしい。

　ディートリヒさんはただ、そこそこの速さで、クモを叩っ斬っていただけなのにね。

「この程度で私を殺せると思うなよ、魔族……！」

「ち、ちくしょぉ！　行けぇ！　クモどもぉおおおおおおおお！」

　先ほどよりも多くのクモが、ディートリヒさんに押し寄せてくる。

「すぅ～……はぁああああああああああああああ！」

　ダンッ……！

　シュババババババババババッ！

『なにあれ、はやぁ……！　皇女のやつ、すごい速さで敵を斬りつけながら、マリオネットに近づいてるじゃん』

『なかなかの速度じゃな。ま、我とケースケには劣るがな』

　ぼりぼり……むしゃむしゃ……と、ポテチとコーラをむさぼる二人。

　僕も一緒に観戦。

「ど、どうなってるにゃ!?　下等なはずの人間が、どうしてこんなに強くなっている!?」

「強くなったのさ……カバンの勇者殿のおかげで！」

「にゃにぃいい!?　勇者に鍛えられたというのかぁ!?」

「そうだっ！」「違います」もしゃもしゃ。

「どっちにゃんだぁ……!?」

　困惑する魔族に向かって、ディートリヒさんがジャンプ。

「なんという跳躍力！」

「ぜやぁああああああああああああ！」

　ザシュッ……！

「にゃあ……！　くそ……なんてパワー！　人間のそれじゃにゃい！　これが……勇者の修行の成果にゃのか!?」

「そうだ！」「違いますが？」

「だからどっち!?」

　左手でスペさんのお腹をさすりながら、右手でポテチを食べつつ、言う。

「僕がやったのは、ディートリヒさんの体質を改善しただけですよ」

「体質改善……!?」

「はい。ディートリヒさんは魔力欠乏症でした。だから、いくら魔力を取り込もうとしても無駄だった。そこで……僕は魔神水に目をつけたのです」

　魔神水は超高濃度の魔力が、凝縮して作られたものだ。

　それを飲めば、高濃度魔力を取り込んだのと同じとなる。

　そして……。

「サウナの暖炉にも、魔神水をかけました。体の内外から、高濃度魔力を摂取させ続けたんです」

　魔神水は、ケガ、病気に効く。

　そんな体に良い水をいっぱい飲んで、いっぱい汗かいて……。それを繰り返すうちに、体質が改善。

　結果、取り込んだ大量の魔力を、外に漏らすことなく、ああしてすべて力に変えられてるってわけ。

『テントサウナとかいきなりやり出して、頭おかしくなったのかと思ったけど、ちゃんと考えてたんだね』

　とヒキニートさん。

『ケースケが頭オカシイときなんて一度もなかったのじゃ。かみ殺すぞ杖の勇者ぁ……！』

　しゃー！　とスペさんが牙を剝く。

　僕はスペさんのお腹をなでて、なだめる。

『しかしどうしてサウナじゃったのだ？　魔神水をただ飲み続ければ良かったのでは？』

「うちの姉ちゃんも僕も、サウナ大好きでさ。サウナは健康にもいいらしいから、入ればなおるかなって」

『なるほどのぅ』

　ディートリヒさんが追撃を仕掛けようとする。

「くらえ……！」

　びんっ！

「なっ!?　か、体が……動かない！　だと!?」

「にゃはは！　ひっかかったぁ～。自分の体をよく見るにゃ！」

　あ、ディートリヒさんの体に、無数の糸が絡みついてる～。

「くそ！　なんだ、何が起きてるんだ!?」

　え、だから体に糸がまとわりついてるんだってば。

「にゃははは！　見えないかにゃー！　それは残念だにゃー！」

　えぇー……なにこれコント？

「あの経験値から、糸が伸びて、ディートリヒさんを動けなくしてるだけじゃないの？」

「「なっ!?」」

　え、なんでディートリヒさんだけじゃなくて、経験値のクモさんまで驚いてるんだろう……？

「し、信じられないにゃ……にゃーの糸は顕微鏡を使ってようやく見えるかレベルの、超極細！　しかし強きょう靱じん、という糸にゃのに！」

「そうなんですね。まあでも見えてますので」

「くっ……！　し、しかしにゃ！　おまえがいくら見えてようと、糸で捕縛されてるそこの女が、動けないことには……」

　ふぅう……はぁ……とディートリヒさんが呼吸をする。

「術式……解放！」

　ボッ……！

「糸が燃えて……にゃぁああああああああああああああああ！」

　突如として、魔族の体が燃えだしたのだ。

　よく見ると、彼の体にまきついてる糸……その先に、ディートリヒさんがいる。

　そして……ディートリヒさんの持つ剣の刀身が、燃えていた。

『へえ……火の魔道具なんて持ってたんだ、あの皇女様』

『昨日ケースケが、勇者の鎚ハンマーを使って、炎の剣を作ってやってたのじゃ』

　ディートリヒさんをサウナで強化したあと、彼女の使う剣までこさえたのだ。

　鎚ハンマーの勇者さんが持っていた、レア鉱石を使って、かつーん！　ってね。

「勇者殿からもらった炎の剣の威力を、とくと見よ！　うぉおおおおおおおおおおおおお！」

　ディートリヒさんが経験値さんに向かって走る。

　経験値さんは焦って、糸を体中から出し、ディートリヒさんを攻撃。

　けれど彼女は燃える剣を振り回し、糸を燃やしきる。

　そして……。

　タンッ……！

「聖剣技【日ひ車ぐるま】ぁ！」

　超速で横回転しながら、ディートリヒさんが、経験値さんの体をぶった斬る。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　苦く悶もんの表情を浮かべながら、クモが叫ぶ。

『聖剣技じゃん！　あの皇女様、大勇者の剣術使えたの？』

『これも、ケースケが教えたのじゃ』

『はえー……すごいね。啓介くんコーチの才能あるよ。それだけでメシ食えるかも』

　まあ、何はともあれ……。

　ディートリヒさんが、魔族を撃破。

「はあ……はあ……か、かったぁ～……！　勝ちましたよ、勇者殿！」

　その場に崩れ落ちるディートリヒさん。

　どうやら結構力使ったみたいだね。

「おつかれぇ～……って、あ」

　僕の目は、捉えていた。

　死んだはずのクモの魔族が、むくりと立ち上がったことに。

　その手足に、糸が絡みついていた。

　頭上には、なんか、凶悪そうなシルエットのモンスター？　悪魔？　が出現してる。

　悪魔から糸が伸びて、クモの魔族の体を動かしていた。

「あのぉ、危ないですよぉ？」

「え？」

　ディートリヒさんは反応できてない。

　死んだはずのクモの魔族が、ディートリヒさんに飛びかかる。

　僕は彼女をとっさに、突き飛ばす。

　ザシュッ……！

「勇者殿!?」『ケースケっ！』

　僕の右腕が宙を舞う。

　いってぇ……けど。

「救急ファーストエイド■ボックス！」

　瞬間、僕のカバンの蓋が開いて、そこからエッチな格好の天使のお姉さんが出てくる。

　お姉さんが僕に息を吹きかけると……。

　にゅきっ！

「腕が生えた!?」

　驚くディートリヒさん。

「じゃ、ディートリヒさんの訓練も終わったし。おつかれ～！」

　僕はカバンから聖武具の短剣を取り出して……。

「そぉい！」

　ズッバァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！

　僕の放った一撃が、クモの魔族の体をぶっ飛ばす。

　残ったのは……経験値クビ！

　それを蠅王宝箱ベルゼビュートに回収！




『聖武具のレベルが上がりました』

『聖武具のレベルが上がりました』

『能力アビリティ【操糸】を習得ラーニングしました』




　よっしゃ～。経験値とったりぃ～！

「……やはり、勇者殿はすごい。少し強くなった気でいたが、まだまだこのお方には敵わなかった……！」

　キラキラした目を、ディートリヒさんが僕に向けてくる。

「これからも、精進します。勇者殿！」

「あ、はい。がんば～」

　そんな僕らを見て、ヒキニートさんが一言。

『いや、君らそろってヤバすぎるだろ!?』




　僕ら三人＋スペさんは妖精郷アルフヘイムの奥へと進んでいってる。

「さっきのクモの経験値、四天王とか言ってたね」

　てくてく歩きながら、僕はスペさんと雑談する。

『そうじゃの。ダズルを含め現在、三体を討伐した。ということは、残りは一体……じゃな』

「勇者殿のお手を煩わせるほどではございません！　勇者殿の一番弟子である、このディートリヒめが、必ず、絶対！　討伐してみせますっ！」

　いつの間にディートリヒさん、僕の弟子になったんだろうか……？

　不思議だ。

『む！』

　そのとき、スペさんが明後日あさっての方向を、見やる。

「どうしたの？　スペさん」

『ケースケよ、勇者の気配じゃ』

「！　それって……もしかして……廃棄勇者？」

　廃棄勇者とは……。

　僕のように、異世界から呼び出され、捨てられた勇者のことだ。

　スペさんのいたダンジョンには、何人もの廃棄勇者がいた。

「なんだか久しぶりだね」

『そうじゃの……しかし、この気配は……』

「どうしたの？」

『うーん……なんか妙な気配が……生きてるんだか、死んでるんだか……』

　スペさんがなんだか煮え切らないことを言う。

　まあでも。

「廃棄勇者さんの遺体があるかもなんだよね？　じゃあ、回収してあげないと！」

　この世界に来て、家に帰ることができず、知らない場所で息絶える……。

　そんなの、可哀想だもんね。

　だから、僕はできるだけ、勇者の遺体を回収したいと思ってる。

　もう家に帰ることはできなくても、遺体を地球に帰してあげることは、できるかもだし。

　解呪待ってるミサカさんには悪いけど、ちょっと寄り道させてもらおう。

「スペさん、勇者の遺体（仮）の場所まで、案内して！」

『合点承知じゃ』

　ということで、僕はスペさんに案内してもらうことに。

　森を進んでいくと、洞窟を発見。

「大きな洞窟ですね」

　ヘルメスさんが感心しながら言う。

『この洞窟の奥から、勇者の気配がした……』

「？　なんで過去形？」

『なんじゃか……妙な気配でな……。あるようで、ないような……』

　いつもと違って、スペさんがハッキリ遺体だって断定しない。

　どうしちゃったんだろう？

　首をかしげながらも、僕は遺体のもとへと向かう……。

　ほどなくして。

　少し広いホールに出た。

「うわ……変な臭い……生臭いっていうかぁ～……」

　なんか腐った魚みたいな臭いが、あたりに充満している。

　肩に座ってるスペさんも、顔をしかめるほどだった。

　周りは薄暗くてよく見えない。

『あれじゃな……』

　スペさんが前を指す。

　僕はそこで……。

「うわ、これは……酷い。バラバラ死体だ……」

　人間っぽいもの、あるいは、人間だったものが、落ちてる。

　四肢がもがれ、胴体と分かれてる。

　体には斜めに斬った痕があった。

「酷いや……！　誰が勇者さんを、こんな酷い目に！」

「む？　勇者殿……これ、人間ではなくないか？」

「え、人間じゃない……？」

　ディートリヒさんが懐から、小さな石を取り出す。

　ぴかっ！

　うわ、まぶしっ。なにこれっ。





・青光石



　→ダンジョンで採取される、青く光る石。光がないところで輝く。




　鑑定で調べたところ、ダンジョンで採れる石のようだ。

　青く照らされて、バラバラ死体がよく見えるようになった。

「たしかに……これ、人間っぽくないですね。カマキリ……でしょうか？」

　人間サイズのカマキリだ。

　たしかに、僕が倒してきた、チョウやクワガタ、クモの経験値（※←魔族です）と、同じような見た目をしている。

「鑑定っ」





・蟷とう螂ろうのマンティス



　→魔族。魔蟲王四天王がひとり。




「魔蟲王四天王みたいだね」

「なっ!?　どうして四天王が、バラバラ死体になっているのだっ!?」

　ディートリヒさんが驚く。

　ヘルメスさん……いや、ヒキニートさんがしゃがみこんで、経験値を見やる。

『これは……もしかして……【やつら】の仕業かも……』

「どうしたのヒキニートさん？　厨ちゅう二に病びょうなの？」

　意味深な言葉を吐いて人の関心を引こうとするなんて。

　ニートのくせにその上厨二病だなんて、えらいこっちゃだ。

『それにしても……妙じゃ。たしかに勇者の気配はあったのじゃ……。でも、実際には魔蟲王四天王のひとりが、バラバラ死体になっておる』

「あ、たしかにぃ～。スペさんが感知した勇者さんの遺体、どこにあるんだろ？」

　魔族の遺体だけしかないのが、気になったなぁ。

「まあそれはそれとして経験値もらってきますね」

　ざくっ！

　収納！




『聖武具のレベルが上がりました』

『聖武具のレベルが上がりました』

『聖武具のレベルが上がりました』

『能力アビリティ【蟷螂】を習得ラーニングしました』




　よし、レベルあ──っぷ！

　さて、と。

　廃棄勇者を探してみようかなぁ……。

　そのとき、ディートリヒさんが腰を抜かす。

「どうしたの？」

「あ、あれ……あれを！　あの……木を！」

「木……？　洞窟のなかですよ、ここ……？」

　目をこらしてみる。

　僕らがいるホールには、何本もの木のようなものが、生えていた。

　でも……。

「！　こ、これ……」

『なんと……おぞましい……』

　僕もスペさんも、言葉を失ってしまう。

　そこには、たしかに木があった。

　……ただし。

「肉……人間の肉でできた……木、ですね」

『オロロロロロロロロ！！！！！！！』

　セーバーさんが吐いてしまうのは、無理もないよ。

　人間をぐっちゃぐちゃの粘土みたいにして、それをぺたぺたくっつけて、木を無理矢理作ってるんだ。

『昔、悪あしき王が酒池肉林というものを、作ったことがあったの……まさか、この時代でまたやるうつけがおるとは……』

　スペさんの声が、怒りで震えていた。

　僕も……そんな酷いことをするやつは、普通に許せない。

　それに……。

「う、うう……」「た、す……け……」

　ディートリヒさんが肉林を見て、怯えた声を出す。

「あ、あぁああ……！　お、おまえたち……！！！！！！！！！」

　ディートリヒさんが肉林の一本に近づく。

「どうしたんですか？」

「……私の、部下だ」

「!?」

　肉林の側に僕も駆け寄る。

　ぐちゃぐちゃになっててわかりにくいけど……。

　たしかに、ディートリヒさんと同じ制服を着た人が、肉林にされていた……！

「なんと、むごいことを……う、ううう……」

　さすがの僕も、これにはドン引き……というか。

　これをやったやつに、腹立ってきた。

「オタクさんの、第二の故郷の人たちに、なんてことを……！」

　僕と違って、オタクさんは、マデューカス帝国を愛していた。

　その国で暮らしてる人たちをきっと拉致して、肉林にしたんだ……！

　許せない……。

「許せ……私には、どうすることも……できない……いくら強くなっても！　私は……無力だ……」

　涙を流すディートリヒさん。

　まあ、こんなことしたやつはぶっ飛ばすとして。

「大丈夫です！　僕が……治します！」

「な、治す……？　ど、どうやって……？」

　ディートリヒさんは忘れてるようだ。

　僕の……勇魔の鞄の力を！

「僕の持つ……救急ファーストエイド■ボックスを使うんです！」

「！　そうか……あの力は、どんな傷でも治せる！」

　だから、このぐちゃぐちゃになった人たちを、元に戻せる……！

『難しいのじゃ』『そうねえ、【今のままじゃ】』

　？

　今の声…なに？

『！　この声……まさか！』

　スペさんが驚く。

　誰の声これ……？

『今のままの救急ファーストエイド■ボックスじゃ、このたくさんのぐちゃぐちゃ死体を治せないわん♡』

「え、そうなんですか……？」

　てゆーか誰？

『だからあ～……お姉さんが今だけ♡　特別サービスしてあ・げ・るっ♡』

　え、だれ……？

　瞬間、がばっ！　とカバンの蓋が開く。

　そこから出てきたのは、いつもの……きわどい格好のエロ天使……。

「じゃ、ない……？　黒い翼……？」

　いつものお姉さんじゃ、ない。

　黒い翼の、眼鏡をかけた、えっちなお姉さんが出てきたのだ！

[image: ]

『【ルクスリア】！　貴様はどうして！』

　るくすりあ……？

『お姉さんが皆を治してあ・げ・るっ♡　ふぅう～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～♡』

　黒翼のえっちな天使？　のお姉さんが、吐息を吹きかける。

　瞬間……。

「うわぁあ！」「な、なんだ……!?」「か、体がうごく！　うごくぞおぉ！」

　肉林が、元に戻っていた。

　大量の帝国の民（推定）が、元の姿に！

「みんな！　無事か!?」

「「「皇女殿下様!?」」」

　ディートリヒさんが、皆の無事を泣いて喜んでいた。

　うん、治って良かった……良かったけど……。

「あのぉ、エッチな天使の、お姉さん？」

　普段僕のカバンから出てきて、人を治してくれた、救急ファーストエイド■ボックスのお姉さんに……話しかけてみる。

　いつもなら僕の問いかけに、答えてくれない。

　でも……。

『なぁに坊や♡　お姉さんのスリーサイズでも知りたいの？　なーんて♡　うふふ♡』

「いえ、あの……ありがとうございました」

『いえいえ♡　いいのよ、お姉さん【も】、そこのわんこ同様に、気に入っちゃったから♡』

『も？』

　それに、お姉さん、スペさんを知ってるみたいだ。

『お姉さんすぐそこにいるから、早く助けてくれると、嬉しいなぁ～♡』

「？　？？？？？」

　すぐそこにいる……？

　どういうこと……？

『あらら、時間みたい。じゃ、またね♡　きっともうすぐ会えるよ♡』

　そういって、エッチなお姉さんが消えていった。

　誰なんだろ……あれ……？

　それにもうすぐ会えるって……。

「スペさん、あの人誰？」

『夜や王おうじゃ』

「や、おー？」

『七大魔王がひとり。【色欲の魔王ルクスリア】……の分体じゃな』

「分体……じゃあ、魔王さん本体じゃないんだ」

『うむ……ケースケの持つ救急ファーストエイド■ボックスを媒介に、顕現したのじゃろう』

　なるほど……。

　エッチなお姉さんは、七大魔王のひとりだったんだ……。

　って、ん？

「お姉さんいきなりカバンから出てきたけど、どういうこと？　いつの間に取り込んでたの僕？」

『いや、取り込んでない。さっきのはあくまで分体。本体は……あそこ。巨大蟲の、卵の中じゃ』

　なんてこった。

　僕が探していた巨大な魔蟲の卵のなかに、七大魔王がひとり、エッチなお姉さんが封印されてるだって!?（※色欲の魔王ルクスリアです）

「ルクスリアさんは、スペさんの友達……なんだよね？」

『まあな』

　……卵の中にいるって、どういうことなんだろう。

　わからない。

　けど……スペさんの表情は暗い。

　多分ヤバい状況にあるんだろう。

「助けないと……だね！」

『ああ、そうじゃな……頼むケースケ。あのエロ魔王を助けてやっておくれよ』

　もとより、巨大蟲の卵は回収するつもりだったんだ。

　エロ魔王さんも、助けちゃうもんね！







《チャラオ視点》




　おれ、は目を覚ます。

「…………」

　呆然と、空を見上げていた。

　……体を起こして思い出すのは、おれを倒したあのガキ。

　カバンを持った、黒髪のガキ。

　おれと一緒にこの世界に召喚された勇者だ。

「あんな……外れ野郎に……おれは……」

　カバンなんて外れ聖武具を持ち、見下していた相手。

　そんなあいつに……おれは……負けてしまった。

　剣なんていう、いかにもな強武器を持ち、剣の鬼と呼ばれるようにまでなった……この……おれが。

　あんな……やつに……。

　そのときである。

　ＰＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ♪

　ポケットの中で、何か音がした。

　それは、王家の宝、遺物アーティファクトと呼ばれる特別な魔道具。

　これは【通信機】といって、離れたところのやつと、会話できる魔道具だ。

　ようはケータイだ。

　こんな異世界にもケータイがなぜかあったのだ。

　でもすごい貴重なもの。王家が保存していた遺物アーティファクトであり、四大勇者にのみ、支給されていた。

　通信機の、通話ボタンを押す。

　本音を言えば出たくなかった。しかしそれをすると、後でもっと怒られる。

　おれはしぶしぶ通話する。

「は、はい……」

『チャラオ。首尾は、どう？』

「ワ、ワルージョ……様……」

　ワルージョ。ゲータ・ニィガ王国の女王であり、おれの【ご主人様】だ。

　おれはワルージョから、あのガキを捕らえるよう、密命を受けていた。

『首尾は？』

「あ、いや……」

　……ここであのガキを逃がした、とは言えなかった。

　一度目（そんときは、あのガキ＝カバンの勇者とは知らなかったが）だけならまだしも、二度も、おれはあんな廃棄野郎に負けてしまったのだ……。

　言えるわけが……。

『もう、いいわ。失敗したのね』

　冷たく、ワルージョが言い放つ。

　そこにどこか、おれへの失望が感じられて、慌てて言う。

「ま、待ってくれ！　頼む！　もう一度チャンスをくれ！」

『もうすでに二度も負けてるでしょう？』

「た、たしかに……そ、そうだけど……で、でもよぉお！　今度は……！　今度こそは……！」

『ふぅううう……。あなたには失望したわ。剣の勇者、チャラオ』

　ワルージョが、言う。

『あなたを、追放する』

「………………は？」

『あなたを騎士団長からクビにし、身分を剝奪のうえで国外追放とする、と言ったのよ』

　……最初、意味がわからなかった。

　だが次第に頭が理解してしまう。自分は……捨てられたのだ、と。

　弓の勇者と、同様に。

「ま、待って……待ってくれってぇ！」

　だが、ワルージョはもう通信に出てはくれなかった。

　こちらからかけても無駄だった。

「う、噓だろ……冗談だよな……？」

　だが、おれは知ってる。

　あの女は、やると言ったらやる女だ。

　側で彼女の行いを見て。

　だから、彼女が発言を撤回しないことを、知ってるんだ。そして……。

「オタク野郎も……」

　飯田オタク。

　あいつは最後まで、いなくなったカバンの勇者を捜そうとした。

　ワルージョに反対したあいつは、お尋ね者扱いされたうえに、国外追放。

　今もあいつはゲータ・ニィガには出禁になっている。

　また、王国では、あいつは大犯罪者扱いされてる。今もだ。

「…………」

　おれは理解した。

　ワルージョにとって、勇者は駒にしか過ぎないんだ。

　使えないとわかった駒は……ぽい。

　今思えば、カバンのガキもそうだったのかもしれない。

　使えないから、捨てた。簡単に死んだことにされる。

　強大な権力者。それがワルージョ。

　で、おれはワルージョに捨てられた。

　……もう、この国におれの居場所は……。

「う、ぁ……ああぁあああああああああああ！」

　この世界に来てもう結構な時間が経たつ。

　おれはここで、勇者としてちやほやされて生きてきた。

　だから、帰れないとわかっていても、耐えることができた！

　でも！

　もう勇者扱いされない！

　おれは……じゃあ、どこで生きていけばいい!?　どうやって!?　何として!?

　この世界に、おれの居場所なんてないのに……！

　と、そのときだった。

「その気持ち、よく、わかりますよ。剣の勇者」

「!?　だ、誰だ……!?」

　黒い、女。

　ぱっと見の印象はそれだ。

　黒いドレスに、真っ黒な髪の毛。

　黄色い肌。

「に、日本人……？」

「ええ。そのとおり。私もあなたと同じ【廃棄勇者】の一人よ」

「は、廃棄……勇者……？」

　聞いたことない単語だが、しかし、意味はわかる。

　捨てられた、勇者ってことだ。

　おれやオタク野郎、そして……あのカバンのガキも。

「私は、あなたをスカウトに来たの」

「スカウト……？」

「ええ。あなたも、廃棄勇者の仲間にならない？」

「…………」

「一人でいるのはさみしいものよ？　私たちは同じ仲間。手を取り合って、この世界……ぶっ壊してしまいましょう？」

「世界を……壊す……？」

　ええ、と黒い女がうなずいた。

「あいつらは、私たちをこの世界に理不尽に連れてきた。これは拉致よ！　勝手に拉致しておいて、用がなくなったら……ポイ。むかつかない？　むかつくわよね？」

　……黒い女の言葉が、おれの中に入ってくる。

　どす黒い感情が、芽生える。

「むかつく……」

「憎いでしょう？」

「憎い……！」

「なら……ね？　仲間になりましょう？」

「ああ！　なる！　おれは、おまえたち廃棄勇者の仲間に！」

　すると女は、にぃ……とうなずく。

　そして、指を鳴らした。

「じゃあ、貴方あなたに力を授けるわ」

　瞬間、足下から何かが這い上がってきた。

「う、うわぁああ！　な、なんだぁ!?」

　大きなゴキブリみたいな黒い虫が、おれの足を駆け上がってきた！

「いや、やめろおぉおおおお！」

　虫はおれの口の中にはいってく……く、くる……くるう……くうるうぅ……きたぁあああああああああああああああああああああああああ！

　ばき！

　ぼき！

　ぼこぼこ！

　おれの体が変わっていくぅ！

　体に力がみなぎってくるぅううううう！

　この万能感！　今のおれなら、なんでもやれそうだぁああああああああああ！

「ふふ……バカな男」

『うぉおおおおおおおおおおお！　力がみなぎるぅううううううううううううううう！』

　おれは、気づいたらでっかくなってた！

　でかくて、黒い……なんかすっげーのになってた！

「じゃあ、勇者チャラオ……いいえ、反転魔族【剣のチャラオ】」

『反転、ま、……ぞく？　剣の……チャラオ……？』

「ええ、それが貴方の新しい名前。さ、好きなように世界を壊しなさい」

『うひゃひゃ！　わかったぜぇ！　リーダーぁ……！　この反転魔族！　剣のチャラオ！　好きなようにすべてを壊してやるぅうううううううう！』

　だん！　とおれは飛び上がる。

　こちらの世界に来て、でっぷりと太ってしまい、素早く動けなくなっていた！

　だが、いま！

　おれの体は！　羽が生えているかのように、軽い！

『うぎゃはははあ！　ん……？　ああ！　あいつはぁ……！』

　おれは、見つけちまったぁ……！

　カバンのガキだ！

『あのカバンのガキぃ！　おれを馬鹿にしたやつが、そこにいるぅ！　あいつを殺してもいいんだよねえ!?』

「ええ、どうぞお好きに」

　黒い女の声が耳元で聞こえてきた。

　剣の勇者……いや、反転魔族様は！　にやりと笑うぜ！

『殺し！　くびり殺してやるぜ、カバンの勇者ぁ……！　このおれ！　魔族となったこのおれがぁ……！　おまえをぶっ殺してやるぅう！』

　ぎゃはは！

　ぼこして、ころして、最後は首を斬って、さらし首にしてやろうかなあ！

　ぎゃ────はっはっはぁ！








第四章






　僕は経験値を稼ぐため、妖精郷アルフヘイムへとやってきている。

　そして……ついに……。

「ついたぁ……！　遠かったぁ！」

　森の中腹へとやってきた。

　そこには、今まで見たなかで一番大きな木があった。

　で、その木に、巨大な虫の卵が植え付けられていた。

　感じとしては……虫の卵。

　薄い殻につつまれてて、その中で巨大なシルエットが見える。

　でっかい……虫だ。

　この超巨大樹に負けず劣らずな大きさだもん。

　これで赤ちゃんなら……成長したらどんだけ……。

『ケースケよ。あの卵のなかから、魔王ルクスリアの魔力を感じるのじゃ!!』

「色欲の魔王ルクスリアさん……か」

　さっき僕に力を貸してくれたエロお姉さんが、どうやらあの卵の中にいるらしい。

　ディートリヒさんが首をかしげる。

「しかし、そのルクスリア殿は、どうして卵の中に……？」

『おそらくは養分として、取り込まれておるのじゃろうな』

　スペさん予想だと、ルクスリアさんはこの卵の親に食われて、そして養分として、卵の中に入れられた……とのこと。

『いかん、ケースケ。卵はふ化寸前じゃ。ルクスリアの魔力を吸収し、とんでもないエネルギーを秘めておる。ふ化と同時に、このあたり一帯が吹っ飛ぶぞ！』

「あたり一帯……ってどれくらい……？」

『おそらくこの妖精郷アルフヘイムは吹っ飛ぶし……最悪のケースだと、帝国が滅ぶほどかの……』

　なんと！

　それは……大変だ！　オタクさんの愛する、マデューカス帝国が……爆破されちゃう！

「とりあえず、あの卵を収納しよう！」

『それがいい。アイテムボックスに入れておけば、安全じゃ。あとはゆっくりルクスリアを取り出せばいい』

「うん！　よし！　いそぎで……蠅王宝ベルゼビュー……」

　と、そのときだった。

『カバンのがきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいい！』

　突如、上から何かが降ってきた。

　神眼を持つ僕には、敵の動きが見えた。けど……。

　速い！

　僕はディートリヒさんとヘルメスさんを抱えて、ジャンプ！

　ドゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

『ちぃ……よけやがったかぁ～……まあ、いいぜぇ……！』

　そこには……黒光りする、人間サイズの虫がいた。

　あのフォルム、見たことあるぞ！

「ゴキブリだ！」

　人間っぽいゴキブリがいた！

　きもい！

　あとあのでかい虫のフォルム……。

「あなたは、経験値ですね！」

『はぁ!?　ちっげーよ！　おれ様は【反転魔族】！』

「はんてんまぞく……魔族……経験値じゃないですかやっぱり！」

『うるせえ！　ガキ！　今日はおまえにリベンジしにきた！』

　ああもう！

　なんでまた次から次へと！

　普段なら経験値きたー！　って喜ぶとこだけど、今は時間がない。

　巨大蟲がふ化したら、帝国がヤバいんだもん！

「あれは……魔蟲王の側近とかでしょうか……？」

　ディートリヒさんが首をかしげる。

『いや……あれは……あの魔力……まさか……！』

　とヒキニートさんが、何かに気づいたようにつぶやいていた。

　でも……どうでもいい！

「どけ！」

　僕は手を前に上げる。

「【絶対切断】！」

　視界に入ってるものを、絶対に切断するスキル、発動！

　斬撃が飛ひ翔しょうし、経験値に襲いかかる……！

　パキィイン……！

『なんじゃと!?　絶対切断が……キャンセルされたわい！』

　キャンセル……？

　効かなかったってこと？

　経験値の手には、いつの間にか、【黒い剣】が握られていた。

『ぎゃはっはあ！　ど～～～～～よぉ！　おれ様の【黒い聖武具】の力ぁ！』

「黒い……聖武具……？」

　聖武具……まさか！

『あやつ、魔族でありながら、聖武具を使うのか!?　勇者の武器である……聖武具を！』

　スペさんが驚くのも無理はない。

　聖武具は、勇者がこちらの世界に来たときに、与えられるものだ。

　それに、聖武具は基本、所有者にしか使えない（僕は例外らしい）。

　魔族が聖武具を使えるわけがないんだ。

『やっぱり！　啓介くん、逃げるんだ！　あの黒い聖武具と、君の聖武具は、相性が悪い！　なぜなら……あの黒い聖武具は、聖武具の力を打ち消してしまう！』

『なんじゃと!?　聖武具の力を、打ち消す!?』

　……そうか。

　だから、スキル攻撃が効かなかったんだ……！

『まずいぞ、ケースケ！　おぬしの力は聖武具に依よるものが大きい！　聖武具が使えぬとなると、魔族相手に裸で挑むようなものじゃ！』

『そういうことだぁああああ死ねええええええええええ！』

　経験値が黒い剣を持って、斬りかかってくる。

　その動きは神眼で捉えられていた。

　普段なら、僕には鏡の勇者さんのスキル、反射が発動し、攻撃が効かない。

　でも、ヒキニートさんの言っていたことが本当なら……！

　剣がすぐそこまでやってくる。

　反射のスキルが発動し、僕の前に鏡が出現。

　いつもなら鏡が攻撃をはじき返す……けど！

　パキィイイイイイイイイイイイイイン！

『無駄ぁあああああああああああああああ！』

　やっぱり、反射スキルを無効化してきた！

　僕は神眼の動体視力で敵の動きを見ていたので、間一髪で避けられた。

　相手から距離をとって、僕は頰に手をやる。

「……！　血が……」

『ケースケ！　大丈夫か!?』

「う、うん……全然痛くないよ……でも……」

　危なかった、って思った。

　この世界に来て、僕は一度も身の危険を感じたことがない。

　いつだって聖武具が僕を守ってくれた。

　でも……今は、その聖武具が機能しない。

『なんということじゃ……聖武具の効かない相手を倒さないといけないなんて！』

「勇者殿！　大変です！　卵が！　もう破裂しそうだ！」

　ああもう！

　卵を回収しないと！

「蠅王宝ベルゼビュー……」

『おっせぇええんだよぉおおおおおおおおおおおおおおお！』

　また経験値……ううん、反転魔族が襲ってくる。

　避けないといけない。

　相手に意識が向いてしまい、蠅王宝箱ベルゼビュートを発動できない！

　回避。

　蠅王宝箱ベルゼビュート発動しかける、攻撃される……。

　今のところ攻撃は当たってない。

　けど……！　こちらも攻撃を当てられないうえ、卵を回収できない！

『ケースケよ！　我があの男を押さえる！　その間に、卵を回収するのだ！』

　スペさんがフェンリル姿となって、反転魔族に突っ込む。

　……どくんっ！

　そのとき、神眼が脈動した。

　脳裏に、一つのイメージが流れ込んでくる。

　──スペさんが、反転魔族に突っ込む。

　──魔族にかみつく。

　──にやりと笑う魔族。

　──スペさんの体が、バラバラになった……。

　──慟どう哭こくする、僕……。

「スペさん！　ストップ！」

　ききっ！　とスペさんが立ち止まる。

『なんじゃ!?』

「あいつに触れると、体がバラバラになっちゃう！」

『なに!?』

　スペさんが驚く。一方、反転魔族は舌打ちする。

『ちっ……！　余計なことを！　だがおせえ！』

　スペさんが立ち止まった隙に、反転魔族が斬りかかってきた！

　ガキィイイイイイイイイイイン！

『ちっ……！　ガキ！　邪魔すんじゃねえ！』

　僕は大勇者ミサカ・アイさんの力を宿し、勇者の短剣を手に敵の攻撃を防いだ。

『ケースケ！　すまぬ！』

「大丈夫！　聖剣技・裂空！」

　僕は横回転の攻撃を食らわせる。

　ガキィイイイン！

『ぐっ……！』

　反転魔族がぶっ飛ぶ。

『あ、危なかったのじゃ……神眼と、そして大勇者ミサカの剣技。そして何より……ケースケが未来視してなかったら……我は死んでおった……』

　神眼の持つスキルの一つ、未来視。

　少し先の未来を見ることができる。

　ミサカさんが……僕を助けてくれたんだ。

　友達を失わないように。

　ぴし、ぴき……パキィイイイイイイイイイイイイン！

『そんな！　聖武具……勇者の短剣の刃が……！　折れたのじゃ！』

　……短剣さんから借りている聖武具を、壊しちゃった！

　刃が、半ばで折れてしまっている。

『あやつめ……妙な能力を使いよるぞ！』

「鑑定！」





・能力アビリティ【剣体】



　→全身を剣にする能力アビリティ。




　触れたものを切断する。

『まずいの……ケースケ。やつに物理攻撃は効かぬ。そのうえ……黒い聖武具の力で、こちらの聖武具のスキルは通じぬ！』

　あくまであいつにスキル攻撃が効かないだけだ。

　つまり、自己強化系のスキル（僕を対象にしたスキル）は、効く。

　攻撃スキルは効かない……。

　……！

　そうだ！

「いけるかも！　スペさん、子犬姿に戻って！　僕がやる……！」

　スペさんが子犬に戻って、僕の頭に乗っかる。

　僕は……。

「縮地！」

　自己強化スキル、縮地を発動。

　反転魔族に接近する。

『はは！　ばかめ！　オレ様に触れるとズバッと切れてしまうのを忘れたのかぁ!?』

　僕は短剣を振る。

「たぁ……！」

　がきぃん！

　思った通り、反転魔族は自分の腕で、短剣を受け止める。

　そのまま能力アビリティ【剣体】を発動させようとする。

「ここだ……！　能力アビリティ！　【煉獄】発動！」

『な!?　ア、能力アビリティだとぉお!?　ぐあぁあああああああああああああああああああああ！』

　瞬間、反転魔族が燃え出す！

　やつが苦悶の表情を浮かべながら、倒れ込んだ！

『そうか！　ケースケはスキルだけじゃない、魔族を取り込んで、能力アビリティが使える！　能力アビリティは魔族の技！』

『なるほど！　黒い聖武具がキャンセルするのは、あくまで聖武具の……勇者の力だけ！　魔族の力はキャンセルできないんだ！　考えたね、啓介くん！　すごいよ！』

　スペさんとヒキニートさんが驚いてる。

　炎でのたうち回ってる、反転魔族。

　その後ピクリとも動かなくなった！

　よし……！

　すぐ巨大蟲の卵を回収だ……！





☆






『動くんじゃあねええええええええええええええ！！！！！』

　振り返ると、そこには……。

「反転魔族！　まだ生きてたのか!?」

　丸焦げになったはずの、巨大ゴキブリこと、反転魔族。

　彼が立ち上がり、腕を剣に変えて、ディートリヒさんの首元に当てていた。

「すみません……勇者殿……」

「ディートリヒさん！　ちくしょう……人質なんて、卑ひ怯きょうだぞ反転魔族！」

　にちゃあ……と粘ついた笑みを浮かべながら、反転魔族は言う。

『うるせえよぉお！　それよりいいか、おまえが一歩でも勝手に動いたら、こいつの命はないと思え！』

『なんと卑怯なやつじゃ！　見た目同様、中身もゴキブリかおぬしは！』

　頭の上のスペさんが、反転魔族を非難する。

　だがやつは、まるで気にした様子もなく……。

『いいんだよ！　勝てばよかろうなのだぁ……！！！！！』

　……現在、ディートリヒさんが反転魔族に人質に取られている。

　でもそっちにかまけている暇は正直ない。

　ぴしっ、ぴきっ……！

　僕の背後には、巨大蟲の卵があって、今にも破裂しかけている。

　回収は、一瞬だ。蠅王宝箱ベルゼビュートが使えれば、一瞬で回収はできる。でも……。

　相手は動いたらディートリヒさんを殺すつもりだろう。

　蠅王宝箱ベルゼビュートの発動には、一瞬だけでいい、やつの注意をそらす必要がある……。

「勇者殿！　私にかまうな！　自分のなすべきことを遂行なさってください！」

　……とは言うけど、皇女を見殺しにはできない。

　かといって、このままだと巨大蟲の卵がかえり、その衝撃波で帝国が……終わる。

　そうなったら……オタクさんが悲しむ……。

「…………」

　僕の前には二つの道がある。

　帝国を救うか、ディートリヒさんを救うか。

　一番被害が少ないのは、ディートリヒさんを見捨てることだ。

　あの人一人を見殺しにできれば、帝国は助かる。でも……。

「いやだ……」

　そんなの嫌だ。

　ディートリヒさんも、ここまで一緒に旅した、友達だもん。

　ご飯食べて、いろいろ教えて、ここまできた……。

　彼女を見捨てられない。

『カバンのガキぃ！　取引だぁ！　おまえのそのくそカバンをこっちに渡しやがれ！　そうすりゃ、この女は解放してやんぜえ！』

　……！　カバンを渡せ……だって？

『ケースケ！　だめじゃ！　おぬしは聖武具がなければスキルも、能力アビリティも発動できん！』

　……そうなんだ。

　つまり、カバンを手放すってことは、勇者じゃない……ただの佐久平啓介になってしまう。

　非力な存在になってしまうってこと……。

　つまり、僕が……あいつに殺される。

　ディートリヒさんが助かるなら……この体を、犠牲に……？

「…………」

　むかっ。

　むかむかっ。

　むっかぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！

　なんか……すっごく腹が立つんだけど！

　なんで、こんなゴキブリの言うことなんか聞かなきゃいけないんだ！

　僕は……誓ったんだ！

　ミサカさんに！

　この世界を、自由に旅するって！

　なのに！　あのゴキブリは！

　僕の、ディートリヒさんの、他人の自由を奪おうとしてる！

　ゴキブリの分際で！

　調子に乗るなよ……！

【くふっ♡　あ───はっはっは！！！！！！！！】

　そのとき、僕の脳裏に、女性の声が聞こえた！

　これは……ルクスリアさんの声！

【大好きっ！　もぉ～～～～～！　けーちゃん大好き！　気に入った！】

　け、けーちゃん……？

　僕のことだろうか……？

【そうよ♡　あ、声出しちゃだめ。今、この声は貴方にしか聞こえてないから】

　そうなんだ……。

【そ♡　ねえ、けーちゃん、お姉さんと契約しない？】

　色欲の魔王さんと……？

【うん♡　すぺちゃんとも契約したんでしょ？　お姉さんともしてほしいなぁ。そうするとね……】

　ぼしょぼしょ、とルクスリアさんが、僕に契約特典を教えてくれる。

　それは……破格の条件だ。

　そんなことができるようになるなんて……。

【どう？　お得よ？】

　……僕は、ルクスリアさんを受け入れることにした。

　そして……二人で作戦を立てる。

【ＯＫ。じゃ……作戦開始ね】

　はい、あの……どうして僕を気に入ったの？

【そのすべてを諦めない、わがままっぷり……かな？　高慢があなたを気に入るのがわかった気がする。強欲、暴食あたりも、貴方を気に入りそうね♡】

　……ほかの魔王さんか。会ってみたいなぁ。

【すぐ会えるよ♡　さ……けーちゃん、ふぁいと。踏ん張りどころよ】

　僕は覚悟を決める。

　よし……。

「わかった！　反転魔族さん！　僕はカバンを渡す！　その代わり、ディートリヒさんを解放して！」

『ケースケ！　だめじゃ！　こんなやつが約束を守るわけなかろう!?』

　スペさん、ごめん。

　だますようなまねをして。ゴキブリが約束を守らない？

　そんなの、想定内だ。

『ぎゃっはは！　いいぞぉ！　ほら、こっちに投げやがれ！』

　僕はカバンを取り外す。

「……スペさん」

『む？』

　スペさんにだけ聞こえる声で話す。

『……何か考えがあるんじゃな？』

「……うん」

『わかった……』

　スペさんがころん、と落ちる。

「そっちに、投げますよ！」

『ああ、ばっちこい！』

　僕はカバンを、思い切り投とう擲てき！

　緩やかな放物線を描き、勇魔のカバンが飛んでいく。

　やつが、地面に落ちたカバンを手に取り、にやぁ……と笑う。

『あっさり手放したな、おまえの大事な聖武具をよぉ！』

「はい。だから、ディートリヒさんを解放してください！」

『いいぜえ、解放してやるよぉ……』

　にぃ……！　と反転魔族が邪悪に笑う。

『おまえら全員を、死の恐怖からなぁ……！』

　反転魔族はディートリヒさんを突き飛ばす。

　そして、自分の黒い聖武具を、巨大蟲の卵めがけて放り投げる。

「そんな!?　剣が卵に……逃げてください！　勇者殿ぉ！」

　ディートリヒさんの叫び声がむなしく響く。

　剣が巨大蟲に、突き刺さる。

　今にもふ化しかけていた、破裂寸前の卵。

　そこに刺激を与えればどうなるか……。

　ドガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！！！！！！







《チャラオ視点》




　ぎゃは！

　ぎゃはははは！

　ばーかばーか！

　カバンのガキのばーかぁ！

　このオレが約束なんてよぉ、守るわけねーだろば────か！

『ぎゃはっは！　オレの勝ちぃいいいいい！』

　巨大蟲の卵大爆発！

　結果、近くにいたあのカバンのくそガキが、爆発をもろに受けた！

　周りにいた銀髪の、ディートリヒとかいう女も！

　メイドのヘルメスとかいうやつも！

　みーんな消し飛んだ！

　そしてこの妖精郷アルフヘイムも！

　帝国もぉお！　みーんなみーんな、消し飛ばしてやったぜええ！

　その証拠に、目の前には荒野が広がっている！

　ぎゃはっはあ！

『オレの勝ちだぁ……！』

「誰の？」

『そりゃもちろん……お…………れ…………え、えええええええええええええええええええええええええええ!?』

　そんな……！

　あ、ありえない!?

『カ、カバンのガキぃ!?　なんで生きてやがるぅうううううううううう!?』

　あのカバンのガキ！　けーすけとか言ったガキが！

　傷一つない状態で……生きてやがるのだ！

『お、おまえは爆発をもろに食らって死んだはずだろうが!?』

「はい、死にました」

『はぁああ!?　じゃあなんで生きてるんだよぉ!?』

　そのときだ。

「うふ♡　それは……お姉さんの力よ♡」

　ふわり、と。

　カバンのガキの隣に、一人の……エロい格好の変な女が現れたのだ！

　最初、天使かと思った。

　だが、翼の色が黒いし、それに、腰から生えている……。

『サキュバス!?』

「ま、種族はそうだけど……お姉さんはただのサキュバスじゃないわ♡」

　そいつは、痴女みたいな格好をしていた。

　肌をこれでもかって露出してる。

　ボンデージ風の、革かわ紐ひもみたいな服を着てる。

　局部を隠して、あとそれ以外は全部肌を露出する……普通にえっちな格好だ！

　紫がかったつややかな長い髪。

　赤い瞳。そして……赤いフレームの眼鏡をかけた……エロ天使。

「お姉さんの名前は、色欲の魔王、ルクスリア♡」

『色欲の魔王!?　なんで……魔王がここに!?』

「あの卵の中に取り込まれてたのよん」

『はぁ!?　じゃ、じゃあなおさら……どうしておまえがここにいるんだよぉお！』

「簡単よ。けーちゃんが、あの卵の中から、回収してくれたから」

『なにいぃ!?』

　あ、ありえない！

『ど、どうやって！　あいつには、聖武具がないんだぞ!?』

　オレの手の中に、やつのカバンがしっかり握られてるんだ！

　けーすけに何ができるってんだ！

「それは……よくできた偽物です！」

『偽物だぁ!?』

『そうじゃ！』

　え!?

　オレの持っているカバンの表面に、にゅ……と顔が生える！

　ぽんっ！

『我、参上！』

『てめえは！　フェンリル!?　ぐあぁあああああああああ！』

　フェンリルはでかくなると、突進かましてきやがった！

　オレは避けられず、ぶっ飛ばされる。

『ふん！　あほなおまえに教えてやろう！　カバンを投げる時、我が変化して、カバンになったのじゃ！　ケースケが投げたのは、カバンに変化した我！　本物はこっそりと隠し持っていたのじゃ！』

　ち、ちくしょう……！

『爆発の寸前、あの一瞬で聖武具を使って、魔王を回収してやがったのか！　おれが勝ちを確信したその油断をついて！』

『そうじゃ！　ケースケは爆発のエネルギーごと、魔王ルクスリアを収納しておったのじゃ！』

　つ、つまり……。

『帝国は……無事!?』

『そうじゃ！　エネルギーを吸い込んだからの！　といっても、全部じゃないが』

　森は消し飛んだが、帝国まるごと消し飛ばす作戦は失敗に終わったわけか！

　ちくしょう！

『だ、だがよぉお！　おまえと……そして、ディートリヒやヘルメスは、爆発を受けた！　特にカバンのガキは、死んだはずだ！』

「そこで、お姉さんの出番ってわけ。けーちゃん♡」

　ガキはうなずくと、手を前に出して叫ぶ。

「夜王薬箱アスモデウス！」

　瞬間、エロ天使こと、ルクスリアが翼を広げて宙に舞い上がる。

　そして……。

「みんな、元気になぁ～れ～♡」

　ちゅっ、と投げキッスをする。

　すると……ハートマークの何かが飛んでいき、ディートリヒとヘルメスの死体に当たる。

　かっ……！

　コォオオオオオオオオオオオオオオ！

　光が二人を包み込む！

　焼死体二つが、みるみるうちにもとに戻っていくではないか！

「う、うう……」「ここは……？」

　バ、バ、バカな!?

『死者を蘇そ生せいさせた!?』

『ええ、これがお姉さんと契約した、けーちゃんの新しい力。夜王薬箱アスモデウス。死者すら復活させる、超治癒術よ。ま、制限はいろいろあるけどね』

　ディートリヒとヘルメスのもとへ、けーすけが走る。

　そして、二人を抱きしめる。

「ごめんなさい、二人に、痛い思いさせちゃって……」

「気にしないでくだされ、勇者殿！」「そうです、わたしたち無事ですから！」

　二人がガキを抱きしめ返す。

　……なんてことだ。

　おれの作戦は……全部失敗ってことじゃないか。

　卵で帝国を吹き飛ばすのも失敗したし、人質を取ってあのガキを殺すのも、失敗した。

　そのうえ、蘇生術なんてチートを、あいつに身につけさせてしまった！

「おい」

　ぞくっ、とするような声が、あのガキからする。

　ガキは、オレに冷たいまなざしを向けていた。

「よくも、僕の大事なものを、傷つけようとしましたね」

『あ、あ……ああ……』

　かたかた、と体が恐怖で震える。

　あのガキの背後に、死神がいるのを、幻視する。

「おまえは、もう許しません。……スペさん、やろう」

『おう！』

　ぴょんっ、と子犬の魔王が、カバンの上に乗っかる。

「僕は死んだことで、条件をクリアしたみたい。そして、聖武具の、新しい力を解放したんだ」

『せ、聖武具の……新しい力……？』

　ずずずずず……とやつの持つカバンが……。

『か、カバンが黒く！　ま、まさか……！　黒い聖武具!?』

　やつも、オレと同じ黒い聖武具を!?

「顕現せよ、【呪武具カースシリーズ・高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグ】！」

　瞬間……やつの持つ黒い鞄から、黒い突風が吹き荒れた！

『ぐあぁあああああああああああああああああああ！』

　おれは思わず吹き飛ばされる。

　やつの鞄からは、荒れ狂う暴風のような、魔力があふれ出ていた！

「おまえは、もう許さない。首を置いてけなんて言わない」

　赤い眼、そして黒い魔力。

　高慢の鞄とやらを携えたガキは、勇者とはとても思えない。その姿は……まるで……。

「その首を、引きちぎって、グチャグチャにしてやる！」





☆






　僕……佐久平啓介はすっごく怒ってます。

　反転魔族とかいうやつが、僕の大好きなオタクさんのいる国を、そして……僕の友達を傷つけた！

　だから……僕は、こいつを殺す！

『高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグ……だと……？　何が変わったってんだよぉお！』

　反転魔族が叫ぶ。

　僕のカバンは、普段使っているものとは、違うデザインをしてる。

　色が黒になっている。

　そして……デザインも変更になっていた。

「僕の……ううん、僕たちの新しい力だ！」

『僕たちぃ……？　は、はんっ！　なんだその……ふざけたデザイン！　犬のカバンとか、ふざけてんのかよぉ！』

　黒いカバン。

　犬耳に、眼、そして口がついてる。
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　ふざけてなんていない。

　大真面目だ。

「高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグの力……身をもって思い知るといいですよ！」

『は、はんっ！　調子に乗るなよくそガキィ！　てめえが、所詮聖武具がなければ、何もできないガキなのには変わりねえんだからよぉ！』

　ばっ、と反転魔族が腕を前でクロスする。

　そして……。

『飛翔斬……！』

　ばっ！　と両手を開く。

　何をしてるのかわからない。

　けれど、僕の体が、自然と回避した。

　ズバァアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！

　背後の巨大樹（残っていた）が、両断される。

『ちっ、避けやがったか。勘のいいガキだな！』

　僕は避けてない。

　が、あいつは勘違いしてるようだ。

『ケースケよ、あやつは空気を斬撃に変え、そして見えない飛ぶ斬撃を放ってきていたようじゃぞ』

　と、スペさんの声が、カバンから聞こえる。

　ＯＫ。種は割れた。

「なんですか、そのだっさいポーズ。あんなんじゃ僕は死にませんよ？」

『うるせええ！　死ね！　飛翔斬、八連!!』

　ばっ！　と反転魔族がまた腕をクロスさせる。

　僕は手を前に出す。

「蠅王宝ベルゼビュー……」

『おまえの弱点はわかってんだよぉ！』

　一瞬で、反転魔族が僕の背後に回ってきた。

　攻撃を放つと同時に、やつは高速で移動してきたんだ。

　僕の弱点。

　何でも吸い込む、無敵の吸収能力、蠅王宝箱ベルゼビュート。

　これを発動させるためには、使用者である僕が、発動を宣言する必要がある。

　反転魔族が、さっきの戦闘のように、僕にけりを放ってきた。

　僕は神眼でけりをよける。

　だが。

『これでおまえの吸収能力は発動しない！　前からは飛ぶ斬撃が八本！　切り刻まれて死ねぇええええええ！』

　パシィッ……！

『なにぃいいい!?　ざ、斬撃を受け止めただとぉお!?』

　僕のカバンから、黒い触手が八本出る。

　それらは、飛翔してきた斬撃をすべて受け止めていた。

『バ、バカな!?　おまえは能力アビリティ発動を宣言しないと、蠅王宝箱ベルゼビュートを発動できないはず!?』

『ふ……愚かなり、反転魔族よ』

　僕のカバンの表面に描かれた、犬の顔がニヤァ……と笑った。

『今ケースケは、一人で戦っておらぬのじゃ！』

『なっ!?　どういうことだ!?』

『我、高慢の魔王スペルヴィアはカバンの勇魔の聖武具と、合体しておるのじゃ！』

『なにぃい!?　聖武具と、魔王の、合体だとぉおお!?』

　今僕が装備してるのは、聖武具じゃない。

　呪武具カースシリーズ・高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグ。

「このバッグには、スペさんの意思が宿っている！　僕が宣言せずとも、スペさんが能力を発動させられるんだ！」

　つまり、今みたいに反転魔族に邪魔されても、スペさんの判断で、蠅王宝箱ベルゼビュートが発動できる！

　八本の見えない斬撃を、スペさんカバンが食べた。

「これでもう、今までの作戦は通じないぞ！」

『くっ……！　だ、だが……！　おれには、黒い聖武具があるぅ！』

　反転魔族が手を伸ばすと、そこに黒い剣が収まる。

『この黒い聖武具がある限り！　てめえは聖武具のスキルを使えない！』

　反転魔族……ううん。

　経験値まぞくが、僕に斬りかかってくる。

『死ねぇえええええ！』

　パキィイイイイイイイイイイン！

『ぐああああああああああああああああああああ！』

　経験値が無様に吹っ飛んでいく。

　べしゃり、と地面に倒れ込む。

『こ、これは……反射スキル!?　バ、バカな！　てめえは聖武具のスキルを使えないはず！』

「もう忘れたんですか？　僕のカバンは、聖武具じゃない。呪武具なんですよ？」

　経験値さんの黒い聖武具が無効化するのは、僕の聖武具まえのぶきだ。

　今の僕は、呪武具を使ってる。つまり……。

「おまえの黒い聖武具は、僕の呪武具のスキルを、無効化できない！」

『ちくしょぉおおお！　そういうことか……！！！！！』

　高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグの発動中は、黒い聖武具による無効化を、無効化するのだ！

「これでもう、おまえは僕に攻撃できない！」

『ち、く、しょぉがぁあああああああああ！』

　ずずずず……！　と経験値の体から、黒い靄が立ち上る。

『どうやら、命を燃やし、それを魔力に変換してるようじゃ。気を引き締めよ』

　スペさんの解説、ありがたい。

　なるほど、文字通り必死で、あいつは僕を殺すつもりなのか。

「上等ですよ。僕は……怒ってるんだ……よくも……オタクさんの、大事な帝国を。大事な……人々を、殺そうとしやがったな！」

　ぴきっ、ぱき……。

『！　ケースケの、【蠅王の腕輪】にひびがっ！』

「僕は怒ってるんだぞぉおおおおおおおおおおおお！」

　ぴきっ、ぱきぃいん！

　魔力を食らう、蠅王の腕輪が、破壊された。

　その瞬間……。

　ゴオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！！！！！

『うげえあぁあああああああ！　な、なんだこの、膨大な量の、魔力はぁああああああああああああああああ!?』

　経験値さんが、僕の魔力を見て、驚きょう愕がくしてる。

『ケースケは七大魔王二体と、契約したのじゃ！　魔力量が増えて当然じゃ!!』

　ガタガタガタ！　と経験値さんが震えてる。

『あ、あ、あぎゃぁあああああああああああ！　に、逃げろぉおおおおおおおお！』

　尻尾巻いて逃げようとする、反転魔族！

　でも……。

「逃がさないよ！　【高慢の魔手ドレイン・タッチ】……発動！」

「ド、高慢の魔手ドレイン・タッチィイイイイイイイイ!?」

　僕のカバンが、変化する。

　紐が伸びる。そして……。

　ぎゅぅううん！

『ひぃ！　犬顔のカバンが、飛んでくるぅううう!?』

　僕のカバンがまるで生き物のように動き……そして……。

　がぶり！

『いってぇええ……!?　……え、痛くない……？』

　カバンが犬のようにかみついてるのに、反転魔族は、痛がってる様子を見せない。

『まあいいや！　にげ……あ、あれ……？』

　ぺたん、と反転魔族がその場にへたり込む。

『な、なんだ……？　力が……！　体の力が抜けやがるぅ!?』

　反転魔族は、生まれたての子鹿のように、体をぷるぷるさせている。

　何度も立ち上がろうとするけど、だめ。

「高慢の魔手ドレイン・タッチの効果は、スペさんカバンがかみついた相手の、レベルを０にするんです」

『弱体化のスキル!?』

「そう……今のあなたのレベルは、ゼロ！　これが……どういうことかわかりますか？」

　さぁ……と反転魔族の顔から、血の気が引く。

『い、いやだぁ……！　いやぁああああああ！　助けてぇえええええええ！　死んじゃうぅううううううううう！』

　泣きわめきながら、反転魔族が逃げようとする。

　でも、高慢の魔手ドレイン・タッチが発動してる。

　やつのレベルはゼロ。

　筋力のステータスも、ゼロ！

　つまり逃げられない！

　さらに、防御力も、ゼロになっている！

『魔族よ。今おぬしは、弱体化されてる。そんな状態で、七大魔王×２の力を宿した、ケースケに殴られたら、跡形もなく消し飛ぶのは必定』

　今魔族は、アリも同然。

　そしてこちらは、巨象のごとき力を持っている。

　僕がちょいとでもつつくだけで、こいつは死ぬ！

『おねがいしますぅううう！　たすけてくださいぃいいいいいい！　死にたくないんですうぅううううううううう！』

　カバンにかみつかれた状態のまま、泣きわめく経験値……。

「安心してください」

　僕はにっこりと、笑った。

　魔族の顔に、笑顔が戻る……。

「一撃で殺すなんてぬるいこと、するわけないでしょ？」

　僕はカバンの口に手を突っ込む。

「高慢の聖剣フサツノツルギ……発動！」

　僕が取り出したのは、短剣の勇者さんから借りた、勇者の短剣。

　しかしこいつのせいで、大事な短剣の刃が折れてしまっている。

『高慢の聖剣フサツノツルギ……!?』

　折れた短剣を、カバンの口から完全に出す。

　ブゥウウウウウウウウウウウウウウウン！

　刃の部分が、紫色の光る刃になって、振動してる。

　僕は高慢の聖剣フサツノツルギを手に、魔族に斬りかかる。

『あぎゃぁああああああああああああああああああああああああ！』

　悲鳴を上げる、魔族。

　だが……！

『はぁ……はぁ……い、生きてる……？　なんで……!?　生きてる!?　痛みはあるのに……！！！！！』

「高慢の聖剣フサツノツルギの効果。この剣では、決して生物を……殺せない！」

『は、はぁ!?　なんだよ……殺せない武器なんて……意味……あ……あ……あああ……！』

　やっと気づいたようだ。

「そう、この高慢の聖剣フサツノツルギは、殺せないだけ。【相手にダメージを与えられない】剣であり、【相手を決して殺せない】」

　高慢の魔手ドレイン・タッチによって、相手がレベル０状態であっても、高慢の聖剣フサツノツルギじゃ、決して殺すことができない。

　けど！

　殺せないだけだ！

　斬られたことによる痛みは、発生するのだ！

『レベル、防御力を下げた状態で、たこ殴りできるってことか……。しかも、いくら斬っても死ぬことがないとか……こ、こえええ……』

　ヒキニートが何か言ってるけど、無視。

　僕は高慢の聖剣フサツノツルギを手に持ち、構えをとる。

『ま、待ってくれ！　お願いだ！　反省してる！　反省してるから！　だから助けてお願い助けてぇええ……！』

「僕は……今、大魔王を二体、収納しました。結果、ミサカさんの呪いを、一つ……解くことができました」

　その結果。

　僕は、聖剣技（中級）を使えるようになった。

『あ、あなた様の目的は達成されたはずでしょ!?　ね！　呪いを解くのが、あなた様の使命だったはず!?　こんなゴキブリを潰さなくてもいいじゃないですかぁ……!?』

　泣きわめく、反転魔族。

『自分をゴキブリて……どんだけ生き汚いんだよこいつ……』

　ヒキニートさんがあきれてる。

　僕は、また笑った。

　いや……嗤わらった。

「あなた、さっき帝国を爆破して滅ぼそうとしましたよ？　あなたは、相手に命乞いする暇を与えましたか？」

『あ、あ、あ……』

「おまえへの答えは……ＮＯ！　だ！　オタクさんの愛した国を、ぶっ壊そうとしたおまえを！　絶対許さない！」

『い、いやぁああああああああああああ！』

　僕は、聖剣技を発動させる。

　中級聖剣技！

「百ひゃっ花か繚りょう乱らん……！」

　僕の体に、大勇者の力が宿る。

　今まで以上に、強い力だ。

　僕の体が、高速で……ううん、神速で動く！

　ズバンッ……！

　神眼をもってしても、目で追うのがやっと一撃。

　中級聖剣技・百花繚乱は、この神速の一撃を、一〇〇回！

　一〇〇の斬撃を、一瞬で食らわせる技！

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラ！！！！！！！！！！！」

『うぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああ！』

　とてつもない痛みが、暴力の嵐が、相手を襲う……！

　けれど！

　決して死ぬことができない！

『え、えぐすぎるだろ……あんだけ攻撃食らっといて……死ねないとか……』

　どさっ！　とゴキブリ魔族が倒れる。

『あ、あひ……あへ……あぇえ……』

　相手は文字通り、虫の息だ。

『だ、だずげ……だ……ずげてぇ……』

『お、おい啓介くん……もういいんじゃないかい？　あんだけ痛みを与えたんだから許してあげても……ひっ！』

　ヒキニートさんが怯えてる。

　僕は……嗤っていた。

「スペさん、おかしなこと言ってますよね？」

『うむ、そうじゃのケースケ』

　僕と、カバン状態のスペさんが、嗤う。

　瀕ひん死しの虫けらに。

「『おまえまだ、生きてるじゃない？』」

　高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグが、黒く光りだす。

「高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグ……最終奥義！」

　僕はカバンを手に取って叫ぶ。

「狼王魔閃光ファイナル・フラッシュ！」

　瞬間……。

　スペさんカバンが、巨大化。

　犬の口が、大きく開く！

　そして……口にエネルギーが貯まっていく……！

『こ、これって……まさか！　フェンリルの……ビーム！』

「そう、狼王魔閃光ファイナル・フラッシュ。これは……僕が与えたダメージをエネルギーに変え、ビームにして放つ技！」

　こぉおおおおおおおおおお！

「この与えたダメージには、高慢の聖剣フサツノツルギが与えるはずだったダメージも、加算される！」

『はぁ!?　なんだよそれ！　け、結局高慢の聖剣フサツノツルギのダメージを、最終的に相手に与えるんじゃないか！　どこが不殺だよ！　殺意マシマシだよ!?』

　ヒキニートさんの言うとおり！

　高慢の魔王スペルヴィアは、決して優しくない。

「僕はオタクさんほど、優しくないんだよ！　くらえ！　我ビ───────────────────────ム！」

　かっ……！

　ビゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　……ゴキブリ魔族は、主従我ビーム（今命名）を受けて、完全消滅。

　いや……違う。

　ひゅうううううう………………。

　ぽとっ。

　首だけを残して、消滅していた。

「蠅王宝箱ベルゼビュート！」

　黒い触手が、ゴキブリ魔族を摑むと、カバンの中に収納。

「経験値、ゲット！」

『我らの完全勝利じゃ！』

「『いえーい！』」

　その様子を、ヒキニートさんが震えながら見ていた。

『いや怖ぇよ！　啓介くんが魔王だよ！　第八の魔王だよ！』





☆






　僕は魔族をぶっ飛ばしたぞ！

　経験値もゲット！

『ケースケぇ～』

　黒いカバンが光ると、スペさんとカバンが分離する。

『あ、あれ……？　戻った……？』

　ヒキニートさんが驚いてる。若干引いてる。なんでだろ？

『高慢なる勇魔の鞄プライド・バッグは、我と聖武具とが接続されてる時のみ、使えるのじゃ！』

『なるほど……高慢の魔王スペルヴィアとの合体が、使用条件なんだね』

　そういうこと。

　普段は勇魔の鞄ってことで。

『それよりケースケよぉう～……おなか減ったのじゃ～』

　スペさんを僕は抱っこする。

　くぅ……と可愛らしい音がした。

　スペさん、すごく頑張ってくれた。

　戦闘アシストだけでなく、必殺の我ビームも。

　スペさんがいなかったら、あの魔族に勝てなかっただろう。

「ごめんね、お腹空いたよね。疲れることさせちゃって、ごめんね」

『なーに言ってるんじゃい♡　ケースケのためなら、いつだって力貸すぞ♡』

「スペさん……」

　きゅっ、と僕はふわふわモコモコの、愛おしい友達のことを抱きしめる。

『それより、お腹空いたのじゃ～♡　ケースケぇ～♡』

「えと、地球からの取り寄せでいい？　僕も結構疲れちゃってて……」

　いっぱい動いたからね。

　あの反転魔族も言っていたけど、僕自身の素の強さはまだまだ。

　僕の強さは、聖武具の力によるものが大きい。スキルを封じられると、僕はもろい。

　僕自身の強さを……もっと身につけないと！

『取り寄せでいいのじゃー！　久しぶりに、おいしーものを頼むぞぉ！』

　と、そのときである。

「お姉さんもお姉さんも～♡」

「わ！　ルクスリアさんっ？」

　カバンの口が開いて、エロ天使、ルクスリアお姉さんが出てきた！

　相変わらず、き、きわどいかっこう！　えっちです！

　細長い革紐、体の局部しか隠してない！

　おっぱいとかぽろんって出てます！

　で、その上から白衣を着てるものだから……！

　エッチ警察が来ちゃいます！

「あらまぁ、けーちゃんったらお姉さんのエロい格好に興奮してるの～♡　うふふ～♡　かわいい～♡」

　エロ天使さんが僕の横に移動してきて、つんつんと頰をつついてくる！

『こら痴女』

　スペさんが肩に乗って、う～！　とうなる。

「あらスペちゃんどうしたの？」

『なれなれしくするなっ。我にも、ケースケにもっ』

「いーじゃないのぉ～♡　ねえ、仲良くしましょ～♡　の、ちゅ～♡」

　わ！　ルクスリアさんが、ちゅ、ちゅーしてきたっ！

「スペさんガード！」

　僕はとっさにスペさんを持ち上げて、ルクスリアさんに突きつける。

　ぶちゅっ！

『ふぎゃああああ！　ばっちぃ！』

「失礼しちゃうわね……って、あら？　あらあら？」

　にまー、とルクスリアさんが面白いものを見つけた、と子供みたいな笑みを浮かべる。

「けーちゃん、もしかして～。好きな娘とか、いるかんじ？」

「なっ!?　な!?　なぁ!?」

　ど、どうしてそんなことを!?

　急に!?

「図星か～♡　へぇ、どんな子かしら～？　ん～？」

『これ、痴女。いじるのはやめるのじゃ。ケースケが嫌がってるのじゃ』

　スペさんが守ってくれる。

　でも、君も結構いじってくるよね……。

『で、なんじゃ痴女。出てきて』

「そうだった。けーちゃん、お片付けしなくていいの？」

　お片付け……？

　ルクスリアさんが、すっ……と何もなくなった荒野を指さす。

「ほらあれ、スペちゃんの【狼王魔閃光ファイナル・フラッシュ】のせいで、妖精郷アルフヘイムを含めて帝国の領土が、結構吹っ飛んじゃったでしょ？」

「あ……そうだ……」

　狼王魔閃光ファイナル・フラッシュのせいで、帝国の大地を、傷つけてしまった。

　オタクさんに申し訳ない……！

「直さないと……。ルクスリアさん、お力借りてもいいですか？」

　色欲の魔王ルクスリアさんの、能力。

　夜王薬箱アスモデウス。

　死者すら蘇生する、超回復術。

「そうねえ、夜王薬箱アスモデウスを使えば、森も土地も元通りね。で・も～♡　お姉さん、今ガス欠なのよね～」

「ガス欠？」

「そ。魔力が足りてないの。そこの子犬ちゃんと同様、力を使うと魔力が減っちゃうのよねーん」

　なるほど……。

　じゃあ魔力を補充しないとだ。

『ルクスリアよ。おぬし……あんなちんけな回復術一度でガス欠になるなんて、おかしくないかの？』

「仕方ないわ。お姉さんの本体、今修復中だもの」

「え、どういうことです……？」

　初耳なんですけど？

「ほらお姉さん、虫に食われて、卵の中に入れられてたでしょ？　で、だいぶ虫に養分を持ってかれちゃったのね。お姉さんの本体、だいぶダメージを負ってるのよ」

「修復って……具体的に何やってるんです？」

「けーちゃんのカバンの中で、寝転がってる感じ。ここは、すごく魔素マナが濃いから、ここに入っていれば体が徐々にだけど修復されていくと思うわん♡」

　なるほど……ルクスリアさん、万全の状態じゃないってことなんだ……。

「あれ、じゃあ目の前にいるルクスリアさんは、誰なんです？」

「分体よ。けーちゃんのスキル、救急ファーストエイド■ボックスを媒介として、外に顕現してるのよ」

　前にもそんなこと言っていたね、そういえば。

「で、本題ないんだけどぉ。分体のお姉さん、大きな力……具体的には、夜王薬箱アスモデウスを使うためには、魔力による補給が必要なの」

「なるほど……」

「ということで～♡　お姉さんも、けーちゃんの美味しいやつ♡　ほしいなぁ～♡」

　……ようするに、スペさん同様、ルクスリアさんも、力を使うとすぐにお腹空いちゃうみたい。

　ルクスリアさんにもお世話になったし、ちゃんとお礼したいしね。

　取り出してあげよう。

「わかりました。ルクスリアさんはどんなものが好きです？」

「そりゃ♡　男の子の……」『それ以上はだめなのじゃー！』

　スペさんが、ルクスリアさんの顔に張り付く。苦笑した後、ルクスリアさんが言う。

「じゃあお酒とかかなぁ～？」

「お酒ですか。わかりましたっ」

『けーすけっ。我は食いもんじゃ！　食いもんじゃからなっ！』

　取り寄せカバンスキルを使って、僕はお酒と食べ物を取り出す！

「じゃーん、焼き鳥と、ビール～」

「ビール……？　これが……？」

　銀色のやつ……！　を取り出した僕。

　ルクスリアさんは、はて、と首をかしげる。

「あれ、こっちにビールってないんですか？」

「あるわよ。でもねえ～……うーん……正直微妙なのよね」

「と、いいますと？」

「まず、ぬるい。圧倒的にぬるいし。あとなんかただ苦いっていうか……正直あんまり好きじゃないわ。ワインのほうが好きね」

　あら、じゃあ取り寄せ直したほうがいいだろうか。

　しかし……。

『ふ……甘いの、痴女よ。地球の品物はな、ヤバいぞ。どれも……』

「ふーん……ヤバいのこれ？」

『ああ、飛ぶぞ……？』

　にやぁ……とスペさんが得意顔。

　確かに地球の品物を食べるっていう点において、スペさんのほうがルクスリアさんより、先輩だもんね。

「まあいいわ。これ飲みたいんだけど、どうやってあけるの？」

「そこのタブをぷしゅっ、と開けるんです」

　僕が缶を開けるジェスチャーをする。

　銀色のやつを手に取ったルクスリアさんが、プルタブを開ける。

　プシュッ……！

　しゅわわ～～～～！

「?!　な、なにこれ!?　すごいわ……泡が……あふれ出てる！」

　ルクスリアさんが慌てて、ビールを一口。

「！？！？！？！？！？！？！！？！？」

　さっきまでの余裕のある笑みが一転……。

　ルクスリアさんが、目を剝いていた。

「どうでしょう？」

「おいしぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～♡」

　ルクスリアさんも、絶叫。

「なにこれありえないわ！　こんな……冷たくて！　しゅわしゅわで……しかも！　苦みのなかに、コクもある！　え、え、え～～～!?　なにこれ！　こんなビール、生まれて初めて飲むわ～～～～～～～～～～～～～！」

　ごきゅっ、ごきゅっ、とルクスリアさんが喉を鳴らしながらビールを飲む。

　お姉さんぶった態度はどこへやら、ビールをがぶ飲みしていた。

『ふ……本性を現したようじゃな、痴女め……。さて、ケースケ、我のも早くぅ』

「はいはい。じゃあ加温スキルであっためますね」

　ちーん！

「はい、焼き鳥いっちょ上がり～」

『ぬほぉお！　美味いのじゃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！』

　はぐはぐっ、とスペさんが手足を使って、器用に焼き鳥を食べている。

『甘あま塩じょっぱいタレと、柔らかい鶏とり肉にくが、合う合う！　美味いのじゃっ！』

「このビール最高～～～～～～～～～♡　何杯でも飲めちゃう～～～～～～～♡」

　取り寄せた品物にも、僕の魔力が付与されてる。

　二人がすごい勢いで、魔力を回復させていた。

「これくらいでいいでしょう？」

『「もっとぉ～～～～～～～～！」』

　スペさんとルクスリアさんが、もっともっと！　と僕におねだりする。

『ケースケ～。もう一本！　もう一本ほしいのじゃ～♡』

「お姉さんにもビールもう一杯！　ね、ねぇちょぉだぁい♡　お姉さんに、苦くて美味しいやつ♡　もっとぉ～♡」

　まったくも～。

　魔王さんたち、食いしん坊過ぎるなぁ。

『啓介くん、魔王を完全に餌付けしてる……これもう魔物使いっつーか、魔王使いだね……』

　ヒキニートさんがあきれていた。

　ややあって。

「それじゃ、夜王薬箱アスモデウス！」

「みんな元気にな～～～～～～～～～～～れっ♡」

　天使が投げキッスをする。

　ズォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

「おお！　荒野が一瞬にして、修復されていく！　ビームの傷跡も、森も、全部元通りだっ！」

　ディートリヒさんが、再生した森を見て驚いてる。

　これでしょぼい回復術っていうんだから、本体のルクスリアさんが使う治癒は、どんなもんなんだろうなぁ。

「ふぅ、お姉さん疲れちゃったなぁ～。ってことで～♡　けーちゃん、ビールもーいっぱい♡　ね、ね、ねー？」

「はいはい。でもこれ取り寄せるのも、お金かかるってことは、頭に入れておいて飲んでくださいね」

「はーい♡　大切に飲みまーす♡」

　ルクスリアさんがビールを美味しそうに飲んでいる。

　さて……と。

「これでミッションクリア……」

『む？　待つのじゃケースケよ。魔蟲じゃ』

「魔蟲？」

　すると……。

「ブブブブブ……！」「ギシギシギシッ！」「ブーンブーン……！」

「な!?　なんだこの大量の魔蟲!?」

　魔蟲の群れが急にやってきたのだ。

　えー、もう終わりってときに、また戦闘～？　だるいなぁ。

『待って。なんか、様子おかしくないかい？』

　と、ヒキニートさんが突っ込み。

　ん？　様子がおかしい……？

　虫たちは僕の前で、ぺたり、と平ひれ伏ふしたのだ。

　おや？

『どうやら、みなケースケに服従しているようじゃな』

「服従って、言うこと聞くってこと？　どうして？」

『そこの痴女が張り切りすぎたんじゃろ？』

　ビールぐびぐびしてるルクスリアさんに目をやる。

「ルクスリアさん、何かしたの？」

「ん～？　特に。あ、でもお姉さんって、サキュバスだから。その魔力を浴びた魔蟲たち、みんなメロメロになっちゃったのかもね～」

　なるほど……

　夜王薬箱アスモデウスの効果で、森ごと消滅した魔蟲たちが、蘇生した。

　で、エロ天使の魔力で、みんなメロメロ状態ってことか……。

　ん？　メロメロ状態？　ってことは……。

「魔蟲たち、命令です！　帝国の人たちを、襲っちゃ……いけません！　わかりましたか？」

「「「ぶぶぶぶっ！（ＯＫ）」」」

　よし、大丈夫そうだっ。

「ど、どういうことですか、勇者殿……？」

　困惑する帝国の皇女に、僕は説明する。

「妖精郷アルフヘイムって、たしか魔蟲のせいで、中に入れないんですよね？」

　って、オタクさんに聞いたことがある。

「僕が命令したので、これでもう、魔蟲を気にせず妖精郷アルフヘイムに入れるようになりました」

「っ！」

　じわ……とディートリヒさんが目に涙をためる。

「ありがとう、勇者殿！　帝国の危機を救うだけでなく、帝国をさらなる繁栄に導いてくれるだなんて！　ありがとう！」

　ともあれ、妖精郷アルフヘイムでの出来事、これにて……終結！







《ワルージョ女王視点》




　わたくしはワルージョ＝フォン＝ゲータ・ニィガ。

　ここ、ゲータ・ニィガ王国にて、【長く】女王に君臨する者。

　わたくしは寝室にて、鏡の前に座っていた。

「はぁ……美しい……惚ほれ惚ぼれするほどに……♡」

　わたくしは自分の美貌に酔いしれる。

　鏡に映るのは、【いつまでも】若々しい姿を保った、わたくしの姿……。

　ぴしっ。

「え？」

　突如、わたくしの顔に……ひびが入ったのだ。

　ぴし、ぴき……ぱきんっ！

「顔にシワが！　い、いやぁ……！」

　しゅううううう……。

　顔にシワ。肌からは、張りが失われていく……！

　さっきまで、二〇代の美しい姿から……。

　しわしわの、老婆へと……！

「いや！　助けてぇ！」

　と、そのときだ。

「こんばんは」

　いつの間にか、部屋の中に女が立っていた。

　黒いドレスに、黒い髪の美しい女。

「シュブ様！　【シュブニグラス】様ぁぁあああああああああああ！」

　わたくしは黒い女……シュブニグラス様のもとへ駆け寄る。

　彼女の足にしがみつく。

「シュブ様！　ご、ご褒美を！　若返りの秘薬を早く！」

「そうね、剣の勇者を追放したものね。はい……」

　シュブニグラス様は手を前に突き出す。

　人差し指を一本立てる。

　そこから……ぽた……ぽた……と【乳白色】の液体が垂れる！

　わたくしは、シュブ様の指から垂れる乳白色の液体を口に入れる。

　シュウウウウウ……。

　わたくしの体から湯気が立つ。

　肌には張りが戻り、顔のシワも、元通りになった……！

「はあ……はあ……」

　ぺたん、とわたくしは床に座り込む。

　秘薬のおかげで、わたくしは元の美しい姿に戻れたのだ……。

「ワルージョ。今回はご苦労様。剣の勇者を追放してくれて」

「いえ！　シュブニグラス様のご命令とあらば！　何だっていたします！」

　わたくしはこの黒い女、シュブニグラス様の言いなりとなっている。

　わたくしの仕事は、異世界から勇者を呼び出し、そして……廃棄すること。

　そうやって呼び出し、廃棄することで、わたくしはシュブニグラス様から、若返りの秘薬をいただいている。

　もう……何年やってるだろう。

　一〇……一〇〇……いや、もっとか。

　とにかく、わたくしは遥はるか昔にシュブニグラス様と出会ったときから今日まで、異世界から勇者を召喚し、廃棄し続けてきた。

　勇者を追い出す理由は、何だってよかった。

　使えない聖武具……たとえば鍋や靴などを引いた勇者は、簡単に捨てられた。外れ聖武具だといってね。

　たまに、勝手にわたくしのもとを去っていく勇者もいた。弓や、短剣の勇者。

　彼らをこの国から追い出しても、シュブニグラス様は、秘薬をくださった。

「さて……ワルージョ。今日はあなたに、大きな仕事を持ってきたわ」

「大きな仕事？　なんなりと！」

「そろそろね、新しい勇者を補充したいの」

「新しい勇者を補充……ですか。それはかまいませんが……しかし、今の勇者がまだ生きております」

　勇者召喚の儀式。

　異世界から勇者を呼び出す、王家に伝わる、秘術だ。

　この秘術を一度使うと、四人の勇者を呼び出すことができる。

　しかし、この儀式には制限がある。

　それは、【呼び出した四人が死亡しない限り】、次の勇者を召喚できない、ということだ。

「チャラオは死んだわ。あと生きてるのは、槍シズカ、弓オタク……そして……鞄ケースケ」

「…………」

　鞄の勇者ケースケ。

　あの子供が生きてることは、シュブニグラス様から、教えてもらっていた。

　そして……シュブニグラス様から、抹殺の命令を受けたのだ。

　わたくしはチャラオを使ってケースケを殺そうとしたのだが……失敗。

　チャラオを追放。

　その後わたくしはシュブニグラス様に連絡を入れ、今に至る。

　そう……チャラオ、あの後殺されちゃったのね。

　ほんと……役立たずな豚！

　昔は若くてかっこよかったから手元においてやっていたけど、最近は太ってきたし、加齢臭はきついし生え際は後退してきたしで……正直捨てたくてしょうがなかった。

　だから、死んで清々した！

「ワルージョ。今この世界にいる、【勇者全員】殺しなさい。そして、新しい勇者を補充するの」

「…………」

　シュブニグラス様が、どうして勇者を定期的に異世界から呼び出し、わたくしに廃棄させるのか……。

　その意図は、わからない。

　けれど、シュブニグラス様の思惑なんて、どうでもいい。

　わたくしにとっては……。

「かしこまりました」

「いいこね、ワルージョ。今日は、もうちょっと多めに、【秘薬】をあげましょう」

「ああ！　ありがとうございますぅ！」

　シュブニグラス様が指を差し出す。

　わたくしは、赤ん坊のように指に吸い付く。

「んく……んく……はぁあああああん！」

　わたくしの体に力がみなぎる……！

　肌が、一〇代のごときみずみずしさを取り戻していた！

　ああ、若さ！

　永遠の美！

　シュブニグラス様の命令に従うだけで、それらが手に入る！

　だからわたくしは、彼女の駒として動くのだ。

「さ、ワルージョ。この世界にいる勇者を、皆殺しになさい」

　まずは……そうね、手元にいる槍シズカから殺そうかしら。

　次に、所在が割れてる弓オタク。

　最後に……鞄ケースケの順番で葬り去っていきましょう。

　永遠の美を、手に入れるため。

「仰せのとおりにイエ・イエ、シュブニグラス様！」








エピローグ






　虫さんたちを、従わせたぞ！

「ケースケ殿ぉおおおおおおおおおおおおおおお！」

　見上げると、空には……。

「わ、ジャガーさん！　と……！　オタクさーん！」

　ずずぅん！　と僕らの前に、巨大な黒い竜が降りてきた。

　暗黒竜ジャガーノートさんだ。

　そして、オタクさんが、ジャガーさんの背に乗っていたのである！

　オタクさんは弓を背負っていた。

　ほかにも、高そうな防具に身を包んでいる。

「敵はどこでござるか!?」

「敵……？」

「うむ、妖精郷アルフヘイムのほうで、凄まじい魔力反応があったという報告があったのでござる！　ケースケ殿の身に何かがあったのだと思い、こうして武装してはせ参じたのでござるよ！」

　オ、オタクさん……！

　僕のために……助けに来てくれたんだ！　うぅう！　やっさしい！

「ありがとう！　でも大丈夫、僕が……やっつけましたので！」

「やっつけた……って、うぉおお！　ま、魔蟲の群れでござる！」

「魔蟲も、だいじょうぶ！　こいつら僕の、舎弟なのでっ。ね、みんな！」

「「「ぶ────ん！」」」

　魔蟲たちを見て、オタクさんが目を丸くする。

　やがて……彼は「さすがでござるな、ケースケ殿！」と褒めてくれたっ。嬉しいぞっ。

「で、ジャガーさんは何でここに？」

『セーバーさんから命令されたんすよぉ。弓、および鞄の勇者さんを、自分のもとへつれて来いって。途中でオタクさんを見つけたんで、乗っけてきたんす』

　ふむ？

　つまり……オタクさんと僕を、ヒキニートさんのところへ連れて行こうとしてる……ってこと？

「なんで？」

　と僕はヘルメスさんを見やる。

　ヘルメスさんは、セーバーさんに意識をチェンジさせる。

『ちょっと困ったことになってね。君と……そこのオタクくんにも、協力してもらいたいんだ』

「よいでござるよ。困っている人がいたら助ける！　それが勇者というものだと、拙者は思いますからな」

「僕もそう思います！」

「じゃあ、ジャガーノートに乗って、ぼくの城に来てね」

「わかりました」

　ジャガーさんの上に、僕、オタクさん、そしてヘルメスさんが乗る。

「ディートリヒさんはどうする？」

「私は帝国に帰ります！　一人で帰れますので、おかまいなく！」

　おかまいなくなら、じゃあ、ほっといていいか。

　するとオタクさんが言う。

「ジャガー殿。申し訳ないが、一度帝都へ寄ってはいただけないでござろうか。ディートリヒ殿を送り届けたいのでござる」

　オタクさん……！

『えー……でもセーバーさん、早く連れてこいって言ってたんすけど……』

「ジャガーさん。オタクさんの言うとおりにして」

『ひぃい！　わかったすぅう！　言うこと聞くんでぇ！』

　まあ、何はともあれ。

　僕らはジャガーノートさんの背中に乗っかる。

　そして、新たなる目的地に向かって、出発したのだった。








おまけ　オタクさんとパジャマパーティ






　それは、僕がオタクさんと再会した、夜のこと。

　僕とオタクさんは、二人きりで、パジャマパーティをしていた！

「むほぉおおおおおお！　懐かしい味でござるぅうううううううう！」

　オタクさんの寝室にて。

　すっごく大きなベッドの上に、僕らは座っている。

　ベッドの上には布が敷かれており、その上には日本の駄菓子がたくさん置いてある。オタクさんはこっちに来て随分経つらしい。

　日本食……というか、日本のお菓子が恋しいと言っていた。僕は、そんなオタクさんを喜ばせたくって、お菓子をいーっぱい、取り寄せたのである！

「ああ美味しい！　ああ懐かしい！　美味い……うう……」

　すっごく喜んでくれた。僕も友達が喜んでくれて、とっても嬉しい！

「ありがとう、ケースケ殿。こんな美味しい駄菓子をたくさん用意してくれて」

「いえいえ！　どういたしまして！　じゃんじゃん食べてよ！」

「むほー！　ありがとうでござるー！」

　しばし、オタクさんは無心に駄菓子を食べていた。

　僕はそんな風に美味しそうに食べるオタクさんが見れて満足である。

　ややあって。

「へえ……オタクさん、大変だったんですねえ」

　王国を出て、帝国に来てからのことを、僕は教えてもらった。

　オタクさんが、いなくなった僕を捜してくれたこと。

　そのせいで、ワルージョの不興を買い、王城を追放されたこと。

　そして、情報収集を兼ねて、小さな商会を帝国で始めたこと。

「いろいろ苦労したんですね……僕のせいで、辛い目にあわせちゃって、ごめんなさい」

　オタクさんが国を追われる原因を作ったのは、僕と言える。

　けれど、なはは、とオタクさんが笑って言う。

「気になさらないでください。拙者ワルージョが元々あまり気に入りませんでしたからな！　それに、辛い目になんて全くあってござらんよ？」

「そうなんですか？」

「うむ！　拙者帝国に来てから、まずこの鑑定スキル、そしてアイテムボックスを使って、商売を始めました。あちこち回って、時には美女を助けたり、美人奴隷を買って楽しく冒険したりしておりましたぞ！」

「わー！　すごい……異世界ハーレムものの、テンプレだ！」

「でしょう～？　それなりに、楽しく暮らせておりましたぞ！　だから……ケースケ殿は、自分のせいで拙者が国を追われた、なんて負い目を感じなくてよいのでござるよ」

「オタクさん……」

　……オタクさんは、いい人だ。多分僕が、これ以上自分を責めないように、わざと明るく楽しいことがあったと言ってるんだろう。

　きっと、僕が思うよりも遥かに苦労の連続だったと思う。

　それくらい、僕にだってわかる。お尋ね者が、誰も知らない場所で、ゼロから生活を始めるなんて……。それこそ、僕のようにスペさんや勇者の皆さん、そしてミサカさんといったすごい人たちの力を借りない限り、難しい……。というか、僕が逆の立場だったら、絶対無理だ。

　それをやってのけたんだから、オタクさんは……すごい人だなぁ。

「ケースケ殿はなかったのでござるか？　異世界ファンタジーのテンプレ的展開が」

「そうですねえ……あんまりないですかね。友達ができたくらい」

　スペさんっていう親友ができたくらいかなぁ。

「女の子を助けて、恋愛に発展したー……みたいなのは、ないでござる？」

「ないない」

　たしかにエルシィさんとか、いろいろ助けたけど、でもそこから恋愛に発展なんて、一度もなかったなぁ。

「あ」

「どうしたのでござる？」

「恋愛には発展しなかったけど、でも……また会いたいなぁって思ってる人はいて……」

「ほほぅ。可愛い系の女子でござる？　それとも、きれい系？」

「可愛い系かなぁ。かっこよくもあってね」

　僕は七獄セブンス・フォールでミサカさんと出会い、助けたことを告げる。

「なるほど……呪いを解いて、いつか二人で食事を……。くぅう！　ラブロマンスの香りが漂っておりますなぁ！」

「そ、そうかなぁ？」

「そうですよ！　呪いを解いた暁には、二人は付き合うみたいな、そんな展開になるに決まってるでござる！」

「い、いやそれは……どうだろう……」

　ミサカさんが、僕のことどう思ってくれてるのかわからないし……。僕は……その、たしかに、ちょっと良いなぁとは思ってるけど……。

「ふふふ、ケースケ殿が、楽しく異世界生活できてるようで、拙者嬉しいでござるよ」

　そんな風に、僕らは楽しくおしゃべりしたのだった。








あとがき






　はじめましての方は、はじめまして。前作からの人はこんにちは。茨いばら木き野のです。

　本シリーズも二冊目になりました。無事に二冊目を出せてほっとしてます。




　二巻の内容について説明します。

　ダンジョンを脱出したケースケは、自分を心配してくれた、同じく召喚者のオタクさんに、無事であることを報告しにいきます。

　ケースケの邪魔するワルージョと、彼女が送り込んだ刺客達と、相対していく……というような内容になってます。

　シリアスさは全然なく、前回同様、主人公の無自覚無双っぷりをお楽しみいただける内容となってます。




　尺が余ったので、近況報告。

　先日、僕の代表作「不遇職【鑑定士】が実は最強だった」の、テレビアニメの放映が無事、終了しました。今年の一月に放映スタートして、そこからの三か月は、夢のような毎日でした。

　Ｘ上では、たくさんの方が、僕の作品への感想をつぶやいていただいておりました。作家を初めてから、今年で七周年。作家をやってて、ここまで、僕が書いたものにたいして、感想が付いたことは、ありませんでした。

　やっぱり、アニメって凄すごい影響力を持つんだなぁ、と思うと同時に、アニメにしてもらえて、とても幸運だったなと改めて思いました。







　続いて、謝辞を。

　イラストレーターの「いずみけい」様。素敵なイラスト、ありがとうございます！　表紙のスペさんが可か愛わいすぎでした！

　編集のＮ様、およびＯ様。今回も大変お世話になりました。

　そして、この本を手に取ってくださっている読者の皆様。この本を出せるのは皆様のおかげです。ありがとうございます。




　最後に、宣伝があります。

　本作、漫画版が連載スタートしてます！

　電撃のレグルス等で、掲載されてます！　よろしければぜひ！

【作品URL】

https://comic-walker.com/detail/KC_006511_S/episodes/KC_0065110000200011_E




　それでは、皆様とまたお会いできる日まで。





二〇二五年四月某日　茨木野






























カバンの勇ゆう者しゃの異い世せ界かいのんびり旅たび２




～実じつは「カバン」は何なんでも吸きゅう収しゅうできるし、日に本ほんから何なんでも取とり寄よせができるチート武ぶ器きでした～








著者／茨いばら木き野の

イラスト／いずみけい





電撃の新文芸





2025年5月16日　発行





ver.001





©Ibarakino 2025





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃の新文芸『カバンの勇者の異世界のんびり旅２　～実は「カバン」は何でも吸収できるし、日本から何でも取り寄せができるチート武器でした～』

2025年5月17日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）
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【初出】

本書は、「小説家になろう」に掲載された『カバンの勇者の異世界のんびり旅～ハズレ勇者と王城から追放され奈落に落とされた。でも実はカバンは何でも吸収できるし、日本から何でも取り寄せられるチート武器だった。今更土下座されても戻る気はない』を加筆・修正したものです。

※「小説家になろう」は株式会社ヒナプロジェクトの登録商標です。












この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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